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  人物紹介

  

  有あり栖す幹みき人と

  高校一年生。

  

  普ふ現げん佳か奈な美み

  高校一年生。有栖のクラスメイト。クラス委員長。

  

  窪くぼ田た理り雄お

  高校一年生。有栖のクラスメイト。

  

  ルルディ・リデル

  ワンダー。



  


   １　カガミマクラと明めい晰せき夢む

  

  　俺おれ、アリス・ミキトには大嫌いなものが三つある。

  　一つ目は、安らかな眠りを妨害する、無ぶ骨こつな時計のアラーム音。

  　二つ目は、瞼まぶた越しに眼球を苛さいなむ、無慈悲なる朝の日差し。

  　三つ目は、まどろむ意識を現実へと引き戻そうとする、無ぶ粋すいでガサツな第三者。

  「……あっ、やっぱり！　こいつ、まだ寝てる！」

  　つまり、簡単に言ってしまうと俺は、寝ているところを起こされるのが大嫌いなのだった。起床を促うながそうとする、ありとあらゆるものを憎悪しているといってもいい。

  「朝だよ、朝！　ほら、起きて！　起きてったら！」

  　だから、よく聞き知ったこの声も今の俺にとっては怨えん嗟さの対象にしかならなかった。

  　この声の主が俺の幼稚園時代からの幼おさな馴な染じみで、朝に弱い俺のために毎朝わざわざ自室まで起こしに来る超お節せつ介かい焼きだということがわかっていても、それとこれとは話が別。この時間帯の彼女、フゲン・カナミは俺にとって怨敵以外の何者でもないのだ。

  「このままだと遅刻するよ！　ち、こ、くぅ！」

  　本来ならば静かで穏やかなはずの室内に、目覚まし時計の十倍はあろうかというカナミの大声が響き渡る。毎度のことながら耳がおかしくなりそうなほどの声量だ。せっかく夢の中にいた自分の意識が現実世界に引き戻されるのを感じながらも、俺おれの身体からだは最後の抵抗を試みる。剥はがされた布ふ団とんを引き寄せ、忌いまわしい日差しに背を向けて、呻うめくように返事した。

  「もうちょっと、眠らせろ。あと十分……いや、五分でいい……」

  「だから！　その、あと五分で家を出ないと、確実に遅刻するって言ってんの！」

  　ささやかな俺の要求を容よう赦しやなく跳ね除のけ、布団越しに俺の背中を叩たたいてくる彼女。未いまだに血のめぐりが悪い俺の思考回路が、彼女のことを排除すべき敵と認識した。

  「いーいーかーらーおーきーろー！」

  「いた、痛い、痛いから。……あぁ、もう。鬱うつ陶とうしい……」

  　しつこく連打を続けるカナミに、俺は無意識に手を伸ばす。たぶん、その行動には現在、自分へと危害を加える彼女を押しやろうという意図があったのだと思うのだが、寝起きでぼやけた俺の思考は、その伸ばした手の先に何があるのかについて思い至ることができなかった。

  　むにゅ、というやけに柔らかい感触が右手を包む。

  「ひぇっ？」

  　予想外の手触りに俺が瞼まぶたを開くと、大きく目を見開いて硬直するカナミと視線が合った。小動物のような愛あい嬌きようのある彼女の顔が、りんごみたいに真っ赤かに染まって小刻みに震えている。

  「あれ？」

  「～～～～っ」

  「あ、えっと、その……」

  　そして俺が今、自分の右手に感じているフカフカが、彼女の小こ柄がらな体格には不釣り合いなまでに大きい胸の膨ふくらみによるものであると認識したそのときには……すべてがもう手遅れだった。

  「死……ねぇッ!!」

  　先ほどまでのじゃれつくような軽い連打ではない、首の骨が折れるかと思うほどに体重の乗った鋭いビンタが、俺の寝ぼけた意識を完全に覚かく醒せいさせる。

  

  　携帯の時刻表示を見ると、なるほど、俺はちょっと冗談じゃないレベルで寝坊していたらしかった。いつもなら家を出ている時間をもう十分も経過している。

  「やっべー！　遅刻だ、チコク！」

  　手早く制服に着替えながら、転がるように階段を駆け下りる。もうのんきに朝食を食べている余裕はないがコーヒーだけでも飲んでおこうとリビングに顔を出すと、アヤメ姉さんが意味ありげに微笑ほほえみながらコーヒーを淹いれていた。

  「おはよう、ミキ君」

  　俺おれと六歳年の離れた実姉である彼女、アリス・アヤメ。

  　彼女は、いつものまどろむような目つきのまま、のんびりとした口調でそう言って、あらかじめ用意してあった俺のカップにコーヒーを注いでくれる。

  「今、カナちゃんが怒りながら出てっちゃったけど、どうかした？」いつものようにほわほわと笑いながら、そう聞いてくる姉さん。俺の右頬ほおに浮かんだ真っ赤かな紅葉もみじに気付いて、苦笑する。「あららー。また、何か言って怒らせたんでしょう？　駄目だよ。あんな優しくて可愛い幼おさな馴な染じみなんて、そうそういるもんじゃないんだから」

  「可愛い？　あいつが？」

  「ほら～、また、そういう言い方をする。ミキ君ったら昔からカナちゃんには……」

  「って、やばい！　のんびり話してる暇ひまなんてないんだった！」

  　あまりつつかれたくない方向に話が向きそうだったので、慌あわてて会話を切り上げる。渡されたコーヒーを一気に飲み干し、玄関へと向かう俺。時計を確認すると、いつもならバスに乗っているはずの時間になっていた。裏道をショートカットして次の停留所まで走れば、なんとか間に合うかどうか、というギリギリの瀬戸際である。カナミの奴やつ、起こすんならもっと早くにしてくれればいいのに、なんて理り不ふ尽じんなことを考えながら靴くつを履き、

  「じゃ、行ってきます！」

  　口早にそう告げて家を飛び出そうとする俺を、慌てた様子でついてきた姉さんが呼び止めた。

  「ちょっと待って。ネクタイがヘン」そう言って彼女は器用な手つきで俺が適当に結んだネクタイを締めなおしてくれる。「それと、はい。ちゃんと朝ごはん食べないと、力が出ないよ」

  　いつものように微笑ほほえみ、俺の口に無理やりジャムを塗ったトーストを咥くわえさせる姉さん。俺はそれに、もぐもぐと感謝の意を告げ、改めて玄関の扉とびらを開く。

  「いってらっしゃ～い」

  　そう言って送り出してくれる姉さんの声を背に、俺は通学路へと飛び出した。

  　青い空に、澄んだ空気。それは、まったくいつもどおりの朝だった。

  　いつものようにカナミのお節せつ介かいで夢から醒さめ、姉さんのコーヒーを飲んで、遅刻ギリギリの時間に家を飛び出す。いつもとあんまり変わらない、慌ただしくも平凡な一日。そんな一日が今日もまた、いつものように何の変へん哲てつもなく、始まろうとしている。

  　……なんて、心の中でナレーションしようとしていたそのとき、それは起きた。

  　俺の足が、何か柔らかい物を踏みつける。

  　むにゅり、という嫌な感触。

  　慌てて足元を見ると、そこにはなぜかバナナの皮が落ちており……。

  「って、なんでこんな道みち端ばたにっ!?」

  　不自然すぎて、何者かの悪意を感じるんだが。

  　なんてことを考える間もなく、つるりと滑り、バランスを崩くずす俺おれの身体からだ。

  　さすがの俺も慣かん性せいの法則には逆らえず、そのまま前方へとつんのめって、そして、

  「きゃっ!?」「痛っ！」

  　そのまま、曲がり角の向こうから歩いてきた何者かに正面衝突をかましていた。

  　洒しや落れにならない衝撃。

  　俺は跳はねるように起き上がり、慌あわてて相手に謝ろうと顔をあげる。

  「す、すま……」

  　ん、まで言い切ることはできなかった。

  「あいたた……、まったく何なのさ、もう……」

  　そう言って顔をしかめ、腰をさすっている俺と同じ学校の制服を着た女子生徒。

  　気がつくと俺は、立ち上がるのも忘れて彼女の姿に魅み入いっている。

  （……白い）

  　俺が彼女に対し、最初に抱いだいた印象は、それだった。

  　くせのあるベリーショートの頭髪も、西洋の人形みたいに整った顔立ちも、衝突の際に乱れた制服の裾すそやスカートから伸びる細長い手足まで、そのすべてが透すき通るように真っ白い。

  　それはまるで、そこだけ色という概念が抜け落ちてしまっているかのようであり……。

  「こらぁ、あんた。どこに目をつけて歩いてるんだ！」

  　どこか怒った様子の彼女の声に、俺の意識は現実へと引き戻される。

  「おっと、悪い……」

  　俺が慌ててそう言い、起き上がろうとしたとき、視界の隅すみに見覚えのある物が映り込んだ。

  　先ほどまで俺が咥くわえていたジャムトースト、それが無む残ざんにも道路の上に投げ出されている。

  　しかも最悪なことに、ジャムの乗った面が下になっていた。三秒ルールですらも救えない、絶望的な状況である。

  「パ、パンが……っ！」

  「……っ」

  　貴重な朝のエネルギー源の成れの果てに、愕がく然ぜんとして叫ぶ俺。だが、目の前の少女はその言葉をどうやら別の意味で受け取ったらしい。その雪のように白い頬ほおを桜色に染め、慌てたように乱れたスカートの裾を整えた。そして、親の仇かたきでも見るような鋭い眼光でこっちを睨にらみつけてくる。突然の動作の意味がわからず、戸惑う俺。だが、彼女が次に発した言葉でその誤解に気がついた。

  「み、見た？　見たのか？」

  「……え？　あ、違う。俺が言ったのは……」

  　慌てて否定しようとする俺。だが、彼女は聞く耳を持とうとしなかった。

  「うっさいボケ！　死ねっ!!」

  　次の瞬間にはもう、彼女の手のひらが俺おれの左頬ほおに炸さく裂れつしている。

  　朝のうちに二人もの少女から顔面を叩たたかれ、死ねと罵ば倒とうされる高校生も珍しい。

  　俺は薄れゆく意識の中で、そんなことを考える。

  

  「おう、アリス。おは……、ってお前！　何だ、それ！　……ッぶはははははっ！」

  　様々なトラブルを乗り越え、無事に遅刻すれすれの時間で教室にたどり着いた俺を待っていたのはクラスメイト、クボタ・リオによる大爆笑だった。失礼にもリオは俺の顔面を指差し、机をバンバンと叩いて、こらえきれぬ笑いに震えている。

  「くくくく……おま、そ、それ、どうしたんだよ、その顔……ぷっ、あはははははっ！」

  　出身中学が同じで、その頃ころから親友の関係であるこの男の、こういう遠慮のなさは嫌いではなかったが、俺は一応むすっとした顔で返事する。

  「うっせーな……」

  　リオが爆笑する理由はわかっていた。俺の両頬に赤々と残る手のひらの痕あとのせいだ。先ほど鏡で確認したのだが、両頬とも真っ赤かに腫はれ上がり、おたふく風か邪ぜみたいになっていた。

  「はははは、お前、それ、マジで傑作っ、ひひ、やばい、笑いが止まらんわ、死ぬ……」

  「そのまま笑い死ね」

  　いまだに笑い続けるリオの隣を通り抜け、俺は自分の席へと移動する。

  　鞄かばんを置き、椅い子すに座って深々とため息をついていると、ようやく笑いの波が収まったのか、リオが近づいて聞いてきた。

  「……で？　どうした？　また、彼女と痴ち話わ喧げん嘩かかい」

  　にやけた表情を浮かべながら、そう聞いてくるリオ。彼の視線に促うながされ前の席へと目を向けると、こちらを睨にらみつけていたカナミと目が合った。こちらに気付いてフンと顔を逸そらす彼女を見てから、俺はいつものように返事する。

  「だから、カナミはただの幼おさな馴な染じみで彼女じゃないし……」

  　毎度のことだから、その答えも予想していたのだろう。苦笑しながらも彼は続ける。

  「いいね、ただの幼馴染。俺も言ってみたいよ、そういう贅ぜい沢たくな台詞せりふをさ」

  「……あっそ」

  「それにしても、朝っぱらから往復ビンタとはまた過激だねぇ」

  「あ、いや、そうじゃなくて、実は……」

  　俺が先ほど出会った衝突少女のことを話そうとしていたところでチャイムが鳴った。

  　タイミングを見計らったかのように担任が教室に入ってきて、いつものように気だるげな様子でホームルームを開始する。

  　いつもと同じ、退屈な学園生活の始まり。

  　俺はぼんやりと担任の話を聞き流しながら、先ほどの出来事に思いを馳はせていた。

  　遅刻するか否いなかという瀬戸際で、パンを咥くわえながらの全力疾しつ走そう。嫌な予感はしていたのだが、まさか本当に曲がり角で女の子とぶつかるなんて思ってもみなかった。こんなベタなラブコメ的アクシデントが実際に起こるなんて。

  　しかも、その後の少女の反応まですべてがテンプレどおり。ここまで王道だと、ここらへんのタイミングで担任がいきなり転校生を紹介する、なんて言い出してもおかしくないな。

  　なんてことを考え、俺おれが一人で妄もう想そうに花を咲かせていたそのとき、

  「……以上で連絡事項はすべてだが……、あー、実はもう一つニュースがある。なんと、今日からこのクラスに新しい仲間を迎えることとなった。……おーい、入ってきなさい」

  　担任は唐突にそんなことを言い始め、廊下にいるらしい誰かに声をかけた。

  　突然の転校生宣言に興奮し、騒ぎ出すクラスメイトたち。

  「おいおい、まさか……、まさかだよな……」

  　だが果たして、そのまさかだった。現れた転校生は俺の想像していたとおりの人物で。

  　小こ柄がらで細身で肌の白い、西洋人形みたいな女の子。

  　男子どもがその美しさに歓声を上げ、女子どもはその可愛らしさに嬌きよう声せいを上げる。

  「は、はじめまして……、あの、えっと、ボクは……」

  　新しいクラスに緊張しているのか、どこかぎこちない様子で教きよう壇だんに上がってきたその転校生は教室内を見渡しながら挨あい拶さつの言葉を発しようとして……、俺の姿に気がついたようだった。

  　驚きよう愕がくに目を見開き、俺のことを指差して叫ぶ。

  「あーっ！　お前はさっきのエロ男！」

  　その言葉で、彼女に集中していたクラス中の視線が一気に俺のほうへと向けられた。

  「なっ、違っ……！」

  　慌あわてて弁解しようとするが、もう遅い。次の瞬間にはもうどよめきが教室内に走り、リオをはじめとするクラスメイトが俺の机にまで詰め寄っていた。

  「お前、あの可愛い子と知り合いなのか!?」

  「っていうか、エロって……アンタ、彼女にいったい何を！」

  「信じられなーい！　フケツー！」

  「なるほど、その頬ほおの痕あとは、そういうことだったのか！」

  「お前もやるときはやる男だったんだな……」

  　口々に勝手なことを言うクラスメイトたち。俺は彼らを押し除のけて、叫ぶ。

  「ご、誤解だーっ！」

  　授業開始前の静まり返った校舎に木こ霊だまする、俺の悲鳴。

  　……このときの俺は、まだ気付いていなかった。

  　この出会いを境に、俺の平凡な日常が終わりを告げるということに。

  　そして波乱に満ちたまったく新しい学園生活が、今、幕を開けようとしていたことに。

  　……って、

  

  「そんなわけがない」

  

  　あまりにふざけたそのモノローグに、思わず僕はそう呟つぶやいていた。

  　すると、まるでその一言が合図だったかのように、沸わき立っていたホームルームの騒音が一瞬で静まり返る。ビデオの一時停止ボタンを押したかのように、ぴたりと止まるクラス内。

  　見ると、今の一瞬で生徒たちの動きも、時計の針も、窓の外を飛ぶ鳥の羽ばたきも、ありとあらゆる動きが停止していた。

  　そんな凍りついた世界の中、僕は吐き捨てるように言葉を連ねる。

  「なんだ？　この展開。人を小こ馬ば鹿かにしたような、この状況は」

  　自みずから口にすることで、だんだんと冷静になっていく思考回路。

  「朝、部屋まで起こしに来てくれる幼おさな馴な染じみ？　美お味いしいコーヒーを淹いれてくれる優しい姉さん？　仲の良い親友に、愉快なクラスメイト？　そして、あげくの果ては謎なぞの美少女転校生？」

  　ない。

  　そんなもの僕の学園生活には出てこない。登場しうる可能性が存在しない。

  「っていうか、『俺おれ』って誰だよ」

  　先ほどまで自分が口にしていた一人称を思い出し、改めてその違和感たっぷりのモノローグに苦笑する。そもそも僕はこれまで一度たりとも自分のことを「俺」だなんて呼んだことはないし、普段からあんなに活気のある思考回路をしていない。「やっべー！　遅刻だ、チコク！」だなんて元気の良い台詞せりふは、逆立ちしてシェイクしたって出てくるような代しろ物ものではないのだ。

  　だから僕は自信を持って、断じることができる。

  　今、僕の目の前に繰り広げられているこの風景は、偽にせ物ものなのだと。

  　つまり。

  「これは夢だ」

  　そう口にした瞬間に、僕の周りで凍りついていたクラスメイトが一瞬で消え去った。まるで煙のように霧む散さんしていく彼らの姿を眺めながら、僕は苦笑する。

  　睡眠中でありながら、これが夢だと自覚することのできる夢。

  「明めい晰せき夢む、ねぇ……」

  　たった一人、夢の教室内に残された僕はそう呟つぶやき、倒れ込むように椅い子すに腰掛けた。

  　つい先ほどまでの元気溌はつ剌らつでラブコメの主人公みたいだったアリス・ミキトの余よ韻いんは既に僕の脳内から完全に消えうせていた。今、ここにいるのは元気もなければ覇は気きもない、ただの鬱うつ屈くつした高校生、有あり栖す幹みき人と以外の何者でもない。

  　気分は完全に白け、これ以上ないほどに冷めきっていた。

  　それにしても、まさかこんな夢を見るなんて。夢には見る人間の深層心理が反映されるという説もあるらしいが、もしかして、このふざけたラブコメもどきが僕の心の奥底に抱いだいた欲求だとでもいうのだろうか。

  　とうとうヤキが回ったらしい。僕が一人、そんなことを考えて嘆たん息そくしていたそのとき。

  

  「よくわかったね」

  

  　僕以外の誰もいないはずの教室に、その声はよく響いた。

  　生徒も教師も全員、消え去ったはずなのに。そう思いながらも顔を上げ、声のした方向へと視線を向ける。

  　教室の前方、教きよう壇だんの上。

  　そこには、あの白い少女……謎なぞの美少女転校生が立っていた。

  　くだらない寸劇が終わってもほかの奴やつらのように消えてしまわず、ただ一人残っていたその少女。彼女は、先ほど僕をエロ男と敵視していたときとは打って変わって、人懐なつっこい友好的な笑みを浮かべながら、その大きな瞳ひとみで僕のことを見つめている。

  　先ほどはなぜか不思議にも思わなかったが、彼女の両目は金色に輝かがやいていた。

  　真っ白い肌のせいで一際目立つほんのりと赤い唇くちびると、満月のようにぱっちり開かれた金の双そう眸ぼう。そのコントラストが強烈な印象を醸かもし出し、見るものを魅了する。爛らん々らんと輝く瞳の力強さと雪よりも白い肌の儚はかなさが、そのあどけない表情の上で見事に同居していた。

  「よくわかったね。……ここが夢の中だって」

  　見開いた瞳を煌きらめかせながらそう繰り返し、重力を感じさせない跳躍で教卓の上にひょいと飛び乗る転校生。そのままの勢いでプリマドンナのようにくるりと回転し、柔らかそうな髪や制服のリボンタイを靡なびかせる。その拍ひよう子しに彼女の細い首にかけられたペンダントが揺れ、その先につけられていた小さな鏡が光を反射して、きらりと光った。

  　その瞬間、僕は言いようのない違和感に苛さいなまれる。

  　ここは僕が見ている夢のはずだ。

  　だから、あの快活な幼おさな馴な染じみも優しい姉も、仲の良いクラスメイトたちも、全部僕の脳が作り出した夢幻にすぎないはずで、それはこの謎の転校生にも言えるはずなのに。

  　なのに、どうして彼女はまだここにいる？

  　僕が夢を夢と自覚した時点で、ほかの生徒や教師のように煙となって消えてしまわないのはなぜなんだ？

  　いや、そうじゃない。僕が彼女に抱く違和感の正体は、そんな目に見えてわかるような種類のものではなく……。

  「君は……」

  　思わず問いかける僕の言葉を遮さえぎり、彼女は僕のほうへと人差し指を突き出してきた。

  　ずびしっ、という空気を切り裂く音が聞こえそうなほどの鋭さに、思わず鼻はな白じろむ僕。

  　そんな様子を見て、彼女は「にひっ」と歯を見せて笑い。

  　そして、こう言った。

  「……キミ、合格っ！」

  　そこで、断ち切れるようにすべてが終わる。
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  　目覚めると、そこは自分の部屋だった。

  　カーテンのない窓から容よう赦しやなく差し込んでくる朝の日差しに顔を顰しかめながら、僕はゆっくりと起き上がる。まだうまく動いていない脳味み噌そをなんとか回転させながら時計を確認。

  　ここで今が本来の起床予定時刻から一時間も過ぎているという意外な事実が判明するが、しかし寝起きで痺しびれた僕の脳ではそれの重要性がまだうまく理解できていなかった。

  「何だか、おかしな夢を見たような気がする……」

  　周りに誰がいるわけでもないのに、ぼんやりとした口調でそう呟つぶやいてみる。

  　どういうわけか、首の辺りがズキズキと痛んでいた。眠っている間に寝返りでもしてぶつけたのか。そんなことを考えながら、ふと先ほどまで寝ていた布ふ団とんを見て、その痛みの正体に思い至る。

  「これか……」

  　枕まくら代わりに使っているタオルの下に硬い感触。ひっくり返してみると、そこには見覚えのあるペンダントが敷かれていた。銀色の細い鎖の先に丸い鏡がくっついたシンプルな形状のペンダント。

  　どうやら、これを頭の下に敷いていたために首を寝違えてしまったらしい。

  　それではなぜ、自分は頭の下にペンダントなんか敷いて眠っていたのか。

  「確か……」

  　だんだんと明めい瞭りような思考回路を取り戻しつつある僕は、そう呟きながらペンダントを手にとり、そこにはめ込まれた鏡を覗のぞき込んでみる。

  　鏡面には、未いまだに寝ているような顔をした、冴さえない男子高校生の顔が映り込んでいた。と言っても、本当に眠っているわけではない。確かに若干寝ぼけてはいるが、これでもちゃんと前は見えているのだ。

  「……ん？」

  　ふいに、寝起きの腑ふ抜ぬけた思考回路に何らかのワードが引っかかった。

  　それが「授業」という単語であることに気付き、そこから「学校」という単語を連想したとき、僕はあることに気付いて再び、手元にあった目覚まし時計へ視線を下ろす。

  　既に遅刻が確定していた。

  「……まぁ、別にいいけど」

  　今さら急いだって仕方がない。特に焦あせる必要はないだろう。

  　まどろみの抜けきっていない頭でそう考え、のろのろと制服に着替え始める僕。

  　当然のことながら、幼おさな馴な染じみが起こしに来る気配はない。

  　あたりまえだ。僕の知っている彼女は夢で見たような快活な人物ではないし、それに彼女がこの家を訪れたことなんて、これまでに一度だってないのだから。

  　僕は登校の準備を整えると、できるだけ物音を立てないようにして家を出る。

  　これまた当然のことながら、僕の背中に「いってらっしゃい」と声をかけてくれる姉さんもいなかった。別に駆け足で登校するわけでもないので変な転校生と正面衝突することもない。

  　これが僕の現実だった。

  

  

  　生活指導の教員による必要以上にねちっこい説教を受け流し、教室にたどり着いた頃ころには既に、一時限目の授業が終了していた。

  　次の授業までの僅わずかな休み時間を忙しそうに楽しんでいる生徒たちを横目に僕は、窓際の最後列……自分の机へと移動する。そしてできるだけ目立たないよう、さりげなく着席。

  　そのままおもむろに鞄かばんからノートや教科書を取り出していると、前の席に座っていた男子生徒が急に振り返り話しかけてきた。

  「おう、おはようさん。いや、お前の場合はおそようか」

  　そう言ってニヤリと笑うその人物。軽く茶色に染めた短髪と日に焼けた肌、人懐なつっこそうな顔かお貌かたちが特徴の彼は窪くぼ田た理り雄おという名前の男子生徒だ。

  　彼はその人当たりの良い性格と高い社交力から生徒教師問わず誰とでもすぐ仲良くなれ、誰からも慕したわれている。言うなればクラスのムードメーカー的存在だった。

  　その彼が、どうして自分なんかに話しかけてくるのかは甚はなはだ疑問ではあったが、逆説的にこんな自分にでも分け隔へだてなく接してくる性格だからこその人気なのだろうと、僕は勝手にそう考えている。とにもかくにも、彼はこの学校で僕に話しかけてくる数少ない人間の一人だ。無視することもはばかられ、いつものように控えめな「おはよう」で返事しておく。

  （……そういえば）

  　今け朝さ見た夢の中では、僕はこの男と大の親友という設定だった。気軽に話し合い、ちょっときつい冗談も軽く応おう酬しゆうできる気心の知れた間あいだ柄がら。僕がそのことを思い出し微妙な心境になっていると、彼は夢でも見た人懐っこい笑顔で僕の机へと身を乗り出してくる。

  「……でだ。どうだった？」

  「……？　どうだったって、何が？」

  　何のことかわからず首をかしげると、理り雄おはまたまた～と笑いながらこう続けた。

  「何がってお前……、そんなの、アレのことに決まってるじゃん。試したんだろ？」

  「……？」一瞬本気で戸惑ったが、すぐに思い出す。「……あぁ、アレか」

  

  　──カガミマクラ。

  　それは生徒間で囁ささやかれるありがちな都市伝説であり、他愛たわいもない噂うわさ話ばなしの一つだった。

  　話の内容はいたってシンプルだ。

  　鏡を枕まくらの下に敷いて寝ると枕元に夢む魔まが現れ、眠れる人間の魂たましいを夢の世界に連れて行く。

  　その先には人知を超えた不思議な世界が広がっている。

  　それは、見た者の人生観を確実に大きく揺るがすような代しろ物ものである。

  　その夢に魅み入いられた人間は夢魔に心を取り込まれ、現実世界に帰ってこられなくなる。

  　その人間は目覚めることができなくなり、やがて廃人となって死んでしまう。

  

  　ここにきて、僕はようやく今け朝さ、自分の枕の下に鏡のペンダントが入っていた理由を思い出していた。そうだ。僕は昨日きのう、理雄からこの噂を聞き、その後の話の流れで本当にそんな夢が見られるかどうか検証実験をすることになったのだった。

  　ちなみに、その実験にあの鏡のペンダントを使ったことには別に深い意味はなく、ただ単に自分の手元にあって、サイズが手ごろな鏡がそれしかなかったからにほかならない。

  「……で、具合はどうだったんだよ。夢魔とか、でてきた？」

  　その言葉に僕は軽く手を広げ、自分の姿を見せ付けた。それを見た理雄は「だよな」と言って苦笑する。本当に夢の世界に取り込まれて廃人になっているのなら、こうして登校してきたりはしないだろう。残念ながら噂は噂だった。

  　……何だか奇妙な夢を見たような気は、しないでもないけれど。

  「一時間めにも来なかったから、もしやと思ったんだけどな。でも、最初はビビッたぜ。もしかして俺おれのせいで有あり栖すが……ってな。もしそうだったら、俺は委員長に顔向けできねぇ」

  　話が良くない方向に向かいそうだったので、最後の言葉を聞こえなかったフリでやりすごす。

  「……窪くぼ田た君のほうはどうだったの？　試したんでしょ？」

  　そう聞いてから、その質問の無意味さに気がついた。彼もまた僕の目の前にいるからだ。

  　案の定、理雄はその質問に対しニヒルな苦笑で返事する。

  「……ま、そもそもこの噂話、ストーリー自体に無理があるからな。被害者が廃人になって死んじまうのに、どうしてその直前にそいつが夢を見ていて、しかもそれが人生観を揺るがす物凄すごいやつだなんてことまでわかるんだっつぅ話だよ」

  　こういった類たぐいの都市伝説にありがちな矛む盾じゆん点なんだよな。彼はそう言うと少しだけ残念そうに僕の机の上にうな垂れ、ぼやいた。

  「あーあ、人生観を揺るがす夢っていうのがどんなモンなのか、見てみたかったんだけどな」

  　確かに僕もその部分には少し、期待していた。

  「何ていうか、悟りが開かれるみたいな感覚なのかな。……神の啓示があったり、宇宙の真理を垣かい間ま見たり……とか？」

  「それとも、もっと現実的でピンク色なもんかもな」理り雄おはにやつきながら、そう答える。「ほら、よく言うじゃん？　アレをすると、男は人生観が変わるって。お前、夢む魔まって知ってるか？　サキュバスとかインキュバスとか、その手の話ってけっこうあるんだけどさ……」

  　突然、楽しげな口調になる理雄。

  「その手の話？　……アレって？」

  「ばっか、おめー、アレって言ったら、アレのことに決まってるじゃんか。言わせんな、恥ずかしい」

  　一人でくねくねし始めた彼がそう捲まくし立て、僕の肩を力強く叩たたいたそのとき、

  「……もしかして、何かいやらしい話をしてますか？」

  　僕と理雄の間に、少しだけ棘とげのある声が割り込んできた。反射的に顔を上げると、そこには見知った顔の女子生徒が少し緊張した様子で立っている。

  　小こ柄がらな体たい躯くと大きな瞳ひとみ、そんなどこかリスっぽい風ふう貌ぼうにアンバランスなごつい黒くろ縁ぶち眼鏡めがね。学生手帳に記されたとおりの制服をきっちり着こなすという模範的な服装と、その長い黒髪を一本結いにしたちょっと地味な髪型が特徴である少女、普ふ現げん佳か奈な実み。

  　いかにも真ま面じ目めでおとなしい優等生といった格好をしている彼女は、まさしく真面目でおとなしい性格をした優等生だった。

  「さっきから、あ、アレとか具合とか……、そういうのってクラスの風紀にかかわるから私、良くないと思うんです……、だから、えっと……」

  　おどおどした口調でそう言ってくる彼女。自分で言って恥ずかしくなったのか、その頬ほおが少しだけ上気している。どうやら彼女は、僕たちの会話に聞き耳を立てていたらしかった。

  　その理由について思考を伸ばす僕をよそに、理雄はからかうように返事する。

  「やだなぁ委員長。健全な男子高校生であるところの俺おれらが、そんな話してるわけないじゃんか。……ま、健全な男子だからこそ、そういう話をしている可能性もあるわけだけど」

  　その言葉にボッと顔を赤らめる佳奈実。

  「あれ？　委員長、何かイケないことを妄もう想そうしちゃった？」

  「も、妄想!?　そ、そそ、そんなことあるわけないじゃないですかっ！　わ、私はただこのクラスの委員長として……」

  　ちなみに、彼女はその見た目どおりに成績優秀で面倒見が良く、何より頼まれたら断れない性しよう分ぶんだったため、昔からずっとクラスの委員長を押し付けられていた。それは今年のクラスでも例外ではなく、幼稚園時代の「お手伝い係」から続く彼女の連続委員長就任記録は現在も更新され続けている。

  「冗談、冗談。そんなにムキになんなって」

  「む、ムキになんてっ」

  　なぜ、僕が彼女の委員長遍歴まで知っているのかというと、それは僕と彼女がいわゆる幼おさな馴な染じみという関係だからだ。と言っても、別にその単語から連想されるような親しい間あいだ柄がらというわけではなく、ただ以前住んでいたマンションの部屋が隣どうしだった関係で、たまに話す程度のものでしかないのだが。

  　むしろ、彼女は僕よりも僕の姉と仲が良かった。実の姉のように慕したっていたといってもいい。僕らがまだそのマンションに住んでいた頃ころ、僕そっちのけで二人して遊んでいたことが何度かあった。その後、別の場所に引っ越した後も姉と彼女の交流は続いていたようである。

  （それにしても……）

  　僕は今け朝さの夢に出てきた快活で攻撃的なフゲン・カナミの姿や、そんな彼女との仲なか睦むつまじいやり取りを思い出し、現実との大きすぎるギャップに嘆たん息そくした。現実の彼女は、あんなにはっきりと喋しやべらないし、気も強くない。お節せつ介かいであるという点を除けば、正反対の性格だ。

  「そうやって否定してると逆に怪あやしく見えるぜ？」
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  「あ、アヤしくなんてありませんっ！　ないんですっ！」

  「だから、そういう態度がさ～」

  「違いますからっ！　幹みき人と君は信じてくれますよね!?　ね!?」

  「え？　うん。まぁ」

  　物思いに耽ふけってまったく話を聞いていなかったが、一応肯こう定ていしておくことにする。

  　それを見た佳か奈な実みは、不満げな表情でため息をこぼした。

  「……じゃあ、本当はいったいなんの話をしてたんですか？」

  　まだその話が続いていたのか、内心呆あきれながら正直に答えておく。

  　すると、佳奈実は急に表情を強こわ張ばらせた。

  「……！　あれを試したんですか？」顔を青くして身を乗り出してくる。「なんてことを！　大丈夫だったんですか？　どこか身体からだにおかしなところは……」

  「大丈夫」熱でも測るつもりだったのか、額ひたいに触れようとする佳奈実の手をよけながら僕は言った。「こうしてちゃんと無事に登校してきているから。まぁ、遅刻はしたけれど」

  「はは、委員長慌あわてすぎ」

  「窪くぼ田た君、これ、笑い事じゃないです！　だ、だって、もしその話が本当だったら、二人とも死んじゃったかもしれないんでしょっ？　どうしてそんなこと……」

  「どうしてって……」

  　一人取り乱す佳奈実に、僕と理り雄おは顔を見合わせる。

  　確かに彼女の言うとおり、カガミマクラの都市伝説が本当だったら今頃ごろ、二人とも廃人になって死んでいただろう。だが、僕らはその危機感や緊張感を微み塵じんも感じていなかった。

  　最初からわかっていたのだ。所しよ詮せん、よくある都市伝説。単なる噂うわさ話ばなしにすぎず、実際にそんなことが起こるはずがないということを。

  　……いや、違うか。

  　僕は別にこの噂が真実でも……、噂どおり、本当に廃人になってしまっても問題ないと、そう考えていたのかもしれない。そんな僕の表情をどう捉とらえたのか、佳奈実の表情が硬くなる。

  「……幹人君？」

  「普ふ現げんさん」なおも何か言おうとする彼女の言葉を遮さえぎり、僕はそう呼びかけた。少しだけ傷ついたような彼女の顔を見なかったことにして、続ける。「……先生が来てるけど」

  「え？　……あっ！　本当っ！」

  　その言葉に慌てて振り返り、教卓で肩をすくめる教師を見つけて飛び上がる彼女。あたふたと取り乱しながら、四し方ほう八はつ方ぽうへぺこぺこと頭を下げる。

  「すっ、すみません！　すぐに着席しますっ、じゃなかった！　えっと、起立っ！」

  　すっかり泡を食い、混乱しながら号令をかける彼女の様子に周りの生徒たちは厚意的な苦笑を浮かべていた。普段は真ま面じ目めな委員長のどこかおっちょこちょいな性格も、このクラスでは愛あい嬌きようとして受け入れられているのだ。教室内がほのぼのとした、和なごやかなムードに包まれる。

  　僕はそんな授業風景から目を逸そらし、窓の外へと視線を向けた。まるで三さん文もん芝しば居いだ。心の隅すみに生まれる小さくない場違い感を宥なだめながら、僕は静かに瞼まぶたを閉じる。

  　いくら慣れなくても異質でも、これが僕の日常で、これが僕の現実だ。

  　だから今は、適当に相手をしていればそれでいい。
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  　僕は自宅の扉とびらを開けるための鍵かぎを、渡されていなかった。

  　だから、家に入るときはまず門に設置されたチャイムを鳴らし、中にいる人を呼び出さなければならない。運悪く家の中が無人だったときはどこかで時間を潰つぶし、しばらくしてから再度チャレンジする必要があった。そうするように、言いつけられていた。

  　今日はいるだろうか。そう思いながらチャイムを押してみる。

  　耳みみ障ざわりな電子音の後、しばらくして解除される玄関の鍵。

  　中から顔を出したのは叔お母ばだった。彼女は冷たい目で僕を一いち瞥べつし、何も言わずに家の中へと戻っていく。僕はそれに安心し、彼女の後に続こうとして……、足を止めた。

  　玄関に叔お父じが立っている。

  　一瞬で、頭の中が真っ白になった。

  　まさかそんな、叔父は仕事で海外に行っていて、あと一か月は帰ってこないと聞いていたのに。混こん沌とんと、渦巻く思考、凍りついたままの身体からだ。そんな僕の様子を見て、叔父が一歩近づく。

  「やぁ、おかえり」

  　穏やかな表情の彼は、にっこり笑ってそう言った。

  「さぁ、今日も始めようか」

  　その瞬間、僕は、これが夢だと確信する。

  

  　明めい晰せき夢む、というものがある。

  　通常、夢を見ている人間はその夢がどんなに荒こう唐とう無む稽けいで不ふ条じよう理りなものであっても今、自分がいるのが夢の中だと気付くことはできない。

  　夢から覚め、寝ぼけた頭で記憶を整理してからやっと、「あぁ、先ほどまでのことは夢だったのか」と気付くことができる。夢とは得てしてそういうものなのだ。

  　だが、明晰夢は違う。

  　睡眠中の脳がある特殊な状態に置かれたときに見ることができるというその夢の中では、人は夢の中でありながら、それが夢であることを自覚することができるらしい。そして、夢の中で完全な自由意志を持てるようになるというのだ。やりようによっては五感をそのまま夢の中に持ち込み、現実と同じように夢世界を体感できるようにもなるんだとか。

  　夢世界のリアルな体験。言葉にしてみると素敵なもののように聞こえるこの明めい晰せき夢むだが、実際はそんなに良いものではないことを僕は今、文字どおり痛感していた。

  　忘れていたのだ。何も、見る夢すべてが良いものばかりとは限らないということを。

  

  　ここは夢であるはずなのに。

  　そう思いながらも僕は、全身からにじみ出る耐え難がたい痛みに喘あえいでいた。

  　口の中に広がる鉄の味まで妙にリアルで、反へ吐どが出る。

  「こっちを見なさい」

  　ダンゴムシのように身体からだを丸め、足と腕で腹部と頭部への攻撃をカバーするいつものポーズをとったまま、僕は促うながされるままにその顔を上へと向けた。これまでに攻撃を受けた部分から発せられる熱のせいか、視界に映る汚い内装はぼんやりとかすんで見える。

  　いつの間にか、場面は薄暗い室内へと転換していた。

  「こっちを見なさいと言っただろう」

  　汚れた革かわ靴ぐつが僕の顎あごを持ち上げ、視線を無理やり修正される。

  　そこには、いつもと同じように右手に乗馬用の鞭むちを持ち、左手にビデオカメラを構えた鷲わし鼻ばなの男……僕の叔お父じが、こちらを見下すように立っていた。最新型のハンディカムは既に起動しており、彼の目の前にある風景……虫けらのように蹲うずくまる僕の姿を淡々と撮影している。

  　血と暴力に彩いろどられた撮影会。それは忌いまわしき恒こう例れいの習慣であり、芸術家を自称する叔父の趣味でもあった。撮った映像をどうするつもりなのか僕にはわからない、いや、考えたくもないというのが正しいだろう。どうせ、ろくな使い方なんてされてはいない。

  　顔を隠す気力も起きず、無言のままうなだれる僕。その姿を見た叔父の口元が三日月のように裂け、歪いびつな笑みを浮かべる。彼の持つ鞭が空気を切り裂き、高く、鋭い音を立てる。

  　直後、響き渡る打ちよう擲ちやく音おん。

  　気がつくと僕の身体は反射的に蹲り、叔父の足元から転がり逃げていた。

  　あれが当たると物凄すごく痛いのだ。あの皮ひ膚ふが破けて肉が破裂する感覚。それが相手の気分次第でこれから何回でも繰り返されるのだという理解が、僕の心の奥底に植え付けられた恐怖の種を刺激する。

  「助けて！」

  　こらえきれずに叫んでいた。だが僕自身、それが無意味であることを知っている。

  　これは僕、有あり栖す幹みき人とが見る悪夢だったが、それと同時に僕の経験した過去でもあるのだ。

  　だからこそ、わかる。わかってしまう。

  　いくら助けを求めたって、誰も助けてなんかくれないことを。

  「お母さん！」

  　母は昔に死んでいて、

  「お父さん！」

  　父も既にこの世におらず、

  「お姉ちゃん！」

  　姉は僕を置いて、家出した。

  　そう。もう僕を助けてくれる人は、誰一人いないのだ。

  「……誰か！」

  　だが、求めることはやめられなかった。

  　泥どろと涙でぐちゃぐちゃになりながらも、子供みたいに泣き叫ぶ。

  「誰か、助けてよっ！」

  「うん、無駄だよ」諭さとすように叔お父じが答えた。「よく考えてみなって。お前みたいな奴やつを助けたいと思う人なんて、いるわけがないだろう。お前にはもう居場所なんてないんだ。両親を失い、姉に捨てられたお前なんか、この世界には必要ないんだ。お前みたいなゴミを拾ってやった私にお前は感謝すべきだと思うよ。だって、本来ならお前は住む場所もなく食べるものもなく、のたれ死にしていたはずなのだからね。お前が今、生きていられるのは私のおかげなんだ。だからこそ、お前は私に忠を尽くす必要があると思うんだよ。そうは思わないかな。それとも、お前は私に恩を感じることができないのかい？　犬でも飼い主に恩義を覚えるというのに、お前はそれすらもできないのかな」

  　耳を塞ふさぐ。だが、叔父の声は指の隙すき間まをすり抜け、僕の脳のう髄ずいを犯して回った。

  「あぁ、わかった。わかったよ。だから、お前は捨てられたんじゃないかな。お前がそういう奴だから、あの娘も嫌気がさして逃げ出したんじゃないかと私は思うね。誰だって、感謝も恩も感じないような奴、助けたいだなんて思わないものな。あの優しいお姉さんが我慢できなくなるほどなのだから、お前はよっぽど彼女を不快にさせていたんだよ。そうに違いない。お前もそう思うだろう？　あの娘はお前のことが嫌いだったんだ。お前から逃げ出したくて、姿を消したんだよ。なんだその顔は。わかっているくせに、気付かないふりをするのはよせよ。おとなしく認めて、楽になったほうがいい。お前はあの娘に嫌われて、捨てられたってことをさ」

  「誰でもいいっ！」

  　叔父の言葉を遮さえぎるように、僕は絶叫する。

  「誰でもいいから、僕を……」

  　発ほつ作さ的にそう続けようとして、やめた。

  　叔父の言っていることは、何も間違っていない。それに、

  「僕を……」

  　それに、こんなの、無意味じゃないか。

  　こうやって泣き喚わめいて助けを求める僕の姿は、あまりにも惨みじめじゃないか。

  「…………」

  　足あ掻がいたって仕方がない。抵抗しても見苦しいだけ。

  　その理解が心から力を奪い去っていく。全身が弛し緩かんし、楽になっていく。

  「……別に、どうでもいいか」

  　感じることをやめ、考えることをやめ、ただすべてを受け入れて生きていく。

  　それが最も賢い、効率的なやり方であることを僕は知っていた。

  　だから、僕は逃げようとする手足を止め、見ようとする瞼まぶたを閉じる。

  　訪れる暗くら闇やみ。僕はいつものようにさらなる一撃を、おとなしく待つことにする。

  　そのときだった。

  

  「誰でもって、ボクでもいいの？」

  

  　突然、薄暗い室内に僕でも叔お父じでもない、第三者の声が上がった。

  　どこか聞き覚えのある、からかうような子供の声こわ音ね。

  　朦もう朧ろうとした意識で僕が瞼を上げると、そこには白い少女が立っていた。

  　何の装飾もない、シンプルな純白のワンピース。新雪のように白い髪に、透すき通るような肌。

  　色のない少女。

  　見覚えのないはずなのに、どこかで見たことのあるような不思議な感覚が僕の心を困惑させる。彼女は、そんな僕の傍そばにちょこんとしゃがみ、膝ひざ小こ僧ぞうの上に顎あごを乗せて首をかしげた。

  「ね、ボクでもだいじょーぶ？」

  「あ、うん……」

  　突然のことに戸惑いながらも頷うなずくと、彼女は花が咲くようにぺかっと笑う。

  「よーし、まっかせて！」

  「な、なんだ、お前は」

  　まるで魔法のように突然姿を現したその少女に戸惑い、狼ろう狽ばいする叔父。

  　その言葉に白い少女は立ち上がり、叔父を一いち瞥べつしてから言った。

  「チューインガムみたいに膨ふくらんで、はじけちゃえ」

  　直後、僕は我が目を疑った。

  　まるで彼女の言葉を合図にしたかのように、叔父の鷲わし鼻ばなが突如、風船のように膨らんだのだ。みるみるうちに大きくなり、限界に近づいたと思った途端、今度は叔父の顔面まで膨張していって……。いきなり目の前で起きた不ふ可か解かいな状況に驚く間もなく、叔父の頭部はフーセンガムみたいに、ぱちんと割れてなくなった。頭部を失い、ぐらりと傾く叔父の胴体。だがそれも床に倒れ伏す前に煙のようにかすれ、霧む散さんする。

  「この部屋も、もういーよね」

  　叔お父じの消しよう滅めつを確認した少女はそう言うと、自分の手前にある空間にひょいと手を伸ばした。彼女の白くて細長い指先が空中にある何かを掴つかむ。

  「よっ……と」

  　そんな掛け声とともに、掴んだ何かを引っ張る少女。

  　次の瞬間、彼女の目の前にある空間がビリビリと音を立て、破り取られた。彼女はまるで、書き割りに描かれた背景を剥はぎ取るようにして、暗い室内を引っぺがす。

  

  　気がつくと周囲の壁や天井までなくなって、僕は真っ白い空間に少女と二人、浮いていた。

  　突然の場面転換と無重力体験に、慌あわてふためくことしかできない僕。

  　そんな姿を見た白い少女は、悪いた戯ずらが成功した子供のような笑みを浮かべ、言う。

  「や、また会えたね」

  「え？」

  　やはり彼女と僕は面識があるらしい。だが、いくら思い返しても現実に僕が彼女と出会っているという記憶は存在しなかった。そんな僕の反応に、彼女はぷくりと頬ほおを膨ふくらませる。

  「あー、覚えてないな？　……人のパンツまで覗のぞいたくせに」

  「は？」身に覚えのない冤えん罪ざい、だが思い当たるものがないでもなかった。「……あ！」

  　瞬間的に蘇よみがえったのは現実ではなく、夢で見た偽いつわりの記憶。

  　煌こう々こうと輝かがやく金色の瞳ひとみに、柔らかそうな白い髪、きらりと光る銀色のペンダント。

  　昨日きのうの学園ラブコメに出てきた、正しよう体たい不明の転校生。

  「君は、昨日の夢の……」

  「お？　思い出した？　もしかして、パンツの件で思い出した？　よかったー、わざわざ恥ずかしい思いをしてまで見せた甲か斐いがあったってもんだよー」

  　僕の言葉に、嬉うれしげに身を乗り出してくる白い少女。どうやら彼女が昨夜見た夢の少女と同一人物であることは間違いないようだ。だが、その理解は僕にさらなる困惑をもたらす。

  「……これは、どういうこと？」

  「どーいうこと、って？」

  　僕の質問に、きょとんとする白い少女。だがすぐに、訳わけ知しり顔になってニヤリと笑った。

  「はっはーん。キミはもしや、いや、もしかしなくとも戸惑っているね？　ただの変な夢に出てきた謎なぞの美少女転校生だったはずのボクが、またしてもキミの夢に現れ、こうしてキミと会話しているというこの奇怪な状況に！　キミはこれもまた、ただの夢にすぎないと考えながら、しかし、これは虚きよ構こうなんかじゃないっていう不思議な認識も抱いだいていて、混乱してるんだ！」

  　美少女とか自分で言うのか。内心を言い当てられたことよりもそっちのほうが気になった僕は、微妙に冷静になった頭で質問を組み直す。

  「……それで、君は何者？」

  「おっとと、そーいえば自己紹介がまだだった」

  　彼女はそう言うなり僕の鼻先に手を伸ばし、ぱちんと指を鳴らしてみせた。

  　突然の音と行動に僕が瞬まばたきをしたその直後、彼女の姿は僕の目の前から消えている。

  「……え？」

  「こっちこっち」

  　我が目を疑う僕の背後から、かけられる彼女の声。

  　振り返ると。

  

  　そこにはいつの間にかネオンで彩いろどられた巨大なステージが設置されており、その中央に派手なスパンコール付きのタキシードを纏まとい、真っ赤かなシルクハットをかぶった彼女が立っていた。

  　気がつくと周囲の何もなかった白い空間は転換し、薄暗い小劇場のような場所になっている。そして僕は、知らないうちに客席の一つに腰掛けていた。

  　突然のことに目を瞬かせる僕に向かって彼女は満足げに微笑ほほえみ、帽子を脱いでうやうやしくお辞儀する。その途端、スポットライトが一気に点灯し、眩まばゆい光が彼女へと降り注いだ。同時にどこからともなくドラムロールが流れ始め、意味もなく場の空気を盛り上げる。

  　今にも世紀のマジックショーか何かが始まりそうな勢い。そんないきなりの急展開に置いてきぼりをくらう僕に、金色の瞳ひとみを輝かがやかせて彼女は名乗った。

  「ボクの名前は、ルルディ・リデル！　迷えるキミの夢先案内人にして、自みずからも夢む幻げんの夜を旅する放浪者！　ワンダー・オブ・ワンダー！　貴方あなたの夢のルルディ・リデル！　ルルディ・リデルです！　どーぞ、よろしくっ！」

  　その口こう上じようと同時に、どこからともなく吹き鳴らされるファンファーレと吹き荒れる紙吹雪ふぶき。

  　僕以外誰もいないはずの客席から一斉に歓声が沸わき上がり、彼女はそれに対し、芝しば居いがかったお辞儀を返す。だが、沸き立つ場の空気に反し、僕の理解はさっぱり進んでいなかった。

  「……で？」

  　そんな僕の反応にずっこける彼女。それと同時にトランペットが「ぷぁ」と間抜けな音を立てて鳴りやみ、ぶら下がっていたネオンがガクンと落ちた。

  「……で？　って、えぇっ？　なにそのリアクションっ!?　うっす!?　っていうか、キミ、テンション低すぎっ！　どうなってるの!?　どうにかなっちゃってるの!?」

  「いや、だって、いきなりそんなことを言われても、さっぱり意味がわからないし。……一からちゃんと、説明してくれないと困るんだけど」

  　僕の素直な感想に目をぱちくりさせるルルディと名乗った少女。彼女は少しだけ何かを考え、

  「あ、うん。ごめん……」

  　どこか拍ひよう子しぬけした表情でそう謝ると、いそいそとステージから降りてきた。

  「……さて、どこから説明しようかな。……ここが夢の中だってことはわかってるよね」

  「それは、もちろん」

  　こんな奇き天て烈れつな現象が現実世界で起きてたまるか。内心そう付け加える僕の前に立ち、彼女は満足げに頷うなずいてみせる。

  「うん。でも、ここはただの夢じゃない。『ワンダー』であるボクが、キミの脳内に作り出した『完全明めい晰せき夢む』の世界、つまりが俗に言う『仮想世界』……、いや、『仮設世界』なんだよ」

  「うん？」いきなり、話が飛躍した。「ちょっと待った。既に意味がわからないんだけど」

  「えー、もう？」

  　彼女はまるで僕の理解力が悪いかのように、非難の視線を向けてくる。

  「突然、固有名詞を使うからわからないんだよ。そもそも『ワンダー』っていうのは？」

  「うーん、どう説明したらわかってもらえるかなー……」彼女は、くりくりした毛先を指でいじくりながら眉まゆ根ねを寄せ、「……完全に明晰なる夢幻の住人。夢から夢を渡り歩く流る浪ろうの旅人。そういう存在のことを、ボクは『ワンダー』って呼んでいるんだ。中国の昔話に出てくる獏ばくとか、ヨーロッパに古くから伝わるサキュバスとかって知ってる？　要するにあーいうのと同じだよ。でも獏っていうと、何となくのっそりして不格好なイメージがあるし、サキュバスっていうと、なんかえっちい感じがするじゃない？　それに比べて『ワンダー』って呼び名なら、スマートでリリカルでファンシーなイメージでしょ」

  「いや、知らないけど。……つまるところ、『ワンダー』ってのは君の造語で、その正しよう体たいは他人の夢に勝手に入り込んで変な夢を見せる妖よう怪かい、っていう解釈でいいの？」
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  「…………まー、間違ってないけどさぁ」

  　僕の要約に、彼女はどこか釈しやく然ぜんとしない表情でそう答える。

  「……で？　その『ワンダー』とやらが、僕に何の用なの？　わざわざあんな夢まで見せて」

  　先ほどはじけた叔お父じの顔や昨夜見た手て垢あかまみれのラブコメもどきを思い出しながら僕がそう尋ねると、彼女は意外そうに目を見開いた。

  「何の用って……、キミ、何も知らずにボクのこと呼び出したの？」

  「呼び出した？」

  　何のことかわからず眉み間けんに皺しわを寄せる僕に、彼女は「ほら、これこれ」と自分の胸元を指差してみせる。

  　そこに煌きらめく小さな光。それは彼女の首からさげられたペンダントの、その先に取り付けられた丸い鏡によるものだった。僕が枕まくらの下に敷いたものとまったく同じ形をしたその代しろ物もの。

  「……あ」

  　瞬間、僕はあることを思い出す。

  　日中、理り雄おたちと話したあの噂うわさ。生徒たちの間で今、流は行やっている都市伝説。

  　カガミマクラと不思議な夢。

  　確かその夢を見た人間は夢む魔まに心を取り込まれ、廃人になって死に至る。

  「……まさか、あの話は本当だったとでも!?」

  「あっ、心配しないで。別に取って食おーってわけじゃないし」

  　僕が警戒していると思ったのか、慌あわてて手を振って弁解してくる彼女。

  「今は何だか怪談話みたいになってるよーだけど、別にボクはキミに危害を加えるつもりなんかないよ。それにあの鏡云うん々ぬんというやつだって本来はただのおまじない……キッカケみたいなものなんだ。ボクたち『ワンダー』とキミたち人間の波長を合わせるためのね」

  「波長……？」

  「うーん、まぁ、ようするに、この鏡を取っ掛かりにしてボクとキミの夢を同期させ、繋つなげる……みたいな感じかなー？　感覚的には門もん戸こを開く、ってイメージが近いけど」

  　自分でもうまく説明できないやー、と笑いながら首のペンダントをぶらぶら揺らす彼女。

  　僕はそんな彼女の笑顔を眺めながら、質問を続ける。

  「……それで、この後は何が起きるの？　噂どおりに廃人にされるんじゃないとするなら、君の目的はいったい？　わざわざ、あんなラブコメもどきみたいな夢を見せた理由は？」

  「え？　……えーと、わかりやすく言うと、スカウトかなぁ」

  「スカウト？」

  　首をかしげる僕に、彼女はすっかり忘れていたという表情で手を叩たたいてみせた。

  「そうそう、それが本題だった！」

  　そう言うなり彼女は、持っていたシルクハットを僕の頭にかぶせてくる。

  　一瞬だけ奪われる視界。慌あわてて僕が帽子を脱ぎ捨てると──。

  

  　そこは既に小劇場の客席ではなくなっていた。

  「……っ、ここは？」

  　いつの間にか直前まで座っていた椅い子すもなくなっており、固い地面に尻しり餅もちをついてしまう僕の身体からだ。突然の出来事に戸惑いながらも起き上がり、辺りを見回す。

  　そこは高いビルが立ち並ぶどこかの都会、その一角にあるスクランブル交差点の中央部分だった。気がつくと僕は、歩行者も車もまったく見えない、ゴーストタウンのようになった街中で一人、ぽつんと立ち尽くしている。

  「ほんとは、ちょろっと夢に悪いた戯ずらするだけで帰ろーと思ってたんだけどさ。気が変わった。初めてキミを見たとき、びびっと来たんだ」

  　ふいにかけられたその声に振り返ると、信号機の上にルルディが腰掛けていた。

  「まさに、これだ！　って思った。これほどまでの逸いつ材ざいは百人……、いや、千人に一人かもって、そー感じたんだ。だから、昨夜の夢でキミを試した」

  「何の話？」

  「夢の話さ」

  　彼女はそう答えると信号機の上からひょいと飛び降りる。そして、まるで重力なんてないかのような軽かろやかさで、ふわりと地面に着地した。

  「間違いない。キミには類たぐいまれなる才能がある。『夢見』……夢を操る技の才能がね。現にキミ、昨夜ボクが創り出した『仮設世界』を見事に見破って見せただろ？　初めてだったんだよ、あれを一発で見抜かれたのは。それにキミ、今この世界の中で色を識別したり、音を耳で聞いたり、鼻で匂においを感じたりすることだってできてるでしょう？」

  「そういえば……」

  　確かにこの世界で僕が感じている五感は現実世界のそれと何ら変わりのない代しろ物ものだった。今はすっかり消えている身体中の痛みや口の中の鉄の味を思い出しながら、僕は頷うなずく。

  「これってとっても凄すごいことなんだよ。抜群に異常なんだ、キミは。ここまでやれる人間は、これまでボクしかいなかったはずなのに」

  　それは、褒ほめているのだろうか。

  「基本的に『夢見』の力っていうのはその人が持つ妄もう想そう力や厭えん世せい観かん、現実逃避の割合が強ければ強いほど高まるものなんだけれど……、キミのそれは並大抵じゃない。いったい、キミの何がここまで高純度の夢を作り出しているのか。夢世界のプロフェッショナルとして、純粋に興味があるね」

  　放っておいてほしい。そんな気持ちをこめて聞き返す。

  「……で、結局のところ、何が言いたいの？」

  「可能性があるってことさ！　キミならば、ボクと同じよーに『完全明めい晰せき夢む』を我が物にすることができるかもしれない！　……って、そか。いきなり『完全明晰夢』って言ってもキミには、わかんないよね」

  　釈しやく然ぜんとしない僕の表情に気付き、ぽんと手を叩たたくルルディ。

  「深遠なる夢のさらなる深み。『夢見』の力を極限まで高めた者だけが見ることのできる、完全に明晰なる夢の世界。……それが、『完全明晰夢』！」

  　もったいぶった台詞せりふの後に、彼女はその両手を大きく広げ、言う。

  「簡単に言ってしまえば、今、キミが見ている明晰夢の究極進化形態ってところかな。主な特徴は、夢の中でしっかりとした自我を確立できることと、それに基づいた自由意志での完全自立行動が可能であること。そしてなによりコレを究きわめることによって、なんと、夢の世界……そのシステムの完全制御ができるようになっちゃうのだ！　すごいっ！」

  「……夢の世界の完全制御？」

  　思わず反はん芻すうした僕の言葉にルルディは得意げに瞳ひとみを細め、続ける。

  「完全明晰夢の中において、想像と創造は同義になるんだ。夢を見る人間がイメージしたことがそのまま夢の世界に反映され、その人物が『そうあれ』と思うように、その世界を『そうさせる』ことが可能になる。その人が白だと言ったものが白くなり、黒だと言ったものが黒くなるのさ。つまり、自分の見たい夢を、好きなときに好きなだけ見ることができるようになるってワケ」

  　彼女は一息にそう言うと、「こーゆーふうにねっ」と、床に落ちていたシルクハットを拾い上げ、逆さにひっくり返してみせた。

  　直後、そのシルクハットの中から大量の飴あめ玉が、まるで滝のように溢あふれだしてくる。その後に続くようにして出てくる色とりどり、種類も様々なお菓子の数々。次第にその勢いは強くなり、そのカラフルな波はいつの間にか僕や彼女の足元を埋め尽くすまでに広がっていた。

  　あっという間に甘かん味みの山ができ上がり、それから数秒もしないうちにはもうビル街全体が、ルルディの出したお菓子によって埋め尽くされている。

  　雪崩なだれを起こし、僕に降りかかってくるお菓子たち。危うく飲み込まれそうになるのを、電灯の柱にしがみつくことでなんとか防ぐ。

  「もちろん作れるのはスイーツだけじゃない。お望みとあらばミサイルから下着まで、どんなものでも取り出してみせるけど？」

  　そう言いながら、自分で出した飴玉の波を板チョコでサーフィンしてみせた彼女は、ふと気付いたようにニヤリと笑った。「それとも、こっちのほうが好みかな？」

  　その途端、僕の周りを取り囲んでいた砂糖やチョコの甘い香りが、別種のものに変異した。

  　鼻び腔こうを擽くすぐる妖よう艶えんな香りと、蒸むれた熱気。それが汗と香水のものであると思い至った途端、僕は先ほどまで自分を埋もれさせていたお菓子の山が、すべて生なま身みの人間……しかも、女性へと姿を変えていることに気がついた。様々な国籍、年齢、容よう姿しを持つその女たちは、それぞれが絶世の美女と呼んでしかるべき美び貌ぼうを持ちながら、しかも、全員が一いつ糸し纏まとわぬ姿を晒さらしている。

  「うわぁっ!?」

  　とろんとした表情で身体からだに纏わりついてくるその美女たちに、思わず変な声を上げてしまう。僕は瞬またたく間に柔らかい肉の壁へと飲み込まれ、ろくに息もできない状態に陥おちいっていた。皮ひ膚ふがこれまで感じたことのない感触に痺しびれ、呼吸困難や混乱もあいまって一瞬、何も考えることができなくなる。

  　このままじゃ、まずい。いろんな意味でいけない。

  　なんとか我に返った僕は、迫りくるピンク色の妄もう想そうを慌あわてて押しのけ、なんとか肉の中から抜け出すことに成功する。すると、その先は。

  

  　先ほどまで僕がいたビル街ではなくなっていた。

  　気がつけば、先ほどまであった大量の菓子や美女の群れも消えている。

  　何もない、真っ暗な空間。

  　そんな空間の中央で、最初に着ていたものと同じシンプルなワンピースを纏ったルルディが、悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべて浮いていた。

  「あははっ、ちょっと刺激が強すぎたかな？」

  「……っ」

  　僕は逸はやる動どう悸きをなんとか鎮しずめながら、彼女の金色の瞳ひとみを見つめ返す。「今度は何？」

  　その質問に、彼女は自分の下を指差すことで返事した。促うながされるままに、視線を下げた僕は、そこに見覚えのある景色を見て、息を呑のむ。

  「……うそ、だろ？」

  　自分の足元、そのはるか下に広がる巨大な何か。

  　淡く輝かがやく青い光、それを取り囲むようにして渦巻く白い雲。

  　その広大な青い球体は、僕の知識が正しければ、地球と呼ばれる星だった。

  　そしてその地球を見下ろすことができるということは、ここは地球外……、つまり僕は今、宇宙空間に漂ただよっているというわけで。周囲を見渡すと、そこには見ているだけで吸い込まれそうな闇やみが無限に、永遠に広がっている。

  　なぜ、生身の自分が平気なのか、普通に呼吸できるのはどうしてなのか。一瞬、そんな考えが脳のう裏りをよぎり、すぐにその疑問の無意味さに気付いて苦笑した。

  　不自然なことなど何もない。なにしろこれは、僕が見る夢なのだから。

  「これがボクの想像しうる最高の景色なんだけど。どー？　気に入った？」

  　青く煌きらめく美しい星を背に、彼女は両手をいっぱいに広げ、聞いてくる。

  　そんな彼女の姿と、彼女がこの空間を作り出しているのだという認識が、僕の中の理解を急速に深めていた。想像が創造に繋つながる世界。深遠なる夢のさらなる深み。

  「……これが、完全明めい晰せき夢む」

  　学園ラブコメにマジックショーもどき、ゴーストタウンにお菓子の海、酒しゆ池ち肉にく林りんに最後は宇宙。そんな様々な場面設定と、その中で彼女がさりげなく見せていた魔法のような仕草の数々。それらすべては、彼女一人のイマジネーションによって形成されている。彼女が「そうあれ」と思ったから、この世界は「こうなっている」のだ。

  「何もかもが思いどおりになる、何もかもを自分のものにできる世界。現実よりもリアルに物事を体感でき、都合よく記憶を蓄積でき、素直に欲望を発はつ露ろできる世界……」

  　歌うようにそう言って、僕のほうへと近づいてくる白い少女。

  「ねぇ、アリス君。アリス・ミキト君」

  　彼女は僕の名前を繰り返し、無む邪じや気きに微笑ほほえんで聞いてくる。

  

  「……こんな世界が、欲しくない？」

  

  　その笑顔は救済をもたらす天使のようでもあり、奈な落らくへと誘いざなう悪魔のようでもあった。

  　夢の中だというのに、自分の胸が熱くなっているのがわかる。

  　彼女は僕に、「夢ゆめ見み」の才能があると言っていた。

  「完全明晰夢」を会え得とくできる可能性があると、そう言っていた。

  　それはつまり、僕が求めさえすれば手に入るということなのか？

  　夢む幻げん世界への招待券を、現実からの脱出手段を。

  　それは、ずっと求めてきた何かが突然、目の前に現れたかのような、乾いていた心に何らかの感情が満たされていくかのような、不思議な感覚だった。

  「どう？　ボクと一緒に、夢の世界を究きわめてみない？　キミみたいなやつを、ずっと捜していたんだ！　キミならば、ボクと共に夢の世界で生きる資格がある！」

  　言葉をなくす僕の目の前に、彼女の手のひらが差し伸べられる。

  　透すき通るように白く、しなやかな彼女の指先。

  　僕の手は吸い寄せられるように、彼女の方へと伸びていて。

  　そして────。



  


   ２　アクム・クエストと夢修行

  

  　気がつくと、自室で横になっていた。

  　ルルディに向けて伸ばしていたはずの右腕が布ふ団とんを跳はね除のけ、空くうを掴つかんでいる。

  　自分の身に何が起きたのかよくわからず、寝起きのボンヤリとしたまどろみに身を任せる僕。しばらくして、先ほどまで奇妙な夢を見ていたことを思い出し、その夢を未いまだ鮮せん明めいに覚えている自分に気付く。もしやと思って枕まくら元を探すと、見覚えのあるペンダントがそこにあった。

  「昨日きのう、入れっぱなしにして忘れていたのか……」

  　鏡の縁ふちを撫なでながら、ぽつりとそう呟つぶやいてみる。

  　緩かん慢まんな動きで起き上がりカーテンのない窓を開くと、室内に涼しい風が入り込んできた。

  　晩夏の早朝。空は白く、霞かすんで見える。

  

  　あれは夢だ。

  　ただの夢。それ以上でも、以下でもない。

  　なぜか寝不足気味の頭を抱えながら登校し、午前中の授業すべてを使って思索したあげくに僕が出した結論がそれだった。昼休みになり、馬ば鹿かみたいに騒ぎ出す生徒たちを横目に、僕は一人、自分にそう言い聞かせる。

  　だってそうだろう。

  　ワンダー？　完全明めい晰せき夢む？　想像が創造に繋つながる世界？

  　何をどう考えても、御お伽とぎ噺ばなしの絵え空そら事ごとだ。

  　僕はただ、ちょっとした気の迷いでへんてこな夢を見ていたにすぎない。ルルディと名乗ったあの少女も、彼女とした会話も全部が全部、自分の脳が作り出した幻想にすぎなかったのだ。

  　そうだ。そうに決まっている。そう考えるのが普通で、現実的で。

  　だから、あれはただの夢だった。

  （そう、すべては僕の妄もう想そう……）夢も希望もない結論に僕は、一人苦笑する。（……でも、もし、）ふいに浮かびあがる別の思考。（もし、そうじゃなかったら？）気がつくと自然に伸びた手が、胸ポケットからペンダントを取り出していた。（……あの夢での出来事が、本物だったとしたら……）鏡に映る自分の顔を、おもむろに覗のぞき込む。（……だとしたら、僕は……）

  　鏡の中の反転世界。正しよう体たいの見えない葛かつ藤とうに苦しみながら、そこに映し出された冴さえない男の顔を眺めていると、急に、その横からリスみたいな風ふう貌ぼうの女子生徒の顔が入り込んできた。

  「あっ……、それ。まだ持っていたんですか？」

  　普ふ現げん佳か奈な実み。このクラスの委員長であり僕の幼おさな馴な染じみでもある彼女が、どこか緊張した様子で聞いてくる。いつの間にか背後を取られていた僕は、少し驚きながらも聞き返した。

  「このペンダントのこと、知ってるの？」

  「えっと……」視線が合った途端、彼女は慌あわてたように僕から目を逸そらし、言う。「あの、それ、前に何度か見せてもらったこと、あったじゃないですか」

  「そうだっけ？」

  　言われてみると、そうだった気がしないでもない。そんなことを考えながら記憶を掘り起こそうとした僕はふと、自分がどうしてこんなペンダントを持っているのかについて知らないことに思い当たった。そもそもこれは、カガミマクラを試すのにちょうどよい鏡を探している最中、所持品の入った段ボールの奥底にしまわれていたのを見つけ出しただけの代しろ物ものなのだ。

  　発見時、丁てい寧ねいに布でくるまれていたことからして、何か大切な物だったようなのだが。

  「……ねぇ、普現さん。記憶が曖あい昧まいなんだけど、昔の僕、このペンダントについて何か言ってなかった？　誰かから貰もらったとか、どこかで拾ってきただとか」

  「え、うーん……」呼ばれ方が気になるのか、少しだけ佳奈実の表情に影がさす。だが、彼女は律りち儀ぎにも過去の記憶を掘り起こそうとし、「……ごめんなさい、そういう話は聞いてなかったと思います。あっ、でも誰かから貰ったものと言っていたような……」

  「それって、いつぐらいのこと？」

  「確か、中一くらいのときでした。幹みき人と君がまだ……」

  　そう言いかけて、彼女は何かに気付いたように口を噤つぐむ。

  　中学一年というと……、父が死んだためにマンションを追い出された僕と姉が、近くのボロアパートに移り住んでいた頃ころのことだろうか。

  「ごめんなさい、私……」

  　己おのれの失しつ言げんを恥じるように、ただでさえ小さい佳奈実の身体からだがさらに縮こまる。

  「別にいいよ。こっちから聞いたことだから」

  　それに対し、僕は軽い口調でそう答えた。既に思考は別の方向へと向いている。

  　思い出されるのは夢に出てきたルルディと名乗る白い少女。彼女もまた、これと同じ形をしたペンダントを首からさげていた。

  　あれは僕のものと同じ代物なのではないだろうか。一瞬だけ、そんな思考が浮かんできたが、そのアイデアはシャボン玉のような脆ぜい弱じやくさで弾はじけて消えた。

  　……そうだ、たいして珍しいデザインでもない。偶然という可能性も考えられる。

  　というより、そもそも彼女は僕の妄もう想そうの産物なのだから、別に同じ物を身につけていたとしても何ら不思議なことはないのだ。夢の由来なんて突き詰めたところで、意味はない。

  「あ、あの、その鏡……」

  「……そうだ。僕が今、考えなければいけないのは」

  「え？」

  　思わずこぼれていた独り言に不思議そうな顔をする佳か奈な実み。

  「いや、こっちの話」慌あわてて僕はそう返し、ふと思いついてこんなことを聞いてみる。「……ねぇ、普ふ現げんさんは『ワンダー』って知ってる？」

  「え？　……あの、はい」

  「知ってるの!?」

  　駄目もとだったのに、あまりにもあっさり肯こう定ていが返ってきた。予想外の展開に僕が身を乗り出すと、佳奈実は視線を左右に高速反復させながら、わたわたと首肯した。

  「あ、あの……。はい……」

  「何で……！　も、もしかして、これって僕が知らないだけで結構、有名な話？」

  「あ、はい。クラスのみんなも、そのことでいろいろと噂うわさしてますし……」

  「本当に!?　それって一体……、いや、要するに大おお本もとはカガミマクラと同じ都市伝説なんだから、噂になっていても不思議はないのか？」

  「都市伝説？　えっと、私も通学中に見たこと、ありますけど……」

  「何だって!?」平然と返されてきたさらなる衝撃情報に愕がく然ぜんとする。「……そ、それ、どんな奴やつだった!?　もしかしてそいつ、白いワンピースを着てて、鳥の巣みたいなくしゃくしゃの白しら髪がで、背たけはちっちゃくて、体型はちんちくりんで、性格は何か生意気な感じじゃなかった？」

  　思わず白熱し、鼻がぶつかりそうな距離で詰め寄る僕に、佳奈実は目を回しながら返事する。

  「白髪？　え、あの、ごめんなさい。私はまだ入ったことないからわからないんですけど……。でも、制服は黒を基調としたゴシックな感じのエプロンドレスだって言ってたような……」

  「は？　入る？　制服って、…………それ、何の話？」

  「……え？　あ、あの……、先週、駅前に新しくできたケーキ屋さんの話ですよね？」

  「……、………………」

  「…………？」

  　まぁ、どうせそんなオチだとは思っていた。

  　思わず熱くなっていた自分の滑こつ稽けいさに気付き、僕は取り繕つくろうように咳せきをして姿勢を戻す。

  「…………いや、たぶん、僕が知りたかったのは、その『ワンダー』じゃない」

  「え？　あ、ご、ごめんなさい……」

  　ため息まじりにそう答えた僕に、恐縮して頭を下げる佳奈実。

  　両者の間に沈黙が下り、妙に気まずい空気ができあがる。

  「何なに？　お前ら今日、『ワンダー』行くの？」

  　そんな場の中に、前の席でほかの生徒とだべっていた理り雄おが入り込んできた。

  「え、いえ、あの……」

  「行く行く、俺おれも行く！　ずっと前から、気になってたんだよな。ホラ、あそこ、ケーキもうまいし、店員さんの制服もすっげー可愛かわいいって評判じゃん？　でも、男一人で入るのはさ～」

  「いえ、ですから……、あの」

  「……あ、悪ぃ。もしかして、俺、お邪魔虫だった？」

  「ひぇ？　い、いえ、そうじゃなくてっ……」

  　何か勘違いしているらしい理り雄おと、先ほどから舌がもつれ気味の佳か奈な実みから目を逸そらし、僕は再び鏡に映る自分へと視線を向けた。

  　噂うわさで聞いたカガミマクラ。そのとおりの状態で見た不思議な明めい晰せき夢む。

  　夢を渡り歩く存在『ワンダー』と名乗った謎なぞの少女。彼女の見せる完全明晰夢。

  　そして、僕のものと同じ形をした鏡のペンダント。

  　あの夢は僕の妄もう想そうが作り出した偽にせ物ものだったのか、それとも正しよう真しん正しよう銘めいの本物だったのか。

  　現実世界であれこれ考えても、疑問が解消する気はいっこうにしなかった。

  　僕はおもむろにペンダントを陽光に翳かざし、光らせてみる。

  　鏡面に映る昼の空は肉眼で見るよりも青く、澄みきっているように見えた。

  　ふいに、昨夜の夢で見た地球の青さを思い出す。

  　そして同時に蘇よみがえる、ルルディから言われたある言葉。

  　──こんな世界が、欲しくない？

  　自然とペンダントを握る手に、力が入っていた。

  　僕は既に、今晩もこれを敷いて寝ることを決意している。
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  　そこは不思議な空間だった。

  　学校の教室のようでもあり、小劇場のようでもあり、都会の片かた隅すみのようでもあり、宇宙空間のようでもある、そんな場所。アスファルトと木板が入り混じった床には整然と机が並べられ、天井には照明機器や信号機がぶら下がり、壁には黒板と道路標識が貼り付けられていて、窓の外にはクレーターだらけの月面が広がっていた。

  　前回の夢で見せられた様々な景色が歪いびつに混同している異様な空間。

  　気がつくと僕は、その部屋の中心に敷かれていた布ふ団とんの上で横になっている。

  「なんだ、これ」

  　突然すぎる状況の変化に戸惑いながらも上半身だけ起き上がらせ、なんとか記憶の整理を試みる。そうだ。学校が終わって家に戻ってきた僕は、もう一度あの夢を見るために例のペンダントを枕まくらの下に入れ、布団に横になって瞼まぶたを閉じて……そして次の瞬間にはもう、ここにいた。

  「ということはつまりここは夢の中で、僕は瞼を閉じた瞬間に、もう眠ってたってことか」

  　寝不足気味で若干眠かったとはいえ、あまりにも早い就寝。自分の知られざる眠りの才能に驚きながらも、僕は我に返って周囲を見回してみる。

  　明らかに奇怪な夢の中でありながら、この異様なまでの現実感。ここが、「例の夢」の中であることに間違いはないだろう。だとすれば……。

  「誰を捜してるの？」

  　周囲へと視線を走らせていた僕の背後から、その声はかけられた。

  　振り返ると、そこには僕が予想したとおりの人物がいる。

  　ルルディ・リデル。「ワンダー」を名乗り、僕の夢に入り込んできた正しよう体たい不明の女の子。

  　まるでそこだけ重力が反転しているかのように天井の上で体育座りをしていた彼女は、その金色の瞳ひとみで僕のほうをじっと見ていた。頭上から上目遣いで見つめられるという奇怪な構図に一瞬戸惑う僕だったが、すぐに気を取り直して布ふ団とんから起き上がる。

  「やほー」

  　彼女もまた立ち上がり、僕のほうへと駆け寄ってきた。

  「おかえりなさい、アリス君」

  　そう言いながら天井に立ち、自分の鼻先数センチの位置にぶら下がる子犬のように無む邪じや気きな笑顔。僕は、その不自然な挨あい拶さつに突っ込みを入れようとして、妙な違和感に首をかしげた。

  「……ルル、ディ？」

  「なんで疑問形？」

  「いや、だって……」

  　真っ白な肌、金色の瞳ひとみ、あどけない子供のような顔かお貌かたち。

  　確かにここにいる彼女は昨日きのうも会ったルルディ・リデルで間違いないと思うのだが……、僕は戸惑いながらも頬ほおを膨ふくらませる彼女の顔から、その身体からだへと視線をスライドさせる。

  　すらっとした長身にグラビアモデルのように出るところの出た体つき、そしてさらさらの流れるようなロングヘア。そんな少女が、組んだ腕で豊かな胸部を持ち上げながら聞いてくる。

  「このボクが、ボク以外の何者に見えるってのさ」

  「いや、そんなこと言われても」

  　僕の知っているルルディ・リデルは確か……。

  「キミの知るルルディ・リデルは、鳥の巣みたいなくしゃくしゃの白しら髪がで、ちっちゃい背たけのちんちくりんな体型で、生意気な感じのする奴やつだったってー？」

  　僕の思考を引き継ぐように、そう聞いてくる彼女。どこかで聞いたことのあるようなそのフレーズは日中、僕が佳か奈な実みにルルディの容よう姿しを説明する際、口にしたものだった。

  　驚いて言葉をなくす僕に、彼女はニンマリと悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべる。そして、「ほっ」という掛け声とともに天井から跳躍し、くるりと一回転した後に地面のほうへと降りてきた。

  　華麗な動作で僕の目の前へと着地し、こちらを覗のぞき込んでくる。

  「ねね、見てよ。この格好！　即そつ興きようのわりには悪くないと思わない？　あ、胸とかお尻しりとかは、あの委員長ちゃんを参考にしてみたんだけど。どうかな？　キミとしては、もうちょっとあったほうが好み？」

  　僕よりも背が高くなったため、若干前屈かがみになって話すルルディ。そんな彼女の揺れる双そう丘きゆうから目を逸そらし、僕は軽くため息をつく。完全明めい晰せき夢む。「そうあれ」と思うように「そうなる」世界。それは、自分の容よう姿しも例外ではないということらしい。

  「……別に、どっちでも構わないけど」

  「えー、なにそれー！」

  　僕の返答が期待外れだったのか、そう叫んでぶんむくれる彼女。その姿はいつの間にか、昨日きのうの夢で会ったときの彼女と同じ容姿に戻っていた。頬ほおを膨ふくらませ、不満げな顔でこちらを見上げてくるルルディ。やはり、こっちのちんちくりんな姿のほうが、基本的に挙動が子供っぽい彼女にはしっくりきている。

  　……まぁ、この姿が本来のものだという保証はどこにもないのだが。一瞬、脳のう裏りに去きよ来らいするそんな思考を意い図と的に無視し、僕は彼女に問いかけた。

  「……それより、どうして佳か奈な実みのことを知ってるの？　昼にした会話の内容だって……」

  「今のボクはキミの夢に移り住んでいる……つまり、脳の中に寄生しているような状態だからね。キミの意識を通じて、少しくらいなら現実世界でのことを把握することができるのだ」

  「なっ……」

  　今、さらりととんでもないことを言われた気がする。

  　一瞬、言葉に詰まる僕に、彼女はごまかすような笑みを浮かべ、

  「っと、せっかくの夢なんだから。小こ難むずかしい話はやめやめっ！　さっそく本題に入ろっか！」

  　そう言うと、軽く手を打ち鳴らした。瞬間、並べられていた机がひとりでに部屋の隅すみへと移動し、部屋の中央に大きなスペースが生み出される。

  「昨夜、ボクはキミに『完全明晰夢』を会え得とくできる才能があるって言ったけど、才能だけでなんとかできるほど夢の世界は甘くない。こればっかりは現実と同じだね」

  　微妙に世せ知ち辛がらいことを口にして、にんまりと笑ってみせる彼女。

  「キミにはまだわからないだろうけど、『完全明晰夢』を見るっていうのはそう簡単なことじゃないんだ。精せい緻ちな夢世界を構築するために強大な想像力が必要だし、それを維持し続けるためには強固な精神力だって大切だ。何よりすべての事じ象しようを操作するためには尋じん常じようじゃない集中力が求められている。……そーいう一いつ切さい合がつ切さいを、キミは持ち合わせていないよね？」

  「…………」確かにそのとおりなので、否定できなかった。「……なら、どうすれば？」

  　神妙になってそう尋ねる僕に、彼女はあっけらかんと告げてくる。

  「簡単だよ。特訓して鍛きたえればいいんだ。夢を見るための力と技をね！」

  「特訓？　いったい何を……」

  「ちょっと待って。今、用意するからっと……」

  　僕の質問を遮さえぎるなり、とんとんと、つま先で床を踏み鳴らしてみせる彼女。

  　いったい何をするつもりなのかと眺めていると……。

  

  　ガコォン！

  

  　そんな音とともに突然、僕の足元が消え去った。

  「なっ……！」

  　いつの間にか、僕を中心とした半径五メートルほどの地面に、円形の大穴ができている。

  　まるでブラックホールのようにぽっかりと口を開いたその大穴。

  　あまりに深いせいか、穴の底が全然見えない。

  　驚いて顔を上げると、そこにはニンマリと笑うルルディの顔があった。

  「ラビット・ホールだよ、アリス君！」

  　その言葉を最後に、足場を失った僕は重力に引き寄せられる。

  「何を……っ？」

  　瞬まばたきをする猶ゆう予よもなかった。

  　まるで掃除機に吸い込まれるように、僕の身体からだはその奈な落らくへと落ちている。

  

  　気がつくと僕は、野球場のグラウンドのような場所に一人、立っていた。

  　円形の広場とそれを取り囲む石の壁。

  　その上にできた段差には、まるで観客席のように木でできたベンチが並べられている。

  　どうやら、またルルディによって強制的に場面を転換されたらしい。

  「これは……」

  　戸惑い、溢こぼした僕の声。だがそれは、突如発生した物凄すごい歓声によってかき消された。

  「っ！」

  　まるで爆発でも起こったかのようなその音に、思わず耳を塞ふさぐ。

  　驚いて周囲を見渡すと、先ほどまで人っ子一人いなかった観客席が満員になっていた。

  　素そ朴ぼくで粗悪な革の服を纏まとった観客たち。よくわからない言葉で放たれる野や次じと罵ば声せい。降り注いでくる大量の視線には好奇心や敵意、蔑べつ視しなどの色が濃く表われている。

  「……何が起きてるんだ？」

  　混乱しながらも、とりあえず状況を分析しようとした僕は、そこで初めて自分もまた妙ちくりんな格好をしていることに気付いた。

  　分厚い革でできた鎧よろいのような代しろ物もの……、素肌に直じかに纏ったその装備。そしていつの間にか持っていた楕円形の盾たてと鉄製の剣。この格好はまるで剣闘士……だとするなら、ここは古代ローマのコロッセウムとでも言うつもりか。

  「まるでグラディエーターだ」

  『そのとーり！　さっすが、アリス君。いい勘してるー！』

  　思わず呟つぶやいたその言葉に、マイクで拡声された声が返事した。音のしたほうへ視線を向けると、観客席の上部、まるで実況席のような舞台の上で、ルルディがマイク片手に手を振っている。

  「……いったい、これはどういうつもり？」

  『さっきも言ったじゃん。特訓するって』

  「特訓……？　これが？」

  『ふふふ……、聞いて驚け見て笑え！　これこそがボクの編み出した超革命的夢見特訓ゲーム！　その名も〝アクム・クエスト〟だ！』

  　何のつもりかと見ていると、彼女はそんなことを言い出した。

  『えー、こほん。キミにはこれからボクが用意した十個の悪夢に挑いどんでもらいます！』

  「悪夢？」

  『それぞれの悪夢には、ある特定のクリア条件が定められていて、それを達成することによってキミは次のステージへと進むことができる……、つまり、そういうゲームだよ。キミは知恵と勇気を駆く使ししてそれぞれの悪夢に挑み、突破していく。そうすることによって、自然と〝夢見〟の力が鍛きたえられ、晴れてすべての悪夢を制せい覇はしたときには、いつの間にか〝完全明めい晰せき夢む〟を見られるようになっているっていうスンポーさ！』

  「はぁ……？」

  『どうだ！　山に籠こもったり滝に打たれたりする修しゆ行ぎようはもう古い！　これからはシステマティックでエンターテイメント性溢あふれるヴァーチャルリアリティーの時代なんだよ！』

  　得意気に胸を張り、よくわからない熱弁を振るう彼女。

  　そのテンションについていけず、僕はため息をついてうな垂れる。

  　確かに辛つらく厳しい精神修行なんて僕には向いていないし、到底こなせるようなものじゃないとは思っていたが、しかし、こんな舞台でこんな格好をさせられているこの現状は……。

  　正直、悪い予感しかしてこなかった。

  『ほらほら、アリス君！　ぼけっとしてないで。もうゲームは始まってるよ！』

  　愉快気な彼女の声。それにかぶせるようにして大きな音が鳴り響く。

  　一層その勢いを増す周囲の歓声と、背後から迫りくる強大な威い圧あつ感。

  『ステージ１・ナイトメア・コロシアム！　ミッション内容はズバリ……』

  　ルルディの説明を耳に、僕は恐る恐る背後を振り返る。

  『──戦って、勝て！』

  　そんな物ぶつ騒そうな言葉とともに打ち鳴らされるゴング。

  　そして、僕の嫌な予感は的中した。

  

  　鬼のような形ぎよう相そうだと思ったら、本当に鬼だった。

  　赤黒くて岩のようにゴツゴツとした皮ひ膚ふ、隆りゆう々りゆうと盛り上がった筋肉、そして頭部に生えた二本の角つの、そしてなぜか鷲わし鼻ばな。そこに立つ全長５メートルほどの生物はどこからどう見ても、まごうことなき鬼そのもので、よくゲームなどで見るゴブリンとかオーガとか、そんな類たぐいの怪物にそっくりだった。

  　自分の鼻先につきつけられたその光景に少しの間、停止する僕の思考。

  　だが、当然ながら目の前にいる怪物は僕の都合など考慮してはくれない。

  　ジェット機もかくやという爆音で雄お叫たけびを上げる鬼。鋭い牙きばがむき出しになり、大きく開かれた口から生暖かい息と粘っこい唾だ液えきが吐き出される。

  　その両方が顔面に降りかかったことで、僕はようやく我に返った。

  　瞬間、金かな縛しばり状態から解除される手足。慌あわてて後あと退ずさると、さきほどまで僕の身体からだがあった位置に太くて硬そうな何かが、ぶうんと音を立てて振り下ろされる。

  　直後、爆発的な衝撃によって吹き散らされる闘技場の土。

  　今のが目の前に立つ鬼の手に握られた棘とげ付き棍こん棒ぼうによる一撃であり、今、自分が後退しなければ自分の身体がこの地面のように四し散さんしていたであろう可能性に気付いたとき、僕は。

  　──ようやく、現状のヤバさに思い至った。

  　夢の中とはいえ、実際に痛感が発生することは既に叔お父じの悪夢で体験済み。今みたいな攻撃をまともにくらったら、夢の中にいながらにしてショック死する可能性も否いなめない。

  「おいおい……、洒しや落れになってないんだけど」

  　僕を潰つぶし損そこね、さらに憤慨したらしい鬼が低く唸うなりながら追いかけてくる。

  　それに対し、僕は逃げる以外の術すべを持っていなかった。

  　次々と繰り出される棍棒による一撃を、紙かみ一ひと重えでかわしていく僕。観客席からブーイングの嵐あらしが巻き起こるがそんなことに構っている余裕はない。こっちは命がかかっているのだ。

  「そもそも、なんで鬼なんだ！　古代ローマっていう設定だろ!?　ここは普通、同じ剣闘士……最悪でもライオンか雄お牛うしが相場なんじゃ……」

  「そんなこと気にしてたら負けだよ。だってここは夢の中なんだから」

  　やけくそになって叫ぶ僕の頭上から、ルルディがそう言ってきた。いつの間にか実況席から降りていたらしい彼女は、空中にフワフワ浮かびながら疾しつ走そうする僕についてくる。

  「……というか、アリス君さー。初しよっ端ぱなから逃げてちゃ、何も始まらないよ？」

  「そんな無む茶ちやな！　逃げる以外にどうしろっていうんだよ！」

  「だから、言ったじゃん。『戦って、勝て』って。これはキミの想像力を鍛きたえる特訓なんだよ」

  「そ、想像力？」

  　会話のせいで呼吸のタイミングがずれ、足がもつれた。その隙すきを逃のがさず、背後から肉にく薄はくしていた鬼の攻撃が繰り出される。僕の背中すれすれを掠かすめる棍こん棒ぼうの棘とげ。

  　その一撃は僕の背を守る鎧よろいを軽く切り裂き、どこかへと弾はじき飛ばしていた。

  　一瞬、背中に炎が駆け抜けたかのような感覚。視界が明めい滅めつし、息が止まる。

  「～～っ！」

  　紙かみ一ひと重えすぎて悲鳴も出ない。そんな僕の窮きゆう地ちも気にせず、彼女は会話を継続させる。

  「そう、想像力！　それすなわちイマジネーションッ！　……この前も言ったけど、夢の世界では想像と創造が同義！　想像こそが、この世界を構築するんだ。つまり、完全明めい晰せき夢むを見るためには、強固なイメージを築き上げる想像力が必須！　だから……」

  　一息にそう言い切って、歌うように言葉を続ける。

  「想像力で、このモンスターをやっつけろ！」

  　想像力で、背後の鬼を、やっつける。

  　僕は逃げ続けていた足を止め、振り返って化け物を見上げてみる。巨大な棍棒を片手で振り上げる鬼に対し、なんとなく持っていた剣と盾たてなんかを構えたりして、一応対抗する姿勢を見せてみた。そして改めて鬼の全ぜん貌ぼうを目まの当たりにして、気付く。

  　この鬼のビジュアル……、どこかで見たことがあると思ったら、僕が幼おさない頃ころに見ていたアニメの敵役にそっくりだった。もう昔のことなので名前すら覚えていないが、極ごく悪あく非ひ道どうを絵に描いたようなとんでもないキャラクターで、幾度となく主人公たちを窮地に陥おとしいれていた記憶がある。そういえば当時の僕は奴やつのグロテスクな容よう姿しとその強さからくる絶望感が苦手で、奴が登場するたびに震え上がり姉の背中にしがみついていたような……。

  　そんな鬼の鋭い眼がん光こうが、僕のへっぴり腰を軽く貫つらぬいた。

  「……無理だ！　絶対無理！」あっさりと戦闘態勢を解き、剣も盾も放り投げて退却する。「そもそも言っていることの意味がよくわからないし！　……それに、僕はただの非ひ力りきな高校生だよ。体育だっていつもビリだし、喧けん嘩かなんてしたことも……」

  「それは現実世界の話でしょ？　この世界でのアリス君は最強のグラディエーターだ！　さぁ、やっちゃえ！　いてまえ！　悪いモンスターを懲こらしめろ！」

  「そんなこと言われても！」

  　後退しながら怒ど濤とうの追撃をなんとかかわし、叫ぶ僕。

  　その背中が、どんと何かにぶつかった。

  　いつの間にか、闘技場の外がい壁へきに追い詰められていている。

  　そんな僕の様子に、一気に沸わきたつ観客席。

  　まずい、もうこれ以上後退できない。僕がそう判断したときには既に、目の前に立った鬼が最後の一撃をくらわせようと棍こん棒ぼうを振り上げていた。

  「あ……」

  　間抜けな声を上げる僕。容よう赦しやなく振り下ろされる鬼の棍棒。周囲の光景がスローモーションで流れだす。ゆっくりと自分の頭上に降りかかってくる死の感覚。

  　あ、駄目だこれは。絶対、死んだ。

  　やけにあっさりとした絶望に身を任せ、覚悟を決めようと瞼まぶたを下ろしかける僕。だがそれが完全に閉じられる直前に、僕と鬼の間にルルディが割って入っていた。

  「……やれやれ、仕方ないなー。ホントならここでゲームオーバーにして、永遠にサヨナラバイバイなんだけど……、最初だからサービスだよ」

  　驚き、言葉をなくす僕にそう言って、にっこりと微笑ほほえむルルディ。

  　危ない！　そう叫ぶこともできないうちに、鬼の一撃は彼女へと叩たたき込まれ。

  　次の瞬間にはなぜか、鬼のほうがぶっ飛ばされていた。

  「……え？」

  　反対側の外がい壁へきまで吹き飛び、うめき声を上げる鬼。

  「えへへ、驚いた？」

  　唖あ然ぜんとする僕に、彼女は得意げな笑みを向けてくる。その手にはいつの間にか白いステッキが握られていた。今どき魔法少女でも持たないような、棒の先に可愛いハートがついたその杖つえをくるくる回しながら、彼女は地面に着地する。

  　どうやら彼女は今、このステッキで襲おそってきた鬼を殴り飛ばしたらしい。状況を見てそう判断した僕がさらに言葉を失っていると、向こう側でひっくり返っていた鬼がもう起き上がってきた。どこか警戒しているように唸うなりながら、ルルディへと敵意を向ける。

  「また来る……！」

  「まーまー、見てなって」

  　警告する僕に、バトンのようにステッキを回転させながら彼女は笑う。

  　再び迫りくる鬼の棍棒。ルルディはそれをちらと見てから、ステッキの先……そこに取り付けられたハートマークをぴたりと鬼の鷲わし鼻ばなに突きつけた。

  「夢の世界を想像力で切り抜ける。これが、そのお手本だ」

  「え？」

  　瞬間、彼女の持っていたステッキの先から炎が噴き出した。

  　ハートマークの窪くぼみ部分から噴出する青い炎。まるで火炎放射器のようなその勢い。その火は、僕が唖然としているうちに鬼の身体からだへと燃え移り、その巨体を一気に燃えあがらせる。

  　赤黒い炎と煙の中、くぐもった悲鳴を上げながら灰となって霧む散さんする鬼の身体。

  　観客たちが一斉に黙り込み、闘技場内が静まり返る。

  　そんな周囲をぐるりと見回してから、ルルディはぽつりと呟つぶやいた。

  「ほい、戦闘終了っと」

  　プスプスと煙を燻くすぶらせるハートマークにふっと息を吹き、にやりと笑う。

  　直後、割れるような歓声が場内を包んだ。

  　どこからか鳴り響くファンファーレを背に、彼女は両手を広げ観客の声に応こたえている。

  　そんな彼女に向かって僕は助けてもらったお礼を言おうとして、やめた。

  　そもそもこの状況を作り出したのが彼女本人だったことを思い出したからだ。

  「杖つえでぶん殴なぐったうえに火炎放射って……、もっと魔法少女らしい攻撃方法はなかったの？」

  　そんな僕の指摘に対し、ぶぅと頬ほおを膨ふくらませる彼女。

  「いーじゃん、杖で殴って炎を操あやつる魔法少女がいたって。今は何事にも鋭い個性が求められる時代なんだよ」

  「はあ……？」

  　……というか何でいきなり魔法少女。グラディエーターはどこに行ったのか。続けてそう突っ込もうとして、それが不毛であることに気付き、質問を変えた。

  「……今のは、どうやったの？」

  「今の？　……ボクはただ、『棍こん棒ぼうよりも堅い魔法のステッキ』と『鬼よりも強い腕力を持つ自分』、そして『杖から放たれる炎の魔法』をイメージしただけだよ」

  「……それだけ？」
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  　あっけないその返答に思わず聞き返すと、彼女は子供のようににっこり笑う。

  「うん、それだけ。……今のアリス君に必要なのは、柔軟な発想力かもね。夢の中でも現実の　常識に縛られるなんて、つまらないでしょ？　せっかくの夢なんだから。何が起きたって不思議じゃない、くらいの気構えでいないと」

  「自分としては、そのつもりだったんだけど……」

  　まだまだ鍛たん錬れんが足りない、ということらしい。

  「……やれやれ、チュートリアルの段階からコレじゃあ先が思いやられるなー」

  　彼女はそう言って、腰を抜かしたままへたり込んでいた僕の手を取って助け起こす。

  「まー、それでも、今回はお情けでステージクリアってことにしといてあげる。まぁ、初回だしね、これからこれからっ！」

  「……それはどうも」

  　そんな適当な感じで大丈夫なのか。そしてあと九回もこんなことを繰り返さないといけないのか。そもそも、こんなことで本当に「完全明めい晰せき夢む」が見られるようになるのだろうか。

  　いろいろと聞きたいことや考えたいことはあったが、とりあえず今日はもう疲れた。

  　さっさと家に帰って眠りたい。

  　そこまで考えて、まさに今、自分が布ふ団とんの中で寝ているという現状を思い出し苦笑する。

  　そんな僕を見て何を思ったのか、ルルディは憮ぶ然ぜんとした表情で唇くちびるを尖とがらせ、言った。

  「まったくもー、次のステージからはちゃんと自分の力で戦わないと駄目だからね」

  「まさか、次も戦わせるつもりじゃ……」

  「もちろんだよ、己おのが力で悪夢に抗あらがってこそのアクム・クエスト……」

  　彼女はそう言いかけ、何かに気付いたように顔を上げる。

  「？　……どうかした？」

  　不思議に思ってそう問いかけた途端、僕の視界にノイズが走った。

  　電波が弱まったテレビのようにルルディや周囲の像が一瞬ぶれて、輪りん郭かくが曖あい昧まいになる。

  　夢が途絶える。直感的に僕はそのことを察知した。

  「キミが目覚める」

  　彼女は胸元のペンダントを握り締めながらそう言うと、慌あわてたように僕に詰め寄る。

  「今回はここで終わりだけど、次もちゃんと戻ってきてね。鏡を敷いて眠ること、忘れないで。きっとぜったい、今夜の夢で、また」

  　その細い指先で僕の服の袖そでを掴つかみ、まるで別れを惜しむ子供のように言葉を重ねる彼女。

  「あ、うん……」

  　正直、今回のような目に遭あうなら次回からは見合わせようと思っていたのだが。どこか必死な彼女の様子に、僕は思わず頷うなずいていた。

  　それを確認した彼女は、花が咲くようにぺかっと笑う。

  「絶対、絶対だよ！」

  　そんな彼女の表情に苦笑する僕。

  　まったくこいつは……、無む茶ちや苦く茶ちやで出で鱈たら目めで、正しよう体たい不明どころか意味不明で、うるさくて、自分勝手で、僕が最も苦手とするタイプのはずなのに……。

  　ふいに、まるで眠りに落ちる直前の、意識がすうっと吸い寄せられるような感覚が訪れる。

  「……あ！　あと、背中！　ちゃんと治療しないと駄目だからねー！」

  　背中？　背中がどうかしたのか？

  　そう聞き返そうとした時には既に、ルルディの姿は消えていた。
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  　気がつくと、もう朝になっていた。

  　窓から差し込んでくる白い朝日。僕はその眩まぶしさに顔を顰しかめると、ぼんやりとした意識を振り払うかのように頭を振って、脳に血をめぐらせる。

  　感覚には膜が張られたような鈍さがあったが、記憶は予想以上に明めい瞭りようだった。

  　想起されるのは、先ほどまでの自分に訪れた様々な出来事……修しゆ行ぎようの始まり、コロッセウムでの死闘、そしてこれから始まるアクム・クエスト。

  　枕まくら元からペンダントを取り出し、小さな鏡を覗のぞき込む。

  　そこに映る僕の顔は寝汗でびっしょりなうえに濃いクマができていて、いかにも不健康そうだった。さすが悪夢。そう一人ごちながら、僕は布団脇わきに置かれた時計へと視線を向ける。

  　昨夜、横になってから十二時間が経っていた。その理解の数秒後、時間差で軽く驚く。

  　夢の中での体感時間は三十分くらいだったのだが、やはり夢と現実では流れる時間の早さが違うらしい。

  　そんなことを考えながらいつものように起き上がろうとして、僕はふと、身体からだの異常に気がついた。

  　どこか、様子がおかしい。

  　何だか背中の筋肉が攣つっているような感覚と、寝汗だけでは説明のつかない不快な湿り気。

  　そういえば夢の最後でルルディが、背中が何だとか言っていたような……。

  　あれは一体どういうことだったのかと、もう一度自分の身体を確認しようとして、気付いた。先ほどまで僕の横たわっていた布ふ団とん、そのシーツが赤く染まっているということに。

  「うわ、なんだこれ」

  　それが血液であるということと、そしてその血の出で所どことが自分であるということに気付くまで、少し時間が必要だった。ここで僕はようやく、自分の背中にある痛みの正体に思い至る。

  「まさか……」

  　着ていたジャージを脱ぎ捨て、三面鏡ごしに見てみると予想どおり、僕の背中に長さ約三十センチほどの切り傷ができていた。まるで鋭い爪つめで抉えぐられたかのようなその傷跡。

  　そういえばさっきの夢で、鬼の棍こん棒ぼうが背中を掠かすめていたような。あのときは逃げるのに必死で怪け我がしていることになんて全然気付かなかったが。

  　強い催さい眠みん状態にある人は木の枝を押し付けられて「これは焼きゴテだ」と言われただけで肉体が錯覚し、本当に火傷やけどのような痕あとが浮かび上がることがあるというが、これもその類たぐいのものだろうか。

  「……って、のんきに構えている場合じゃないな」

  　既に血は止まっているようだが、このまま放置していていい怪我ではない。僕は部屋の隅すみに置かれた救急箱から消毒薬やガーゼを取り出し、自分自身の処置にあたった。

  「それにしても……」

  　傷口に染みる消毒液に顔をしかめながらも僕は、この怪我が何を意味しているのかについて思考を伸ばす。夢での負傷が現実世界にも影響を及ぼしているというこの事実。それは、あの夢がただの妄もう想そうではないことの証明でもあった。

  「……やっぱり、あれは夢なんかじゃないんだ」

  　確信とともにそう呟つぶやいた後、ふと気付き、苦笑しながら撤てつ回かいする。

  「いや、少なくとも夢だったことに間違いはないのか……」

  　だが、これは笑っていられる状況ではなかった。もしさっきの夢で、あのまま鬼に殴なぐり殺されていたらと思うと今さらながらに背筋が冷える。ただ布ふ団とんの中で眠っていただけなのに、朝になったら肉片と化していただなんて、まるでどこかの怪談話だ。

  　そんなことを考えながらも継続される僕の治療。自分自身に治療を施ほどこすのは今に始まったことではなかったが、さすがに背中の傷へ処置するのは至し難なんの業わざだった。僕は部屋の隅に置かれた三面鏡を使い、なんとか自分自身に包帯を巻くことに成功する。

  　さて、あとはこの血だらけのシーツをどうするかだが。

  　そう思いつつため息をついていた僕は、ふと視線を感じて振り返った。

  　見ると部屋の扉とびらが開けられていて、その向こう、廊下側に何者かが立っている。

  　いや、そもそも何者か、なんて考える必要はまったくなかった。なぜなら現在、この家には僕と彼女しかいないのだから。

  　ガリガリに痩やせた体型に少し神経質そうな顔がん貌ぼうが、ふわっとした栗くり色のショートヘアや暖色の洋服に全然しっくりきていない。えらくちぐはぐな印象を醸かもし出す妙みよう齢れいの女性。

  　それは、僕の叔お母ばだった。

  「…………」

  　彼女は僕やシーツの汚れを一いち瞥べつすると、何事もなかったかのように部屋に入りこんでくる。

  　まるで汚お物ぶつでも見るかのような目で僕の私物を避けて歩き、僕の元までやってきた叔母。

  　彼女はポケットから一万円札を数枚取り出すと、それを僕に手渡してきた。

  　福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちが三枚。これが今月、一か月分の生活費だ。

  　叔お母ばは僕に対して、基本的に何かをすることはない。一か月に一度のこの生活費受け渡しだけが僕と彼女にとって、唯ゆい一いつの交流だった。

  　僕の受領を確認すると、これで用事は済んだとばかりに自分の部屋へ戻ろうとする叔母。

  　わかっていたことだが、怪け我がや血けつ痕こんに対する言げん及きゆうは皆かい無むだ。まぁそのほうが、気が楽だから良いのだが……、僕がそんなことを考えていると彼女は立ち止まり、背中越しにこう言ってきた。

  「……そういえば、あの人が帰ってくるまで、あと一か月ですね」

  「……っ」

  　ふいに思いついた風で放たれるさりげない一言。だが、その言葉は僕の脳をガツンと揺らしていた。一瞬、意識が遠くなり、何も考えることができなくなる。

  　あの人とは誰なのか、なんてわざわざ聞く必要はなかった。

  　これはもう、既に決定された事実なのだ。現在、個展とやらで海外出張中のあの人物……僕の叔お父じが、来月、日本へ帰ってきてしまうということは。

  　だから恐らく、彼女のそれは僕に対する嫌がらせと再確認の意図を含んでいた。

  「あと、一か月……」

  　叔母のいなくなった部屋で一人、思わずそう呟つぶやいている僕。

  　一か月。それは、まだまだ先の出来事のようにも思えたし、あっという間に訪れる未来のようでもあった。間違いないのは、それが既に確定されているという事実だけ。

  　どちらにせよ、あと一か月。

  　昨日きのうみたいな一日を、あと三十回も繰り返せばすぐにその日は来てしまう。そして、叔父が帰還するということはつまり、「彼の日課」が再開することをも意味していた。

  　その「日課」をはじめとする叔父関連のあれこれについて、僕はもう克服したつもりになっていた。だが、それが虚きよ勢せいにすぎないことは既にこの前の悪夢で証明されている。

  　気がつくと、僕は鏡のペンダントを強く握り締めていた。

  　瞼まぶたを閉じて意識を閉ざし、夢世界へと思いを馳はせる。これまでも、こうやって思考を停止させ、目の前の現実から目を逸そらしてきたことは多々あった。

  　自慢じゃないが、現実逃避は僕の唯一であり絶対の得意技なのだ。

  　だが、今回のこれは、一味違う。

  　これは、これまでにしていたような、ただの現実逃避ではないのだ。

  　なぜなら今の僕には、現実から逃げ切れる可能性があるのだから。

  　自分の口元が、引き攣つるように吊つりあがっているのがわかった。

  　そう、僕は喜んでいる。狂喜しているのだ。

  　ふいに現れたこのチャンスに、ようやく垣かい間ま見たこの光こう明みように。

  「……『完全明めい晰せき夢む』だ」

  　叔お父じが帰ってくるまでに、完成させる。

  　完全に明晰なる夢の世界……、「完全明晰夢」を見るために必要な「究極の夢見」を。

  　そして逃げるのだ。現実の魔ま手しゆが届かない、夢の世界のさらなる奥へ。

  　逃げて逃げて逃げまくり、現実なんて振り切ってやる。

  　どうせ僕にはそうすることしか、できないのだから。



  


   ３　ミッドナイト・チェイス！

  

  　逃げて逃げて、逃げまくる。

  　今の僕にはそうすることしか、できなかった。

  　本でしか見たことがないような外国の、冷たい夜の裏通り。

  　街灯が照らす薄明かりの下、僕は石畳の道を蹴けり飛ばし全速力で駆け抜けている。

  　聞こえてくるのは小こ気き味み良い足音と荒い呼吸、破裂しそうな心しん拍ぱく音おん。

  　それにしても僕は何で、いきなり全力疾しつ走そうなんてしているのだろう。

  　ふと我に返ってそう自問する僕だったが、その答えはすぐに向こうからやってきた。

  「いたぞ！　あそこだ！」

  「追え、逃がすな！」

  　背後から聞こえてくる鋭い怒ど声せいと、路地裏に木こ霊だまする何人か分の足音。それに続いて乾いた破裂音が夜空に轟とどろき、直後、僕の足元にあった石畳が弾はじけとぶ。

  　反射的に首を捻ひねって背後を見ると、そこには黒光りする拳けん銃じゆうを持ち、その銃口をまっすぐこちらに向けて走る男たちの姿があった。

  　暗くら闇やみの中だというのに黒いサングラスで顔を隠し、闇に溶け込むような黒スーツをその身に纏まとうといういかにも怪あやしいその風ふう貌ぼう。さらにその背後から同じ格好をした男が一人、また一人と現れて、拳けん銃じゆう片手に追ってきていた。

  　思わず舌打ちし、ただでさえ限界に近い足にさらなる酷こく使しを試みる。

  　何で、逃げているのか。そんなの考えるまでもない。追われているからだ。

  　僕を付けねらうのは全員が拳銃で武装した謎なぞの黒服集団。その正しよう体たいは不明だが、何の躊躇ためらいもなくバンバン発砲してくることからして恐らく、追いつかれたときが僕の最さい期ごになるだろう。

  「いったいどういう設定なんだよ、これはっ……」

  　ここが夢の中であることは、既にわかっていた。恐らくこれが、あのルルディが創り出した第二の悪夢なのだろうというところまでは想像できる。だが、そこから先がまったくの謎だった。

  　ここがどこなのか。奴やつらが何者なのか。少なくともそれがわかれば、現状の理解を進めることができるのに。今のままでは、ただ不ふ条じよう理りなだけの夢である。

  「まぁ夢ってやつは、もともとそういうものなのかもしれないけれど……」

  　なんてことを考えていると、今度は前方からも黒服の男たちが現れた。慌あわてて脇わきの細道へ方向転換を試みるが、その先にもこちらへと走ってくる黒服の姿が見える。

  「……っ、まずい！」

  　行ゆく手をふさがれ慌てて足を止める僕を、彼らはすばやく包囲した。

  　狭い路地裏で挟み撃ち。

  　相手は全員、拳銃を携帯している大人で、一方僕は完全なる丸腰。

  　いきなりの絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいだった。

  　いくつもの銃口が、ゆっくりと僕のほうへ向けられる。

  　このまま両手を挙げて降参しても、許してもらえそうな空気ではなかった。

  　冷や汗が背筋を伝い、治りきっていない傷口をぴりぴりと刺激する。

  　夢の中だというのに僕の鼓こ動どうは破裂しそうなほど乱れ、呼吸を忘れた肺はただひたすら空気だけを求めて伸縮していた。酸欠のせいか明めい滅めつする視界の中、僕は突然の理り不ふ尽じんに歯は噛がみする。

  　チェックメイトを確信し、口元を歪ゆがめる黒服たち。

  　引き金にかけられていた彼らの指先が、ゆっくりと引き絞られていく。

  　スローモーションで流れる時間の中。今にもその銃身から無数の弾丸が放たれ、僕の身体からだが蜂はちの巣へと変わる、その直前。

  　突然の爆音が静せい寂じやくを突き破り、鋭い光が暗闇を切り裂いた。

  「……っ!?」

  　それがエンジンの放つ排気音とヘッドライトが放つ閃せん光こうであると気付くよりも前に、「それ」は黒服たちの背後から飛び出してきた。

  「な……」

  　混乱する黒服たちの頭上を飛び越え、ちょうど僕の目の前へと着地する白い影。石畳にこすれた車体が激しい火花を散らして煌きらめき、馬ば鹿かでかい駆く動どう音おんが空気を震わせる。

  　それは、見るからにごつい大型のバイクだった。

  　レースで使われるようなフルカウルの流線型で攻撃的なデザイン。その上には見るからに不釣り合いな、小さい少女が跨またがっている。そのどこか儚はかなげながらも活発な存在感は。

  「やー、おかえり。アリス君」

  「ルルディ!?」

  「挨あい拶さつは後、乗った乗ったー！」

  　フルフェイスのヘルメット越しに金色の瞳ひとみを輝かがやかせながら、手を伸ばしてくるルルディ。真っ白いライダースーツを身に纏まとった彼女は、突然のことに瞬まばたきすら忘れた僕をバイクの後部シートへと掴つかみ上げ、有う無むを言わさず発進させた。

  　地面を跳はねるようなロケットスタート。慌あわてて腰にしがみつく僕を乗せ、ルルディは白い車体を疾しつ走そうさせる。思い出したように背後から銃じゆう声せいが追ってきたが、その銃弾がこのスピードに追いついてくることはなかった。

  「しっかり掴まっててよ～！」

  　愉快そうに笑い、さらに加速させるルルディ。だが、それは言われるまでもなかった。その強く抱きしめるだけで折れてしまいそうな彼女の腰を、僕は今、死に物狂いで抱え込んでいる。少しでも気を抜くと振り落とされてしまいそうなのだ。

  　いつの間にかバイクは路地裏を飛び出し、大通りを爆走していた。

  「振り切ったかな？」

  　ちらりとミラーを確認してから、ルルディがニヤリと笑う。

  「いやー、自分で言うのもなんだけど絶好のタイミングだったね。まさに『ヒーローけんざん！』って、感じー？」

  　タイミングも何も、そうなるよう自分で仕組んだくせに。

  　得意げに言ってくる彼女の後頭部を、僕はじろりと睨ねめつける。

  「……それで？　あの黒服たちは何者？　いったいこれはどういう夢なの？」

  「あいつらはこの街を牛ぎゆう耳じるマフィアの一派だよ。そんでもってキミはそんな奴やつらのヤバイ秘密を握ってしまった不幸なジャーナリスト。奴らは今、躍やつ起きになってキミを追っている。キミごとその秘密をもみ消してしまうためにね」

  「……また面倒な設定だね。必要だとは思えないんだけど」

  「なに言ってるのさ！　緻ち密みつな設定は想像力を引き立たせるスパイスなんだよっ！」

  　僕の正直な感想にバイクを駆かりながら憤慨するルルディ。

  「緻ち密みつっていうほどのもの？」僕はため息まじりにそう呟つぶやき、「それで？　そんな憐あわれなジャーナリストであるところの僕を、ヒーローの如ごとく助けてみせた君は、いったい何なの？」

  「え……？」そんな僕のしごくまっとうな疑問に、彼女は言葉を失った。「えっとぉ……うーん……、そう！　用心棒！　ボクはキミが雇った凄すご腕うでの用心棒で、キミを敵の魔の手から守るんだ！」

  「ふーん……」

  　この様子だと、特に考えてはいなかったらしい。

  　恐らくただ単にかっこよく登場して、僕を助けたかっただけなのだろう。前回の闘技場でもそうだったが、どうやら彼女にはマッチポンプの気質があるようだった。

  「と、とにもかくにも！」白しらけた場の空気を振り払うかのように、声を張り上げる彼女。「アクム・クエスト、ステージ２！　『ミッドナイト・シティ』!!　はーじまーるよー！」

  　そんな彼女の宣言とともに数台の車が現れ、バイクの横につけてくる。

  　猛スピードで疾しつ走そうするバイクにぴったりと張り付いてきたライトバン。なぜだか猛烈に不吉な印象を放つそのフォルムを横目で見ると、その車内には先ほどの黒服たちが乗っていた。どうやら、例のマフィアとやらの追っ手らしい。

  　各おの々おの手に持ったサブマシンガンを窓から突き出し、乱射してくる黒服たち。

  　そんな銃じゆう弾だんの嵐あらしを、ルルディは急減速することで回避した。その際、生じた物凄すごいＧで振り落とされそうになる僕の身体からだ。火花散る道路とバイクの車体。

  「さぁ、盛り上がってまいりましたぁー！」

  　一瞬、崩れた車体のバランスを整えながら、ルルディが叫ぶ。

  　再び解放されるスロットル。ぐんと加速するスピード。

  　バイクはそのまま車道を踊り、ハイウェイへと突入する。

  　物凄い風圧と、空気を切り裂く疾走感。

  　周囲の景色が光の線となって、後方へと流されていくのが見えた。

  　そんな中でテンションが上がってきたのか、ルルディが高らかに歓声を上げている。

  「いくぜ、いくぜ、いくぜぇえええ──っ！」

  　だがそこで、唐突に夢は終わった。
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  　先ほどまでの疾走感とは程遠い、間延びしたチャイムの音が木こ霊だましていた。

  　直後、机と椅い子すが打ち鳴らす騒々しい物音が僕の意識を覚かく醒せいさせる。

  　いきなり肉体に感覚が戻ったせいか、全身がビクンと痙けい攣れんして机の裏に膝ひざをぶつけた。その鈍い痛みや、思考に残る不快な靄もやが、ここが現実であることを僕に気付かせる。

  　周囲を見ると、ちょうど授業が終わったのか、次々と生徒たちが立ち上がっているところだった。ぼやけた思考のまま痺しびれの残る手足をなんとか動かし、それに追つい随ずいする僕の身体からだ。

  　時計を見ると、ちょうど四時間めの授業が終わっていた。

  　昼休みへと移行し活気を取り戻す教室をぼうっと眺めながら、僕はゆっくりと席につく。

  　授業から解放された生徒たちによる会話が、離れた場所から聞こえてきていた。だが、それはまるで僕の知らない言語で交わされているかのようで、完全に理解ができない。

  　五感に薄い皮膜がかぶせられているかのように鈍どん化かした感覚。

  　まだうまく脳に血が巡っていないらしい。確かに現実に戻ってきているはずなのに、恐ろしく現実感が喪そう失しつしていた。そんな状態のまま、ぼんやりとペンダントの鏡面を覗のぞいてみると、頭の下に敷いていたせいか自分の額ひたいに真っ赤かな痕あとが残っている。

  「よう、お疲れさん」

  　そんな痕をさすっていると、ふいに何者かによって後頭部を小こ突づかれた。

  　振り返るまでもない。鏡にはクラスメイトの窪くぼ田た理り雄おのニヤケ顔が映り込んでいる。

  　僕は一瞬、彼の挨あい拶さつにどう反応しようか迷い、

  「あぁ、うん……」

  　面倒くさくなってリアクションを放棄した。

  　そんな僕の様子を見て、心配そうに覗き込んでくる理雄。

  「おいおい、どした？　どっか体調悪いん？」

  「別に……、どうして？」

  「だってお前、一時間めからずーっと全授業、眠りっぱなしだったじゃんよ」

  　そんな彼の指摘を受けた僕は、持っていたペンダントを胸ポケットにしまい、思い出す。

  　そうだ。今日、僕は午前中の授業をすべて使って、「カガミマクラの眠り方と、ルルディの現れる夢との因果関係」について実験していたのだった。

  　例のペンダントをつけたり外したり、意図的に深く寝たり浅く寝たりと、一時限目から四時限目まで様々な眠り方を試してみたのだが、結局、夢の中にルルディが現れたのは四回のうち、鏡を頭の下に敷いてうまく熟睡できた最後の一回だけだった。

  　やはり前々回の夢でルルディが言っていたように、噂うわさに忠実な状態で眠らないと例の夢を見ることはできないらしい。そして、同時にちゃんとした場所で熟睡していないと、今みたいに夢の途中で目が醒さめてしまうこともあるようだった。

  「うわ、目の下にすっげークマができてる。昨日きのう、なんか面白い深夜番組でもあったっけ？」

  「いや、ただ単に眠れなかっただけだから」

  「ふーん……、眠れなかっただけ、ねぇ」

  　やはり、細かい時間割で区切られた学校内では、きちんと夢を見ることは難しいのか。

  　アクムクエストはあと九ステージも残されている。

  　正直、一分一秒も無駄にできない。できるだけ長く、たくさん眠っていたいのだが。

  　やはり学校へ来たこと自体が間違いだったか。もう、律りち儀ぎに登校し続ける理由なんてないのに。僕がそんなことを考えていると、理り雄おが訳わけ知しり顔で頷うなずいてきた。わかるわかると呟つぶやきながら、口元をニヤリと吊つり上げる。

  「まだ寝たりないって顔してるぜ？　こういうときは仮け病びようをこさえて保健室で眠るに限る」

  「保健室？」

  　なるほど。確かにそれは、ちょっと考えれば簡単に行き着く結論だった。

  　あそこには清潔なベッドと静かな空気とサボタージュの大たい義ぎ名めい分ぶんがある。布ふ団とんがきちんとしているぶん、下へ手たをすれば家で眠るよりも寝心地が良いのかもしれなかった。

  「俺おれもついこないだまで、眠っても眠っても疲れがとれない時期があってさ。昼間、すっげー眠たいときはそうしてたんだ。実は養護教諭の種たね島じまって、こういうのに結構寛かん容ようなんだぜ」

  「へぇ……」

  　それはいいことを聞いた。僕は理雄に軽く礼を言って、席を立つ。

  　今は昼休み。ちょうどいい。保健室へ行って、このまま放課後まで寝てしまおう。午後の授業は……まぁ、適当な仮病をでっちあげてサボってしまえ。

  　そんなことを考えながら教室から出ようとしていると、

  「幹みき人と君っ」

  　ふいに背後から呼び止められた。

  　僕が振り返ると、そこには予想どおりの人物……普ふ現げん佳か奈な実みが、どこか咎とがめるような表情でこちらを見つめ、立っている。

  「……なに？　普現さん」

  　僕が名前を呼ぶと、彼女は少しだけ傷ついたような顔をしてから、いつもの小動物的視線でそれに答えた。

  「あ、あのっ、幹人君。今日はずっと授業中、寝ていましたよね」

  「あぁ、うん……」どうやら彼女にも見られていたらしい。「……それで？」

  「それでって……だから、えっと……、せっかく学校に来ているんですから、もっとちゃんと授業を受けたほうがいいと思います」

  「うん、そうだね」

  　僕なんて放っておけば良いのに、そう思いながらも曖あい昧まいに頷うなずく。彼女をこうまで突き動かしているのは何なのだろうか。委員長としての責任か、それとも幼おさな馴な染じみとしての義務感か。

  「幹人君、大丈夫ですか？　寝不足なのでしたら私、家で淹いれたコーヒーを持って来たんですけど、どうですか？　それとも、えっと、もし、悩み事とかあるのなら、相談とかも……」

  　そう言って上目遣いでこちらを覗のぞきこんでくる彼女。

  「あの、話すだけならタダですし、聞くことくらいなら私にだって……」

  「！」

  　それは眩暈めまいのような感覚だった。瞬間、彼女の姿が記憶に残る何かの像へとシフトする。

  　まどろむような目つき、右目側の泣きボクロ、柔らかな微笑。

  　正体不明のざわつきが、僕の心をかき乱す。

  「……幹みき人と君？」

  「いや、大丈夫だから……」

  　謎なぞの動揺はすぐに収まった。僕は彼女の脇わきを通り抜け、保健室へと足を急ぐ。

  「あ、あのっ、どこへ？」

  「保健室」

  「保健室!?　どこか具合が……」

  「平気だから」

  　彼女はなぜ、こうもお節せつ介かいを焼いてくるのか。今、僕の中に発生したあの衝動は何なのか。

  　いろいろと考えようとする思考回路を、僕は意い図と的に遮しや断だんする。

  　こんな些さ細さいな現実なんかに煩わずらっている暇ひまはないのだ。

  　早急に先ほどの夢を再開させる必要がある。

  　早く、早く眠りに落ちないと。
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  「おっそぉ──おおい！」

  　そんな声に瞼まぶたを上げると、すぐ目の前にルルディの背中があった。

  　疾しつ走そうするバイクの上で、運転手である彼女の背にしがみ付いたままの体勢。

  　高速で流れる町並みも、背後に迫る黒服のバンも、ルルディの身体からだの柔らかい感触も、すべてが前回と同じまま。先ほど中断した状態から、あまり状況は動いていないらしかった。

  「もう、まったく、会話中にいきなりログアウトするなんて！　これ、マナー違反だよ！」

  「ごめん。授業中だったんだ。できるだけ急いで戻ってきたつもりなんだけど」

  　そんな言い訳を重ねてみるが、彼女の曲がったへそは収まらない。

  「……まぁ、いーけどね。アリス君にも現実世界での都合ってやつがあるんだろうし、今の段階では自身の眠りを制御することなんてできないだろうし……、でもさ」

  「……でも？」

  　意味ありげに付け足されたその言葉に嫌な予感がし、聞き返す。

  　すると、彼女は膨らませていた口元を吊つり上げて、こう言った。

  「キミが現実世界でちんたらやっているうちに、追っ手の数が増えちゃったみたいだよ」

  「え？」その言葉に振り返る。「……っ！」

  　見ると、僕たちを追跡するバンの数が物凄すごい量に増殖していた。さっきまで二、三台がいいとこだったのに、今はヌーの大移動もかくやという勢いである。ぱっと見ただけでも二十台以上はありそうだった。

  「おいおい、嘘うそだろ……」

  「嘘も本当に変わるのが夢なんだよ」

  　のんきに講釈をたれるルルディから、再びバンの群れへと視線を移す。

  　よく見てみると、黒服が乗っている車は、全部が全部、同じ形をしたものだった。

  　車種が同じ、というわけではない。すべてが同じなのだ。

  　前方のバンパーにできた凹へこみから、ナンバープレートに記された数字まで、すべてがそのまま複製されたかのように酷こく似じしている。まるで、ミラーハウスで見る光景か、同じ画像をコピー＆ペーストして作ったチンケな合成写真を見せられているかのような感覚だった。

  　しかも、よく見るとこの形状には見覚えがある。

  　いや、見覚えどころの話ではなかった。その自動車は、叔お父じの乗っている車と同じ車種。

  　僕をこの町に、今いるあの家にまで連れん行こうしてきた。

  　なぜ、この車が今……そう思いかけ、ならばこそなのだと考え直す。

  　なにしろ、ここは、僕が見る悪夢の中なのだ。

  「……このままじゃ追いつかれる！　アリス君、応戦して！」

  　そんな僕の理解に気付いているのか、いないのか、バイクを限界まで加速させながらルルディがそう言ってきた。だが、そう簡単に応戦しろと言われても困ってしまう。

  「応戦もなにも、僕には武装マフィアに対抗できる武器の持ち合わせなんて……っ」

  　そう言いかけた直後、黒服たちの放った銃じゆう弾だんがバイクの車体を掠かすめて砕いた。

  　削り取られた外がい殻かくがあっけなく後方へと流されていくのを横目で見ながら、ルルディはやれやれといった様子でため息をついてみせる。

  「だから、その対抗手段を作り出す訓練なんだって。……前のステージでボクがやってみせたように、イマジネーションを駆く使しして武器を作り出せばいいんだよ」

  「いや、そんなこと言われても」

  「もー、仕方ないなぁ」彼女はそう言うと、どこからともなく白い布切れを取り出して僕のほうへと手渡してきた。「はい」

  「はいって、……これは？」

  　体操帽のような包み状になっているその白布を手に、首をかしげる。そんな僕に向かって、彼女はこんなことを言ってきた。

  「それは『異次元ポケット』！　中が異次元空間へと繋つながっていて、その先にあるありとあらゆる秘密アイテムを自由に取り出すことができるという、著作権ギリの優れモノなのだ！」

  「い、異次元ポケット？」

  「そう！　そこから好きな武器を取り出して、追跡車を撃退しちゃうのだ！」

  「しちゃうのだ、って言われても……」

  　異次元ポケット？　自由にアイテムを取り出せる？　この布切れが？

  「馬ば鹿かな、そんなこと──」

  「ありえないって思わないで」僕の言葉を先読みしたルルディが、やけに真ま面じ目めな表情でそう言ってくる。「何度も言うけど、ここは想像力が支配する夢の中。ありえないことなんて、この世界には存在しないんだから。……っていうかアリス君、キミは何のためにここにいるの？　そのありえないことを、できるようにするためにこの世界に来たんじゃないの？」

  「……！」

  　確かに、彼女の言うとおりだった。返す言葉もない僕の顔を見て、にっと笑うルルディ。

  「いい？　ポケットの中に手を入れて、イメージするんだ。強い武器を、便利な道具を！」

  「…………やってみる」

  　僕はそう答えると、言われるがままポケットの中に手を突っ込んで瞼まぶたを閉じた。

  「…………っ！」

  　大切なのはイメージだ。

  　何か強い武器。黒服たちのサブマシンガンにも負けない、圧倒的で絶対的な何か。

  　たとえば鉄をも貫つらぬく、大だい口こう径けいの拳けん銃じゆうで。

  　たとえば岩をも砕く、手投げ式の爆弾で。

  　たとえば城をも崩す、超強力な大たい砲ほうで。

  　そんな武装の数々が、ポケットの中からあふれ出すという想像。そんなイメージを頭で強く思い浮かべながら、ポケットの中を手探りであさってみる。

  「…………。……。………………っ」

  　だが、指先に伝わるのは、しっとりした布の感触だけだった。その手がイメージした武器を掴つかむことはなく……、何度イメージを浮かべても、出てこいと念じても、踏ん張っても唸うなっても力んでも、所しよ詮せんただの布はただの布。異次元になんて繋つながらない。

  「……駄目だ。どうやっても武器なんて出てこない」

  　想像するだけなら簡単なのに、そのイメージを明確に形にすることができなかった。

  　何でもできる夢の中にいるはずなのに、僕には何をすることもできやしない。

  「アリス君……」

  　失意に暮れる僕に顔を向け、何事かを言おうとするルルディ。だが、その寸前に何かに気付き、目を見開く。

  「……げげっ！」

  　その視線の先へ目を向けて、僕も見た。

  　後方のバン、その窓から身を乗り出した黒服たちが、これまで乱射していたサブマシンガンとは違う武器を構えている。

  　それは、皮肉にも今まさに僕が取り出そうとした大だい口こう径けいのマグナムであり、ごつごつとした手しゆ榴りゆう弾だんであり、禍まが々まがしいロケットランチャーであった。三台だけ先行した車から、三者三様の武器を突き出して笑う黒服の男たち。

  「掴つかまって！」

  　そう言うや否いなや、ルルディは大きく車体を傾け回避行動に移る。

  　だが、相手のほうがほんの少しだけ速かった。

  　まず、黒服の一人が放つマグナムの銃じゆう弾だんがルルディの肩に直撃。衝撃でよろけたところに投とう擲てきされてきた手榴弾が炸さく裂れつして、道路ごと僕たちを吹き飛ばす。

  　そのまま横転しかける車体。すぐ鼻先まで迫るアスファルト。

  「ルルディ！」

  「くっ……」

  　彼女は転倒しそうになるのを曲芸的なハンドル捌さばきでギリギリこらえ、走行を継続させる。

  　なんとか一命は取り留めたが、爆破の衝撃で車体はボロボロ。運転手であるルルディの白いバイクスーツもズタズタになり、あっという間にどす黒い血で染め上げられていた。

  　ヘルメットが砕け、彼女の素顔も外気に触れる。

  「はは……、ちょっちミスったかも……」

  　歯を食いしばったまま口元を吊つり上げ、苦笑してみせるルルディ。

  　その呼吸は荒く、額ひたいには大量の脂あぶら汗あせが滲にじんでいた。

  　初めて見る彼女の表情に僕は驚く。

  「ルルディ……、君、まさか、痛みがあるの？」

  　そんな僕の言葉に、彼女は呆あきれるようにして途切れ途切れの返事を返した。

  「アリス君たら、なに言ってるのさ、当然だろ、銃で撃たれて痛くない奴やつなんて、いないって」

  「でも、ここは夢の中で、君はこの世界の創造主のはずじゃ……？」

  　だから、いくら僕が傷ついて死にそうになっても彼女だけは平気なんだと、どんな目にあっても傷ついたりはしないのだと、そう思っていた。これまでの彼女が見せていた余裕な態度から、勝手にそう考えていた。だが、現に彼女は歯を食いしばって傷の痛みに耐えている。

  　困惑する僕に、ぐったりと小さな背を預けてくる彼女。撃たれた右腕がハンドルから離れそうになり、僕は慌あわてて手を伸ばす。

  　暴れようとするバイクのハンドルを、彼女の冷たい手越しにしっかりと握り締めた。

  「……ここまで深い夢の中だと、痛みも苦しみも忠実に再現される。それはキミも体験済みだろ？　……それに、あの黒服たちには自立して問もん答どう無む用ようでボクたちを襲おそうよう設定してある。……キミが命がけで特訓してるのに、そのパートナーでありトレーナーでもあるボクが、のうのうと安全圏になんていられるわけが、ないじゃないか」

  「な……」

  「……ボクはキミに賭かけてるんだ。キミが背負うリスクは、ボクだって背負うんだよ」

  「どうして、そんな意味のないこと。馬ば鹿かじゃないの!?　いや、馬鹿だよ！」

  　思わずそう返した僕に彼女は苦く悶もんの表情を歪ゆがめ、笑ってみせた。

  「……なんだアリス君、知らなかったの？　ボクはね、馬鹿なんだよ」

  「……っ！」

  　感情がぐるぐると回転し、物事を考えられなくなる。僕は右手にハンドルを、左手に異次元ポケットを握り締めたまま、奥歯が砕けそうなほど歯を食いしばっていた。

  「あ、アリス君、うしろ……！」

  　その言葉に振り返ると、後方にいる黒服がロケットランチャーの先端を僕らのほうへ向けているところだった。あれをくらったら損傷したバイクなんかひとたまりもない。もしうまく回避できたとしても、直後の爆風で転倒することは確定的だ。

  　どう転んでも死ぬ。

  　僕も、そしてルルディも。

  　別にいつどこで死んだって構わないとは思っていたが、こんな情けない思いを抱えたままで死んでしまうのは御ご免めんだったし、それにルルディを巻き込んでしまうのも、やはり嫌だった。

  　だから僕は、最後の最後で足あ掻がくことにする。

  　握り締めていた異次元ポケットに手をつっこみ、力いっぱい瞼まぶたを閉じた。

  　イメージしろ、何かの武器を。この状況を切り抜ける一撃必殺の秘密兵器を。

  　だが、ポケットは一向に反応しない。何かが出てくることはない。

  　出ないなら、もっと強くイメージするんだ。

  　もっと強く。もっともっと。もっともっともっと……。

  「それじゃだめなんだ」

  　歯は軋ぎしりしながら念じ続ける僕に、ルルディがか細い声でそう言った。

  「そんな『お願い』じゃなくて、もっと明確に、強固に、『そうあれ』とイメージしないと」

  「そんなこと言われたって。どうすれば……」

  「……キミはどうしたいんだ？　背後に迫るあいつらを、一緒に走るこのボクを、窮きゆう地ちに陥おちいる自分自身を、キミはいったいどうしたい？　そして、そのためには何が必要で、その必要なものはどこから調達できるんだ？　考えるんだ。想像するんだ。そして、創造に繋つなげるんだ」

  「僕は……」

  　僕は、背後に迫る黒服を退しりぞけたい。

  　ルルディと一緒に生き残り、次の試練に進みたい。

  　そのためには、この異次元ポケットから何かを取り出さなければいけない。

  　この状況を突破できるだけの、何かを。

  　別に敵を全ぜん滅めつさせる必要なんかない。あいつらの車をほんの少しだけ、足止めすることができれば、それでいい。だから……、そのために必要なものは……。

  　そんなとき、ふいに思考が予想していなかった方向に飛躍した。

  　頭の中に浮かぶのは、いつか見た馬ば鹿かみたいなラブコメの一場面。

  「……あれ？」

  　もしかして、わざわざ武器なんて出して戦わなくてもいいんじゃないか？

  　もっとこう簡単で。

  　単純で。

  　安っぽくて、馬鹿らしい。

  「これ」さえあればすべて事足りるのでは？

  　そして、たとえ強力な武器は作り出せなくても、

  「これ」くらいなら僕にだって……。

  「……！」

  　ふいに、自分の頭の中で「それ」の確かなイメージが凝ぎよう結けつした。

  　その途端、ポケットの中に突っ込んでいた指先が、冷たくて柔らかい何かに触れる。

  「あ」

  　そうか。

  　難しいと考えるから、本当に難しくなる。

  　もっと簡単に純粋に、ただ「できる」と思うだけでいい。

  「……それだけで、よかったんだ」

  　僕はそんな確信とともに、ポケットの中に入っていた「それ」を掴つかみ、取り出した。

  　そして、僕の想像どおりに具現化された「それ」を手に掲かかげ、力いっぱい振り上げる。

  「やった！　アリスく……ん？」

  　異次元ポケットの発動を知り、歓喜の声を上げるルルディ。だが、その声は彼女が僕の出した「それ」を見た途端、尻しりすぼみになって、風にかき消されていった。

  　彼女の視線の先にある「それ」

  　追跡車のハイビームに照らされ、光り輝かがやくそのアイテム。黄色くて、柔らかくて、へにゃっとしていて、かすかに甘い匂においを放つ「それ」こそは、

  　何を隠そう、バナナの皮だった。

  「なぜに!?」

  「まぁ、見てて」

  　素すっ頓とん狂きような声を上げるルルディをよそに、僕は取り出したその皮を即座に背後へと投げ捨てる。べしゃりと、生っぽい音をたてて道路に落ちるバナナの皮。

  　そして、僕の予想どおりすぐ背後まで迫っていたバンがその上を通ろうとして、つるんという軽快な音をたて、そのタイヤを盛大にスリップさせた。

  「は？」

  　ルルディの顎あごが、かくんと落ちる。

  　そんな彼女の目の前でスリップしたバンに後方のバンがぶつかり、さらにその横にいたバンも巻き込まれた。そのまま、玉突き的に次々とぶつかり合っていく車たち。ぶつかり合い、停止した車の山に後続車が次々と突っ込んでいき、被害をさらに拡大させる。

  　密集していたことがあだとなったのだろう。バナナの皮ひとつから生み出された小さな影響は、既に黒服の車全体へと波は及きゆうしていた。

  　もはや、僕たちを追跡できるような状態ではない。道路は完全に横倒しになった車で塞ふさがれ、黒服たちはつぶれた車から逃げ出すので精いっぱいのようだった。積んでいた火薬にでも引火したのか、ところどころで爆発まで起きている。

  　停止させたバイクから降り、その光景を眺めていたルルディが呆あきれたように呟つぶやいた。

  「嘘うそだろ……？　キミの常識ではバナナの皮でスリップするの？　四輪車が？」

  「いや、そんなわけないけど……。何でだろう、バナナの皮で車がスリップするっていうイメージが、突然ふっとわいたんだ。……もしかしたら、昔やったテレビゲームかなにかの影響かも」

  「それってもしかして、マリカじゃ……」そう言いかけて、こほんと咳せき払ばらいする彼女。「でも、ひょっとすると。いや、ひょっとしなくても、これってすごいことだよアリス君！」

  「は？」

  「わからないの？　キミは異次元ポケットから物を取り出してみせただけじゃなく、その後に発生する事じ象しようまで操作したんだよ！　今、キミは物理現象を想像力でねじ曲げたんだ！」

  　嬉うれしそうにそう言って、僕の手を掴つかみぶんぶんと振ってみせる。

  「すごい、すごいよ！　これまで何人もの人間がこの試練に挑いどんできたけど、一発でここまでできるようになったのはキミが初めてだ！　キミ、最高！　最高すぎて惚ほれ直しちゃいそー！」

  　瞳ひとみをきらきらさせ、ぴょんぴょんと跳はねながらそう続けるルルディ。しまいには、体当たりでもするかのように抱きついてくる。

  　そんな彼女の様子につられて微笑ほほえみそうになって、僕はとある違和感に気付き首を捻ひねった。

  　……こいつ、少し元気すぎやしないだろうか。

  　彼女は拳けん銃じゆうで肩を撃たれ、手しゆ榴りゆう弾だんをもろにくらって、先ほどまで死にそうだったはずなのではなかったのか。しがみ付く彼女の身体からだを引っぺがして確かめるが、彼女の身体にはそんな傷きず跡あとなんて一つもないし、バイクスーツにも汚れ一つ付いていない。砕けたはずのヘルメットまで元の状態に戻っていた。

  「あれ？　ルルディ。……僕の記憶が確かならば、君は肩を撃たれていたはずだけど」

  「あぁ、あれ？」恐る恐る聞いてみる僕に、彼女は軽い様子で返事する。「治ったよ。というか、治したんだけど」

  「は？　治……？　え？　だって……」

  　お前さっき、僕だけを危険な目にはあわせられない。僕が負うリスクを自分も背負う。みたいないことを言っていなかったか？

  　そう戸惑う僕に、彼女は「ちっちっ」と指を揺らして笑ってみせた。

  「確かにボクは今、キミと同じ条件設定下にいる。君と同じように怪け我がするし、痛みだってあるさ。でも、ここは完全明めい晰せき夢むの中なんだよ？　ボクくらいの熟じゆく練れん者しやになれば、怪我を一瞬で治ち癒ゆさせることだってワケないさ。まぁ、今のキミには、まだまだできない芸当だけど」

  「……………………あぁ、そう」

  　僕は一気に脱力し、その場にへたり込んでいた。

  　本気になっていた自分が、急に馬ば鹿か馬鹿しくなってくる。

  　先ほどまでの熱い気持ちを返してほしい。心底そう思いながら特大のため息を吐きだした。

  「でも、今回のでコツは掴つかんだでしょ？　結果オーライってやつじゃない？」

  　僕の気持ちも知らずにそう言って、ニンマリと笑ってみせる彼女。

  「それに、必死に頑張って何かを成し遂げるのって、結構気持ちよくない？」

  　そんな言葉にぼんやりと顔を上げる。

  　前回の闘技場のときもそうだったが、こんなふうに焦あせったり怒ったり、感情を動かすのは久しぶりのような気がしていた。それはまるで、凝こり固まった筋肉が解きほぐされるかのような感覚で、じんわりと心が熱を持ったような錯さつ覚かくを僕に与える。

  　ふいに眩まぶしさを感じ、目を細めた。気がつくと、彼女の背後から光が差し込んできている。まるで後ご光こうが差しているかのようなその光景。それが朝日だと気付くのに、少し時間がかかる。ミッドナイト・シティに、朝がきたのだ。

  　ハイウェイの上から見る夜明け。それは夢の中ならではの、幻想的で美しいものだった。

  　そんな景色に心奪われる僕へ手を伸ばし、ルルディが宣言する。

  「おめでとう！　ステージクリアだよ、アリス君！」

  　そこで、唐突に夢は終わった。



  


   ４　現実とリバウンド

  

  　謎なぞの夢少女、ルルディ・リデルに誘われ夢修しゆ行ぎようを始めてから、かれこれ一週間。

  　僕は、順調にアクム・クエストを攻略しつつあった。

  　コツさえ掴つかめば、あとは簡単だ。

  　夢の操あやつり方も言ってしまえば技能の一つ、自転車の運転や水泳と同じようなものだった。慣れてしまえば、特に意識せずとも自然にこなせるようになってくる。

  　大切なのは「できる」と確信することだったらしい。一週間前、僕が異次元ポケットからバナナの皮を取り出したあの瞬間から、僕の見る夢は確実にその質を変えていた。

  　今ではもう、異次元ポケットなんていう「触しよく媒ばい」を使わないでも、九九を諳そらんじるように夢内でのイメージを具現化することができている。

  　そう、たとえば──、

  「こんなふうに……！」

  　僕はそう呟つぶやくと、何も持っていない右腕を頭上へと振りかざし、明めい瞭りようなイメージとともに振り下ろした。その途端、右手に伝わるずしりという確かな感触。

  　次の瞬間、僕はその手に自分の身長ほどはあろうかという巨大な大剣を携たずさえている。

  　ひ弱な高校生の細腕にはどうやったって持ち上げることができないだろうこの武器を何の苦もなく構えることができるのも、僕のイメージによる産物だ。今の僕は熟じゆく練れん剣士。映画やゲームの登場人物みたいな、超人的な身体能力や体術を使いこなすことだってわけない。

  「さて……」

  　持っていた大剣をひょいと肩に担かつぎ、周囲を見渡してみる。

  　僕は今、薄暗い森の中に一人だった。

  　鬱うつ蒼そうと茂る濃い緑。蒸むれた草の匂においの中にかすかな硫黄いおうの臭しゆう気きを嗅かぎ取り、その方向へと足を進める。恐らくはこの向こうに、今回の敵がいるはずだ。

  『──ステージ５。スリーピング・フォレスト』

  　先ほどこの世界に降り立った際に、頭の中へ流れてきたルルディの説明を思い出す。

  『──ここは剣と魔法の幻想世界。キミはとある冒険者で、たまたま立ち寄った小村の村人から村が夜よな夜な凶悪なモンスターによる被害を受けていることを知ったんだ。持ち前の正義感から苦しむ村人を放っておくことができなかったキミは、単身、そのモンスターが潜ひそむ密林へと足を踏み入れることになる……』

  　相変わらず、無意味に細かいバックストーリーだ。もしかしたら、彼女は自みずから作った設定に自分で酔ってしまうタイプなのかもしれない。現に彼女は今回だって……、

  『──え？　そいつの名前？　ふふふ、今回のキミが相手するそのモンスターはね……』

  　茂みを掻かき分けると、少しだけ開けた空間に出た。

  　瞬間、頭上から鋭い殺さつ気き。

  「来たか！」

  　反射的に前方へと身を投げ出し、迫りくる爪つめの一撃を回避する。そのまま草の上を前転して距離を取り、剣を構える僕。その視線の先には、予想どおりの化け物がいた。

  　まるで炎のように赤黒い毛並みをゆらゆらと波立たせ、鋭い牙きばの隙すき間まから荒々しい息を吐き出すその姿は、子牛ほどの体たい躯くをしたドーベルマンみたいな大型犬。

  『──地獄の猟りよう犬けん、ヘルハウンド！』

  　低い唸うなり声を上げながら真っ赤かに血走った目をぎょろりと動かすそのモンスター。

  （よりにもよってドーベルマンか）

  　僕は一瞬引き攣つった口元を無理やり動かし、不敵な笑みに変えてみせる。

  　確かに手ごわそうな化け物だが、それでも「僕の想定する冒険者、アリス・ミキト像」のほうが一枚も二枚も上うわ手てだという自信があった。そして、その自信こそが僕のイメージを補強する。

  「たいそうな名前だけど、所しよ詮せんはでかいだけの犬っころだ」

  　そんな挑ちよう発はつの意い図とを感じ取ったのか、敵が動いた。犬ならではの俊しゆん敏びんかつ獰どう猛もうな動き。だが、ここにくるまで様々な修しゆ羅ら場ばを切り抜けてきた（という設定の）僕の研とぎ澄まされた反射神経は、それに完かん璧ぺきな対応をしてみせる。

  　弾だん丸がんのように飛びかかってくる牙の一撃を、左手に持っていた大剣の腹でガード。そのまま攻撃の勢いをいなし、がら空あきになった犬の横腹に、固く握り締めた右の拳こぶしを叩たたき込んだ。

  　鍛きたえ抜かれた筋肉より放たれる鋭いアッパー。衝撃の後、跳はね上がる敵の体躯。

  　だが、奴やつの目は少しの怯ひるみも感じさせなかった。その鋭い眼がん光こうからは、体勢を立て直したらすぐにでもまた襲おそいかかってくるという明確な意思を感じ取ることができる。

  　だが、僕にはもう奴の反撃を許すつもりも、体勢を立て直させるつもりもなかった。

  　数秒間の滞空時間。僕はその隙を逃のがさない。

  　流れるような動きで大剣を両手で構え直し、そして、

  「たぁっ！」

  　一いつ閃せん。そのまま、空中の敵を両断した。

  　夜の密林に木こ霊だまする甲かん高だかい犬の悲鳴。

  　ヘルハウンドが地面に落ちるとき、その身体からだは二つの肉片になっている。

  「よしっ、撃破！」

  　ピクピクと痙けい攣れんするその肉にく塊かいを一いち瞥べつし、僕は、ぐっと拳を握り締めていた。

  

  

  

  　周囲に立ちこめていた硫黄いおうの臭においが消え去り、張り詰めていた場の空気が緩ゆるむのがわかる。

  　なんとか今回も無事、悪夢をクリアすることができたようだった。

  　そんなとき、ふいに頭上から聞き慣れた声がかけられる。

  「うわ、グロイね」

  　視線を上げると、僕のすぐ頭上に手のひらに乗りそうなサイズにまで縮まったルルディ・リデルの姿があった。

  「や、おかえり。アリス君」

  　木の葉をつなぎ合わせたような服を纏まとい、緑色に淡く輝かがやくその身体からだ。よく見ると背中には蝶ちようの羽みたいなものが生えていて、それを小刻みに動かして滞空している。

  「うん、ただいま……って、何？　その格好」

  「強力な魔物に苦戦する冒険者に的確な助言を与える森の妖精……のはずだったんだけど」

  　そう言いながら、僕の手の上に止まる小さいルルディ。どこか不機嫌そうに僕を見上げる。

  「……キミがモンスターを瞬殺したせいで出番がなくなっちゃったじゃないか！　せっかく可愛い妖精ファッションをデザインしたのにっ！　どうしてくれんのさー！」




  [image: ]


  「そうなんだ、それは悪かったね」

  「むぐーぅ、全然悪びれてないしーっ！」

  　手のひらの上で憤ふん慨がいし、地じ団だん駄だを踏む彼女。だがすぐにころりと表情を変え、

  「……にしても、まさか、もうここまでやれるようになるなんて。確かに才能があるとは思っていたけれど、しょーじき、こんなに上達が早いとはね。恐怖すら感じちゃうくらいだよ」

  「そうなの？」

  「そーだよ！　……まったく、すっかりふてぶてしくなっちゃって。つい一週間前まで迷える子羊みたいだったのが信じられない！　……アリス君、覚えてる？　最初のキミったら、すっごいへっぴり腰でさ。鬼に睨にらまれるなり両手を挙げて、『ムリ！　ゼッタイムリ！』って……」

  「……その件は忘れてほしいんだけど」

  「やーだね、忘れてあげない」

  　ルルディはどこか嬉うれしそうにそう言って、僕の手からひょいと飛び降りる。

  　その足が地面に着いたときには既に彼女の身体からだは元の人間大のサイズにまで戻り、服装もいつもと同じ純白のワンピースに変化していた。

  　同じ目線になった彼女は、まじまじと僕のほうを見ながら言葉を続ける。

  「……でも、本当に不思議だなー。どうなってるんだろう。アリス君のその、夢への信頼感は」

  「夢への信頼感？」

  「そ、普通の人間はさ。虚きよ構こうや欺ぎ瞞まんでしかないはずの夢ってものに、多少なりとも抵抗があるはずなんだよね。実際、キミより前の『アクム・クエスト』挑戦者はまずはじめにその段階で躓つまずくことが多かった。……でも、キミにはそれがない。むしろ、夢に全ぜん幅ぷくの信頼を置いていて、すべてを委ゆだねているようにすら見えるんだ。……思い当たる節ふしとか、ない？」

  「……いや、どうだろう」

  　そんな彼女の洞察に、曖あい昧まいな返事で恍とぼけてみせる。

  　つい彼女の胸元……、そこに光るペンダントへ向きそうになっている視線を無理やり捻ねじ曲げ、彼女の瞳ひとみを直視しながらこう答えた。

  「ぱっと思い浮かぶ心当たりは、ないかな」

  　だが、それは嘘うそだった。彼女の言う信頼感の正体に、心当たりがないでもないのだ。

  　僕は一度、夢に命を救われたことがある。

  　それがなければ今、こうして生きていることもなかっただろうと確信できるほどの夢幻。一時期、僕の生きる希望だったその虚構。

  　たぶん、あれの残ざん滓しがまだ心に影響を与えているのだ。

  「ま、アリス君に心当たりないなら、いいんだけどさ」いぶかしげな表情でそう言ってから、ルルディは言葉を付け足す。「……でも、この成長スピードなら、次の段階に進むのも、もうすぐかもね」

  「次の段階？　何それ」

  　気になるワードを聞き、首を捻ひねる僕。だが、彼女はいつもの悪いた戯ずらっぽい笑みをニンマリと浮かべるだけだった。

  「それはまだヒミツー、ふふ、残念でしたー」

  「あっそ……」

  　まぁ、そう返されるだろうことはわかっていたけれど。

  　僕は軽くため息をついてから、近くにあった切り株の上に腰を下ろす。

  「……で、言われたとおりモンスターは退治したんだ。これで、もうステージクリアでしょ？」

  「まーねー」

  　どこからともなく取り出したパイプ椅い子すに腰掛けながら返事する彼女。

  「……でも、どうしよっかな。キミが予想よりずっと早く話を終わらせちゃったせいで、夢が終わるまでまだ時間が残ってるんだ。といっても、残り時間は今から次のステージに挑いどめるほど長いわけじゃないし……。うーん、帯に短し襷たすきに長し……」

  　特に意味もなくパイプ椅子をギシギシいわせながら、ひとしきり悩んでみせる彼女。

  　ふと思いついたように顔を上げ、こんなことを提案してきた。

  「よし、じゃあちょっとお話ししよっか」

  「お話……？」

  「うん。だってこうして『アクム・クエスト』が始まってからずーっと、戦ってばかりで、普通の会話ってあまりしてこなかったじゃない？　ここらへんで、いっちょ相互理解を深めるのも悪くないかなーって」

  「相互理解って」そもそもルルディ自体が正しよう体たい不明じゃないか。「……たとえば？」

  　僕がそう尋ねると、彼女は伸ばした人差し指に顎あごを乗せ──。

  「うーん、たとえばねー。趣味とか、好きなものとか？　……ちなみにボクの趣味は覗のぞきで、好きなものは他人の修しゆ羅ら場ばかな。こうして長い間、いろんな人の夢を渡り歩いていると、なかにはけっこう面白い愛あい憎ぞう劇げきを体験している人もいるんだよね。この前、見たのはすごかったよー。実の母親が毎日のように男をとっかえひっかえしていく様を、幼おさない頃ころからまざまざと見せ付けられて育った少年がねー……」

  　いきなり、そんな下げ衆すいことを言い出した。

  「……って、なんだよその反応！　せっかく人が正直に告白しているっていうのにー！」

  「いや、いきなりそんなカミングアウトされても普通、反応に困るんだけど」

  　若干ひいた僕の反応に、両方の頬ほおをぶぅと膨ふくらませる彼女。

  「じゃあ、アリス君はどーなのさ。そこまで言うんだったら、さぞかし立派なご趣味がおありになるんでしょーねー？」

  「え？」

  「ほらほら、ボクにあんなことを言わせておいて、自分だけ逃げようなんて考えるなよー？」

  　言わせるもなにも、自分から勝手に言い出したくせに。そんな突っ込みを我慢しながらも僕は質問の回答に思考を伸ばそうとして、ふと気付く。こうして改めて考えてみると、

  「……趣味と言えるようなものは、ないかな。これといって好きなものも、ない気がする」

  　自分でも驚くほど味けないその回答。だが、彼女は気にした様子もなく、質問を重ねてくる。

  「じゃあ家族構成は？　アリス君って一人っ子？」

  「いや、姉が一人いるけど」

  　正確には、その姉一人しか家族はいない、だが。

  　心の中でそう付け足す僕に、彼女は興味深げな視線を向けてくる。

  「へぇー、お姉さんって、どんな人なの？」

  「どんな人って……」

  　そう言いかけた途端、頭の中で何かの箱がぱかりと開いた。直後、脳内に姉との記憶が溢あふれ出してくる。

  　軽くウェーブのかかった長髪に、ふわりと香る甘い匂におい。常にまどろんでいるかのような垂れ目に、右目側の泣きボクロ。

  　ただの未練だ。そう自じ省せいしつつも、僕の舌は勝手に続く言葉を連ねていた。

  「おっとりしていて口調もすごくのんびりなんだけど、頭の回転はすごく速くて。意外と負けん気が強くて意い固こ地じな面もあって。いつも優しくて笑顔で。母が死んでからは母代わりとして頑張ってくれて、父が死んだあとは僕を学校に行かせるために働くようになって、それで」

  「うんうん、それで？」

  「それで……」

  　三年前に僕を見捨てて、姿を消した。

  「……いいだろ、もう僕の話は」

  「えーっ、途中まで言いかけたくせにーっ」パイプ椅い子すを揺らしながら、不平をこぼすルルディ。だがすぐに表情を変え、ニマニマ笑いながら聞いてくる。「……っていうか、アリス君。キミ、シスコンでしょ。どう考えても今のはシスコンのカミングアウトでしょ」

  「いや、違うけど」自分の感情を黙もく殺さつしながらそう答える。「……っていうか、君は何だか知らない原理で今、僕の脳に寄生してるんだろ。現実でのことだって把握できてるんじゃなかったの？　なら、わざわざ聞いたりしなくたって……」

  「いやいや、ボクは基本的にこの世界にしか存在することができないからね。外の世界だって、部分的にしか覗のぞき見られないんだ。……だからこそ、より一層、興味がわいてくる」

  　そう力りき説せつした彼女は、その金の瞳ひとみで僕のことをじっと見つめてきた。

  「……ねぇ、アリス君。キミにとって現実ってどんなもの？」

  　先ほどまでとは違い、どこか真剣な表情でそう問いかけてくるルルディ。

  　普段からは考えられない真ま面じ目めな様子に戸惑いながら、僕は答える。

  「僕にとっての現実は……」

  　考えるまでもなかった。それは僕がずっと抱いだき続けてきた感情でもある。

  　だが、その答えを口にしようとして、とっさにうまく言葉にまとめることができない自分に気がついた。抽象的で、ふわふわしていて、うまく形にできない厭えん世せい観かん。

  　だから、仕方なくこう表わす。

  「……ゴミだ。理り不ふ尽じんで不ふ条じよう理り。現実なんて何の価値もないゴミクズだよ」

  　すると、その答えを聞いた彼女がいきなりパイプ椅い子すから立ち上がった。

  「そっか……」

  　そう言うなり、僕のほうへともたれかかってくる彼女の身体からだ。

  「え？　な……」

  　その行動の意い図とがわからず、目を瞬まばたかせることしかできない。そんな僕を至近距離から見上げるようにして、ルルディがふわっと表情を和やわらげる。

  「ねぇ、アリス君……」

  　直じかに触れて感じる彼女の温もり、そして微かすかに香るその匂におい。

  　まるで、いつかどこかで感じたことのあるような……。

  「なら、もう、いっそのことさ……」

  　彼女が何かを言いかけたところで、その日の夢は終わりを告げた。
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  　現実なんてゴミクズである。

  　今の自分が置かれている状況を冷静に判断した結果、僕はそう再認識せざるをえなかった。

  「おい、聞いてんのかよ？」

  「寝ぼけた面つらしてんじゃねーぞ」

  　口々に何か言いながら僕を小こ突づく周囲の男たち。それに対し、僕は気付かれないよう軽くため息をついて、瞼まぶたを閉じる。何をどう考えても、現状は芳かんばしくなかった。

  　平和な朝の通学路、その片かた隅すみで見るからに不良っぽい男四人組に囲まれていちゃもんをつけられている高校生、それが今の僕だった。

  　僕らを素通りして歩くほかの通学者たち。彼らからの奇異の視線を鬱うつ陶とうしく感じながら、僕はどうして自分がこんな目にあっているのかについて思考を伸ばす。

  「だーかーら。お前、弁べん償しようできんのかって聞いてんだよ」

  「さすがにさ、俺おれの単車傷モノにして、このまま普通にガッコー行けるとは思ってないだろ？」

  　正直、運が悪かったとしか言いようがなかった。

  　いつのものように夢から目覚め、いつものように学校へ向かう途中、いつものようにぼんやりと通学路を歩いていたら、ちょうど僕が通りかかったところで路ろ肩かたに止めてあったバイクがいきなり転倒したのだ。

  　嫌な予感がしてそのまま素通りしようとしたら案の定、すぐ近くでだべっていたらしいバイクの持ち主たちが集まってきて、あっという間に僕を取り囲んできたというわけである。

  　恐らく、坂道に止めてあったせいでバランスが悪かったところに強風が吹いたのが転倒の理由だと思うのだが、彼らからしてみれば不注意な歩行者であるところの僕が鞄かばんの紐ひもでも引っかけたようにしか見えなかったとのことだった。

  「黙ってないで何か言ったらどうなんだよ」

  　彼らのリーダー格らしい男が、凄すごみを利かせた顔を近づけて言う。鶏冠とさかみたいに逆立てた金髪と唇くちびるにつけられたピアスがどうにも悪趣味だが、ガタイは良く、喧けん嘩か慣れしていそうだった。

  「すみません」

  　正直、冤えん罪ざい以外の何ものでもなかったが、ここで否定してもどうせ信じてもらえるはずがない。そう考え、とりあえず要求どおり謝ってみる。だが当然、金髪はそれで満足なんてしなかった。

  「は？」

  　そう聞き返してくる金髪。どうやら、もう一度言えということらしい。

  「……すみません」

  　若干の屈くつ辱じよくを覚えつつも、繰り返す僕。

  　今度は彼らにも聞き取れたらしかったが、状況は少しも改善しなかった。

  「こいつ、自分の罪を認めたぜ！」

  「っつーか、すみませんで済むと思ってんのかよ」

  　じゃあなんて言えばよかったんだよ。と答えるわけにもいかず、黙り込む。

  　今は、どう対処しようとも逆効果になるだけだろう。もうこうなったら、相手が飽きるまで待つしかないと、腹をくくる。いつものように思考を放棄して心にフィルターをかけ、相手がぐちゃぐちゃと何かを言っているのをぼんやり眺めることにする。

  　しばし、学校内での効率のいい睡眠時間獲得法について思いを巡らす僕。

  「……ちょっと、こっちこいや」

  　すると、いつの間にか、人目につかない場所に連れ込まれそうになっていた。

  　恐らく、ここからが彼らの本ほん領りよう発はつ揮きなのだろう。今から始まるだろう遊びの時間に、彼らの瞳ひとみは爛らん々らんと輝かがやいている。

  （……まぁ、でも、それで向こうの気がすむなら、それでいいか）

  　まったく自慢にならないが、こういう状況には慣れっこだった。例の撮影会に比べれば、このくらい可愛いものだろう。そう考え、僕がおとなしく連れ込まれようとしていると、

  「ちょ、ちょっと……、ちょっと待ってくださいっ！」

  　そんなか細くも、たどたどしい声が割り込んできた。

  「あん？」

  　興きようを削そがれたといわんばかりの不機嫌顔で振り返る男たち。

  　と、すぐにその顔が、また別の嫌らしさに歪ゆがめられる。

  　嫌な予感がして振り返ると、やはりそこには僕の見知った顔がいた。

  　黒くろ縁ぶち眼鏡めがねにお下げ髪という地味めな容よう姿し。小ぢんまりとした体たい躯くを震わせ、それでもキッとこちらを睨にらみながら口をぱくぱくさせている彼女は普ふ現げん佳か奈な実み、僕の知り合いだ。

  「なに、お前」

  「わ、私見てました、幹みき人と君は何もしてません。そのバイクは、し、自然に倒れたんですっ。幹人君は偶然、そこに居合わせただけでしてっ……」

  　男の一人に詰め寄られ、わたわたしながらも佳奈実はそう声を振り絞っている。そんな彼女の身体からだを上から下まで観察し、ほかの仲間と目配せして笑い合う男。その表情は先ほどとは比べものにならないくらい嬉うれしそうで、彼らの下げ卑びた考えがありありと透すけていた。

  「……へぇー、そうなんだ」

  　僕を囲むように立っていた男たちが、佳奈実のほうへと向き直る。

  「君がそう言うんなら、そうかもな。うん、そうに違いないぜ。なぁ」

  「あぁ、そうだな。俺おれたち勘違いしちゃってたぜ。悪い悪い」

  　態度を急変させ、頭を下げてくる男たちに、佳奈実はしばしきょとんとした後、

  「い、いえ、わかっていただければ、それで」

  　そう言って、ほっと胸をなでおろしている。

  　この馬ば鹿か。

  　僕の心に落ちてきたのは、実に端たん的てきな感想だった。このまま僕が適当に殴なぐられていれば、それで収まったものを。彼女はどうして、首を突っ込んできたのだろうか。

  　このまま彼らが佳奈実の言葉を信じておとなしく引き下がるはずがない。

  　下へ手たをすれば、事態はさらに悪化することに……。なんてことを考えていると案の定、既に佳奈実へ興味を移した男たちが、彼女の元へと集まっていく。

  「じゃあさ、そのときの状況を詳しく教えてくんない？」

  「……え？」

  「ここじゃ何だから、もっと落ち着いて話せる場所でさ」

  「あ、あの……？」

  　佳奈実を取り囲むようにして、その小さな肩に手を置いて笑う男たち。ようやく事態が何の解決も見ていないことに気付いた佳奈実がおろおろと慌あわて出す。

  「え、ええと、その、わ、わたし、これからあの、学校で……」

  「いいじゃんそんなの、一日くらいサボったってバチなんかあたんねーよ？」

  「そうそう、俺おれらなんて万年欠席状態だけど、まだバチあたってねーもんな」

  　何が面白かったのか、そう言い合って爆笑する彼ら。必死で抵抗しようとする佳か奈な実みを押さえつけ、そのままどこかへと連れていく。

  　そんな様子を黙って見ていた僕に、男たちの一人が興味なさげに一いち瞥べつして言った。

  「あ、お前はもういいから。頑張って皆かい勤きん賞しようでも取ってちょうだいよ」

  「……」

  　くそ、最悪だ。

  　咄とつ嗟さにその後を追おうとする僕。だがその足も、急に振り返った金髪ピアスに睨にらまれ、立ち止まっていた。

  　そんな僕の反応を見て失笑する金髪ピアス。おもむろに僕の肩を掴つかむと、手て馴なれた様子で僕の腹に膝ひざを叩たたき込んでくる。

  　肺の空気が丸ごと搾しぼり出されるかのようなその一撃に、思わず僕は跪ひざまずいていた。

  「お前はもういらねーっつったろ。じゃーな」

  　そんな僕を見下ろした金髪ピアスが、そう吐き捨てて去っていく。

  「幹みき人と君っ！」

  　少し離れたところから、佳奈実が何か言っていた。僕の身を案じているのか、僕に助けを求めているのかわからないが、どちらにせよ今の僕に返事できる余裕はない。

  　頭の中に浮かぶのは、大量の疑問詞だった。

  　どうして僕はあの程度の攻撃を見切ることができなかったのか。

  　そして、どうして今すぐにでも立ち上がって、反撃することができないでいるのか。

  　あんな、どこからどう見ても雑ざ魚こっぽい町の不良が放つチンケな一撃で、最強のグラディエーターであり、無敵の熟じゆく練れん冒険者でもあり、凶悪なマフィアや凶暴なモンスターを撃退することだって朝飯前の、この僕がなぜ。

  （……いや、なぜもクソもないのか）

  　僕はわかっていたはずじゃないか。理解だってしていたじゃないか。

  　夢は夢。現実は現実。

  　そして現実での僕は、どうしようもないほどに無力で、惨みじめで、弱い。

  　だからこそ、僕は。

  　そんな思考に意識がぐるぐると渦巻くのを感じながらも僕は、遠ざかる佳奈実の背中をただ眺めていることしかできないでいる。現状で僕にできることはもうない。あとは警察でも呼ぶしかないかと、自分でも吐き気がするほど情けないことを考えていたそのとき──。

  　ふいにその男は現れた。

  「あのー、ちょっと待ってくれませんかね」

  「んだよ、今度は」

  　再度楽しみを妨害された男たちが、面倒くさそうに振り返る。そして、そこに立つ男を見ると、眉み間けんに皺しわを寄せて舌打ちをした。

  「何？　アンタ」

  「いやー、実はこいつら、俺おれのダチでさ。こういうのは、ちょっと見過ごせないんだよね」

  　そう言って、頬ほおをぽりぽりと掻かいて苦笑する窪くぼ田た理り雄お。

  「……でも俺、こんな朝っぱらから公衆の面前で喧けん嘩かとかしたくないんだよな。できれば穏おん便びんにこの場は収めてもらいたいんだけどさぁ、……駄目？」

  　そんな理雄の発言に金髪ピアスは唾つばを吐く。

  「おいおいなんかカッコイーな、お前っ！」

  　そう言うなり、理雄に向かって殴なぐりかかろうとする金髪。だが、その動きを予想していたのか、理雄の反応は速かった。ダッキングでその拳こぶしを回避すると鋭い動きで拳を繰り出し、金髪の鼻先スレスレを意い図と的に掠かすめてみせる。それは洗練された、心得のある人間の技だった。

  「んなっ……!?」

  　唖あ然ぜんとして固まる金髪ピアス。理雄は彼の半開きになった口、その唇くちびるにつけられたピアスをひょいと摘つまんで引っ張ってみせる。

  「お前のピアスもカッコイーな。俺にも一個くれよ」

  「……ぼ、ボクサーが一般人殴っていいんかよ」

  「何言ってるの、お前？　俺はボクサーじゃないし、お前は一般人じゃない。だからホントは相手してやってもいいんだぜ？　なぁ、お前らも見ているだけじゃつまんないだろ？」

  　理雄はそう言うなりニヤリと笑って、金髪の後ろで戸惑っている不良たちに凄すごみをきかせる。

  　今のやり取りで理雄が一ひと筋すじ縄なわではいかないことに気付いたのだろう。男たちはそれぞれよくわからない言葉を口ごもり、じりじりと後ずさっていた。

  　そんなとき、遠くのほうから間の抜けたチャイム音が木こ霊だましてくる。

  「あ、やべ。授業始まっちまうじゃんか」けろっとした顔で、ピアスから指を離す理雄。硬直する不良たちを無視して佳か奈な実みの手を掴つかむと、「ほらほら、急がないと遅刻しちまうぜ」

  　そう言うなり、僕の肩を叩たたいて走り出す。遅れてそれに続く僕。

  　金髪たちは、じっとその場に立ち尽くすだけで、追ってこようとはしなかった。

  

  「……ふー、とりあえず校内まで入っちゃえば一安心だな」

  　理雄はそう言って大きく息をつくと、下げ駄た箱ばこに寄りかかって爽さわやかな笑みを浮かべた。と、すぐに佳奈実と繋つないだままになっていた右手に気付き、弾はじかれるように指を離す。

  「あっ、わりぃ、つい……」「い、いえ……」

  　そんな、こそばゆいやり取りを交わす二人。

  「それで、大丈夫だったか？　あいつらに何か変なこととか……」

  「いえっ！　そういうのは全然……」

  「そっか……、良かった」佳か奈な実みの返事に、理り雄おは深く安あん堵どの息をつく。ようやく緊張が解けたのか大きく胸を撫なで下ろし、「最近、ああいうの増えてるらしいからな。気をつけねーと……って、有あり栖すお前も大丈夫か？　なんか洒しや落れにならんくらい顔が真っ青さおだぞ？」

  「そ、そうです！　幹みき人と君、いきなり蹴けられて……。は、早く、保健室にっ」

  「……いや、大丈夫だから」

  　しきりに僕の身を案じる佳奈実を横に押しのけた僕は、理雄に向かって感謝の言葉を告げようとする。だが、開いた口から出てきたのは全然違う別の言葉だった。

  「さっきのアレ……、ボクシングなんてやってたの？」

  　その質問に、理雄は一瞬きょとんとした後、「まさか！」と吹き出す。

  「ガキのころちょびっと齧かじっただけで今は全然だ。さっきのはただのハッタリ。あー、マジで喧けん嘩かになってたらやばかったー。正直、俺おれ、超冷や汗かいてたし。……あ」

  　彼は何かに気付いたように、自分の足元に視線を向ける。つられて見ると、まるで痙けい攣れんしているみたいに彼の足が小刻みに震えていた。照れくさそうに苦笑する理雄。

  「今になって震えてやんの、はは、かっこわりー」

  「ぜ、全然かっこ悪くなんかないですっ！」

  　そんな彼の言葉を佳奈実は勢い込んで否定した。

  「さっきの窪くぼ田た君、すっごく格好良かったです！　……なんというか、そのっ、物語の主人公みたいでっ！」

  　心なしか目をきらきらさせながら、興奮してそんなことを言う佳奈実。

  「そう？　そう言われるとなんかちょっと照れるな」理雄はそう言って、ニヤリと笑う。「……それにしたって俺もまさか、あんな漫画に出てくるみたいなトラブルに遭そう遇ぐうするとは思ってもみなかったぜ。……はっ、もしかして、これ、俺が見ている夢だったりして。現実の俺がこんなに大活躍できるはずがないっ……。おい有栖、お前ちょっと頬ほっぺた抓つねってくれない？」

  　そう言ってわざとおちゃらけてみせる彼に、僕は答える。

  「……いや、ここは正しよう真しん正しよう銘めい、現実だよ」

  　言い終わった瞬間、脳に麻酔をかけられたかのような虚きよ無む感が広がっていくのがわかった。

  「これは、君が見ている夢じゃない」

  　虚うつろな声で続ける僕。それを聞いた理雄はちょっと目を見開いた後、ニヤリと笑い、

  「ばっか、んなのさすがの俺だってわかってるっつーの！」

  　そう言ってバンバンと僕の背中を叩たたいてきた。

  　そうだ。これは、理雄が見る夢ではないし、まして僕が見る夢なんかでもない。

  　背中の痛みも、心の痛みも、すべて現実のものだった。

  



  [image: ]


  

  「……えらく、タイムリーな悪夢だな」

  　僕はそう呟つぶやきながら、目の前に立ちはだかる敵の顔面に向かって鉄てつ拳けんを叩たたき込んでいた。

  「がはっ」

  　鼻血と前歯を撒まき散らしながら昏こん倒とうし、返り血で汚れた校庭の上に崩れ落ちるその男。顔に見覚えがあると思ったら、彼は今け朝さ、僕に絡からんできた不良のリーダー格……例の金髪ピアスの男にそっくりだった。といっても既にその顔面は醜みにくく歪ゆがみ、見る影もないのだが。

  「……さて、これで粗あら方かた片付けたか？」

  　ぽんぽんと学ランについた埃ほこりを払いながら、周囲を見渡してみる。

  　少し大きめのグラウンドに累るい々るいと転がされている不良たち。僕がことごとく沈めてきた敵の成れの果てを見渡し、まだ何人か動く奴やつがいることを確認してため息をつく。

  　アクム・クエスト、ステージ６、「ルナティック・ハイスクール」

  　僕は今、この学校の番長として、隣町の極ごく悪あく高校から攻め込んでくる札付きの不良たちを校庭で迎え撃っている最中だった。

  「調子こいてんじゃねぇぞ、オラァッ！」

  「死ねや、この野郎ォッ！」

  　不良たちがそれぞれの懐ふところから武器を取り出し、次々と襲おそいかかってくる。

  　四し方ほう八はつ方ぽうから迫るナイフにバール、鉄パイプにメリケンサック。

  　僕の反射神経はそれらすべての軌き跡せきを正確に判断し、回避し、いなし、受け止める。

  　そして、攻撃を繰り出してきた不良たちの眉み間けんに、丁てい寧ねいに一発ずつカウンターを叩き込んで一人一人順番に沈めていった。

  　喧けん嘩か百段。歴代最強の番長と謳うたわれた今の僕には、この程度の三さん下したが繰り出す攻撃なんて飛んでいる蝿はえ程度にも感じられない。互いの戦闘力の差はそれほどに圧倒的なものなのだ。

  　だが、胸の中のむしゃくしゃはどんどんと募つのっていった。

  　脳のう裏りにちらつくのは、今朝の理り雄おが見せた勇姿と、それを褒ほめる佳か奈な実みの笑顔。そして何をすることもできず、跪ひざまずいているだけの自分の姿。

  「……ちっ」

  　不良たちの顔面をかたっぱしから殴なぐり飛ばすことで、その鬱うつ積せきを振り払おうとする。だが、殴っても殴っても胸の中にあるつかえは消えず、むしろ意識すればするだけ、その思いは膨ふくれ上がって僕の制御下から離れていく。

  「やっ」

  「……っ！」

  　ふいに背後から声をかけられ、僕は反射的に裏うら拳けんを叩たたき込みそうになっていた。その拳こぶしが直撃する直前、後ろに立つ人物の正体に気付き、ギリギリのところで制止する。

  「おかえり、アリス君。なんだか、ご機嫌ナナメだねー」

  　あとちょっとで顔面がミンチになるところだったのに、平然と笑みを浮かべるその少女。白い学ランをその身に纏まとい、サラシを巻いた薄い胸をそらして笑う彼女は、何を隠そうこの世界の創造主でありゲームマスター、ルルディ・リデルその人だった。

  「……なんだ、君か」

  　そう言って手を下ろす僕に、彼女はむっと顔を顰しかめてみせる。

  「なんだ、ってキミ。最近、どんどんとボクに対する態度がゾンザイになってない？　これ、ボクの気のせい？　そうだといいんだけど、違うよね」

  「……さあ？　そうかもしれないけど、そうじゃないかもしれない」

  「どっちさー！」

  「どうでもいいよ、そんなこと」

  　そう言い捨てる僕を見て、ルルディは眉まゆ根ねを寄せる。

  「やっぱりなんか不機嫌だ。……ねぇ、アリス君。起きている間に何かあったでしょ」

  「君には関係ない」

  　僕が反射的にそう断じると、彼女はぴくりと目を見張った。

  「へー……、そんなこと言うんだ。ふーん……」

  　そう言うと彼女は僕を気遣うような表情を、意味深かつ邪悪な笑みへと移行させる。そしてそのまま、ひょいっと朝礼台の上に飛び乗ったかと思ったら、こんなことを言い出した。

  「師匠であり、パートナーでもあるこのボクに対してそういう口の利き方するなんて、どこかで教育方針を間違えたかな？　ふふふ……ここらでちょいとお灸きゆうをすえる必要があるのかも」

  　ゆっくりと腕を振り上げ、芝しば居いがかった仕草で指を打ち鳴らす彼女。

  　その音が鳴り響いた途端、周囲の静まり返った雰囲気が変容する。

  　一瞬で張り詰める場の空気。

  　見ると、夜空に浮かぶ満月が、まるで信号機のように黄から赤へとその色を変えていた。

  　低いうめき声に視線を下ろすと、これまで僕が倒し続けてきた不良たちが一斉に復活し、起き上がり始めていた。まるで墓場から這はい出るゾンビのように緩かん慢まんな動き。彼らの瞳ひとみには、虚うつろな光が点ともっている。

  　一体何が始まるのか、僕がそう思い警戒した途端、

  「オオオオオオオオオォォォォ!!」

  「グルアァァァァア─────!!」

  　不良たちが、いきなり獣けもののように咆ほう哮こうして蹲うずくまった。

  　直後、肥大化する彼らの肉体。急激に膨ふくれ上がった筋肉で着ていた学ランを引きちぎる。

  　満月の明かりの下、まるで狼おおかみ男にでもなったかのように筋肉隆りゆう々りゆうの大男へと姿を変えていく不良たち。先ほどまで泥どろ臭くさいヤンキーが跋ばつ扈こしていたこの学園世界は、転じて血なまぐさいモンスターパニックかヴァイオレンスホラーへとそのジャンルを変えていた。

  　ちらりと視線を向けると、その先にいたルルディが得意げに微笑ほほえんでいる。

  「雑ざ魚こキャラ相手じゃ不満みたいだったから、敵のパラメータを大幅に調節してみたよ。今のこいつらは戦闘力も耐久力も持久力もこれまでの五倍！　思考ルーチンも弄いじったから、いくら今のアリス君とは言えど、苦戦すること必ひつ至し！　せいぜい瞬殺されないよう気をつけて～」

  　その説明を裏付けるかのように、集しゆう中ちゆう砲ほう火かの如ごとく集まってくる彼らの殺さつ気き。どう考えても、普通じゃない、やばい気配がビンビン伝わってくる。

  「……まったく、なんでもありだな」

  　両手の拳こぶしを握り締め、戦闘体勢に移行する僕の身体からだ。

  　だがこれは、一いつ介かいの喧けん嘩か番長風ふ情ぜいにはどうこうできるような状況ではなさそうだった。

  　まぁだったら、それ以上に強い「何か」になればいいだけの話なのだが……。

  「さぁさぁ、絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいだぞ。どうするアリス君！　助けてほしかったら、素直にそう言ってよね。そしたら、このボクが最強のお助けキャラとして戦闘に参加してあげるからさー」

  「……助けるも何も。全部が全部、君の仕し業わざじゃないか」

  　ずっと前から思っていたけどこいつ、自分で作った世界観を無視しすぎだろ。やりたい放題にもほどがある。

  　それに、修しゆ行ぎようとか試練とか言ってるけれど、結局彼女がやっていることは僕の夢に干かん渉しようして、勝手に夢世界を書き換えているだけじゃないか。一応、ここは僕の見る夢の中なんだから、もっと僕の都合も……。そう思い、ため息まじりに戦闘を再開しようとしていたそのとき、

  「……ん？」

  　ふと、何かが頭の片かた隅すみに引っかかった。

  　でも、それが何で、どういった意味の引っかかりなのかまではわからない。

  　何だろうこれは。

  　まるで、今の自分がやっていることを根底からひっくり返しそうな、何かを感じる。

  　だが、それについて思索を伸ばす時間は与えられなかった。

  　一斉に動き出す、猛獣と化した不良たち。殺意によるプレッシャーが一気に押し迫ってくる。

  　僕はこれまでの思考をひとまず置いて、目の前の事態に集中することにした。

  　奴やつらは強い。片手間で制圧できる相手ではないだろう。直感的にそう悟り、気を引き締める僕。ルルディが言うとおり、ミッションの難易度は数倍に跳はね上がっているようだった。

  　……だが、対抗策はもう練ってある。

  「よかったー」

  　突然、ルルディがそんなことを言い出した。「何が？」と視線だけで問いかけると、彼女はどこか嬉うれしそうな顔でこう続ける。

  「やっとアリス君の機嫌が直った」

  「は？」

  「あ、キミ。気付いてないんだ」間抜けな声を上げた僕を見て、くすくすと笑ってみせるルルディ。自分の顔を指差して、「……顔、にやけてるよ？」

  「な……」

  　慌あわてて自分の頬ほおに手を当ててみる。確かに、口元が少し緩ゆるんでいるようだった。

  　一体どうして、そう考えようとして、すぐに到達した回答に苦笑する。

  　僕は今、絶対的窮きゆう地ちであるこの状況にスリルを感じ、興奮しているのだ。

  　全身に血が滾たぎり、皮ひ膚ふがピリピリしているのがわかった。現実では無数の皮膜に覆おおわれているみたいに鈍かった神経が、今はむき出しになっているかのように鋭敏で、研とぎ澄まされているのがわかる。

  　それは、なんだか不思議な感覚だった。夢の中でこうしているときのほうが、現実世界で暮らしているよりもずっと生を実感できているような気がする。むしろあちらの世界こそが虚きよ構こうで、今僕がいるこの場所こそが本来僕がいるべき場所であるかのような錯さつ覚かくさえ発生していた。

  　……いや、それはもはや、錯覚ではないのかもしれない。

  　アドレナリンが出まくって、異様なほど活性化した僕の脳がその思考に至ったとき、

  「現実でキミに何があったかは、わからないけどさ……」

  　ルルディがこう告げる。

  「夢が現実を侵略することはあっても、現実が夢を侵害することはないんだ。今ここにいるキミが、現実に縛られる必要なんてないんだよ。キミは自由なんだ。少なくともこの世界では」

  「…………、……くはっ」

  　ふいに、僕の口元から柄がらでもない笑いが零こぼれ落ちていた。

  　理解。それは、欠けていた部品がことりと嵌はまったかのような、しっくりとくる実感だった。

  　そうだ。そもそも僕の目的は現実から逃げて逃げて、逃げ切ってしまうこと。

  　つまり、振り切るべき現実がどうかなんて最初から関係なかったのだ。僕はそんな基本的なことを忘れていた。これまでの鬱うつ積せきはすべて意味のないものだった。だから……。

  　全身に力を漲みなぎらせ、キッと上を向く。そこには、まるで獲物を前にした猛もう禽きん類のように、こちらに飛びかかろうとしている不良たちの姿があった。

  「来いよ……」

  　僕はそう呟つぶやき、「とあるイメージ」を想像しながら、全身に溢あふれるエネルギーを爆発させる。

  　直後、先ほどの不良と同じように変容し始める僕の身体からだ。

  　全身が燃えるように熱くなったかと思ったら、いきなり筋肉が急激に膨ふくれ上がり、僕の着ていた学ランを内側から引きちぎった。みしみしと音を立てて爪つめや牙きばが鋭く伸び、気がつくとその口は大きく裂けている。

  　全身を覆おおう銀の体毛。高速で循環する熱い血液。限界まで研とぎ澄まされた五感と神経。

  　煌こう々こうと輝かがやく満月の下で佇たたずむ一体の狼おおかみ男。

  　それは僕が今まさに、想像したとおりの姿だった。どうやら変身は無事、成功したらしい。

  　ただの番長ではかなわない相手でも、これならばなんとかなるだろう。

  　身体からだに満ち溢あふれるパワーを感じながら僕は裂けた口元を吊つり上げていた。

  　確かに現実世界の僕は笑ってしまうくらい無力だ。だが、ここでは違う。ここでなら僕はなんだってできるし、なんにだってなれる。夢世界でなら僕は、特別になれる。

  「……何もかも全部、ぶっ飛ばしてやる！」

  　充実。それが今の僕を表現するのに、最も適した言葉だった。
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   ５　ボーダーラインと悪夢城

  

  　校舎の屋上から見る雲ひとつない青空は、しかし、大たい気き圏けんから見下ろす地球ほどに青くはないようだった。

  　薄くて、淡くて、味けがなくて、まるで書き割りに描いた背景みたいだ。冴さえない水色をしたその空をぼんやりと眺めながら、僕はそんなことを考える。

  　どこか遠くのほうで、昼休みの終わりを告げる鐘の音が鳴っていた。

  　本来ならば今すぐ起き上がり、午後の教室に急がなければならないのだろう。そう思いながらも僕の身体からだは、床の上に寝そべったままの姿勢で動こうとはしなかった。最初から授業なんて受けるつもりなどなかったのだ。

  　ここ最近、僕は学校に来ても授業には参加せず保健室で眠るだけという、俗に言う保健室登校状態を続けていた。空調の効いた快適な環境での静かな睡眠。そんな保健室生活を満まん喫きつしていた僕だったのだが、居心地が悪くなるのはすぐだった。

  　当然のことながら、教師や養護教諭たちが干かん渉しようしてきたのだ。

  　ほかの生徒から苛いじめを受けているのか、家庭で何かあったのか。最初はそんな無遠慮な質問から始まり、今の僕が精神にどのような問題を抱えていて、それに対してどんなカウンセリングが必要なのか、僕と同じようなケースに陥おちいったほかの生徒はどんな方法でその病気を克こく服ふくし、現代社会で頑張っているのか。などと、聞きもしないのにくどくどとご高こう説せつをたれる大人たち。

  　その、腫はれ物に触るかのような神経質さと、問題の根こん幹かんを無理やり抉えぐりとろうと狙ねらう無神経さを併せ持つ彼らの応対に、僕はすっかり辟へき易えきしてしまった。

  　そもそも僕は、別に何かの病気を抱えているというわけではない。ただ単に、少しでも長く眠っていたいだけなのだ。だが、それを他人に説明することは難しかったし、わざわざ説明して理解させようとも思わなかった。

  　だから僕は今、保健室を避け、こうして一般生徒立ち入り禁止の校舎屋上を拠きよ点てんとしている。

  「……というか。何やってんだろ。僕」

  　あまりに非効率的な自分の生活サイクルに、僕は軽くため息をついていた。

  　元々、姉の熱心な薦すすめと力強いサポートで入学した高校だ。その姉がいなくなった時点で、もう通学する義務なんてなくなっていた。叔お父じの援助とやらで受ける授業に価値なんてない。

  　それでも通い続けていたのはただ、家にいても碌ろくな目にあわないから一時的な避難所として学校を利用していただけのことなのである。

  　だから、避難する必要がなくなりつつある今、わざわざこうして通い続ける意味なんてないのかもしれなかった。どうせ文句を言う人間は一人もいないし、今までだって惰だ性せいで登校していたようなものだ。……明日からはもう、来なくてもいいかもしれない。

  　全身を循環するそんな倦けん怠たい感に従って、瞼まぶたを閉じる。

  　夏も終わり、空気は肌寒くなってきているようだったが、今の鈍どん化かした僕の感覚ではそれを認識することができないでいた。

  　ここ最近、五感の衰すい退たいが顕けん著ちよになり、色彩の感覚も徐々に衰おとろえ始めている。

  　磨ま耗もうしていく感情。灰色の世界観。もしかしたらこれが、現実感を喪そう失しつしていくということなのかもしれなかった。まぁ、相変わらず夢世界での感覚や思考回路は鋭敏だし、あちらではこれといった障害も発生していないから、特に問題もないのだが。

  　そんなことを脳の片かた隅すみで考えていると、ふいに微弱なまどろみが僕の意識を横切った。

  　きた。これを待っていたのだ。鏡枕まくらを取り出し、頭の下に敷きながら僕は微笑ほほえむ。

  　眠ろう。そして、ルルディの用意した悪夢に挑いどむのだ。

  　今回は俄が然ぜん、気合いが入る。何しろ、次の悪夢こそ……。

  　そんな決意を胸に、深い眠りに落ちようとする僕の意識。

  　だが、それは直後、耳元に届いた何者かの声によって妨害された。

  「　　　　　　　　　　　　　」

  「　　　　」

  「　　　　　　」

  　誰かが、何かを話しているらしい。

  　ぼけっとしていて気付かなかったが、どうやらいつの間にか僕以外の何者か……、少なくとも二人の人間がこの屋上に上がってきているようだった。睡眠導入を邪魔されたことに不快感を覚えながらも、僕はおもむろに声のした方向へと視線を向ける。

  　見ると、そこにいたのは二人とも僕の見知った人間だった。

  　クラスメイトで僕によく話しかけてくる男子生徒、窪くぼ田た理り雄おと。

  　学級委員長で幼おさな馴な染じみの女子生徒、普ふ現げん佳か奈な実み。

  　ちょうど給水塔の陰になっていて向こうは僕の姿に気付いていないようだが、こちらからは丸見えだった。どこか真剣な面おも持もちの両者を眺め、僕は思考を空転させる。

  　なぜ、授業も始まっているこの時間帯に、この二人が、こんな場所に？

  　ちょっと会話を盗み聞きしてやろうという気になって、聴覚を彼らの方向へと集中させる。

  　そのとき、ふと理雄の放った一言が僕の耳に入り込んできた。

  　それは、はっきりとした口調と、しっかりとした感情の籠こもった、確かな言葉で。

  　だからこそ、その言葉を聞き間違えることや、その意い図とを誤解することを許さない。

  「お前のことが好きなんだ」

  　僕には確かにそう聞こえたし、理雄が佳奈実に愛の告白をしたことは明白だった。

  

  

  

  「ごめんな。突然、呼び出したうえにこんなこと言い出して……、驚いてる？」

  「ハ、ハイ、ソレハ、モウ」

  「はは、委員長……、言葉がカタコトになってる」

  「ちゃ……、茶ちや化かさないでくださいっ！」

  「悪い……。でも、今言ったことは本気なんだ」

  「それは、あの……でも、ど……、どうして？」

  「どうしてって言われると、返事に困るな。なんつーんだろ。お前をからかってると、何か楽しいし。お前と話してると、なんかほっとするし。お前といると、なんか嫌な出来事とかも全部許せるような気がして……、えーと、つまりだな。なんつーかだな」

  「…………」

  「……うん、こういう言い方はお前に失礼かもしんないけど。いつの間にか好きになっちゃったんだ。なっちゃったもんは仕方なくて、もう、この気持ちを我慢することができないんだ」

  「そう……、なんですか」

  「だからさ、委員長……いや、普ふ現げん！」
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  「は、はいっ……！」

  「俺おれと……、俺と、付き合ってくれないか？」

  「……っ」

  「…………」

  「……あの、…………えっと」

  「…………」

  「……その、ぅ」

  「………………有あり栖すか？」

  「っ！」

  「そんな驚くなよ。……そりゃ気付くさ。これでも俺。ずっと、お前を見てたんだぜ？」

  「そう……、ですか」

  「……やっぱ、あいつが好きなの？」

  「……はい」

  「……」

  「……ごめんなさい」

  「そうか…………、そっかぁ」

  「あ、あのっ、私……、本当にごめんなさいっ！」

  「あ、待…………って、意外と足速いなあいつ……、…………。

  　……なんで、有栖なんだ？」

  

  　眠ろう。そうしよう。

  　どうせ、次ですべてが終わるのだから。
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  　気がつくと、深い霧の中を一人で歩いていた。

  　ミルクのような色をしたその霧は、自分の前方一メートルも視認できないほどに濃く、白い。

  　だが、僕の足に迷いはなかった。どこへ向かっているのかはわからないが、どこかに向かっていることだけは確からしい。そして、その先に誰が待っているかなんて、もう自明。

  　だから特にこれといった不安もなく、僕はただ足の赴おもむくままに前へと進む。

  　頭の中では、さきほど起きている間に聞いたやり取りが自動的にリフレインされていた。

  　──やっぱ、あいつが好きなの？

  　──はい。

  　前後の文脈から考えても、聞き間違いの類たぐいではないようだった。だが、わかるのはそこまでだ。先ほどからずっと僕の脳味み噌そがそのやり取りの意味を理解しようとしているのだが、脳内の歯車に異物でも挟まっているかのように、その思考は全然回転しようとしてくれない。

  　改めて気付くのは、意外と自分が動揺していないということだった。

  　驚いたのも理解不能なのも確かだが、それによって感情が揺れ動くといった反応は今のところ見られない。どうリアクションすればいいか僕自身もわかっていない、ということなのか。いや、むしろ考えることが億おつ劫くうなほど、どうでもいいということなのだろうか。

  「……なら、今はいいか」

  　このことについて考えるのは後にしよう。

  　今、そんなことについて無駄に脳味噌を使うのは避けるべきだ。なにしろ、今から僕に襲おそいかかってくる悪夢は恐らく、これまでのものとは一線を越えているであろうから。

  　僕は気を引き締めながらも、足を止める。どうやら目的地に到着したらしかった。

  　どこからか風が吹き込んできて、目の前の霧をゆっくりと払い去る。

  　切り開かれる視界。

  　その先には、巨大な城じよう壁へきが立ちはだかっていた。

  　その向こうには黒ずんだ煉れん瓦がで構築された古めかしい外観の城館。

  　視界を上へ向けると、真っ黒な尖せん塔とうが空に突き刺さるかのように伸びている。

  　ＲＰＧにでも出てきそうな黒い古城、それが今回のステージのようだった。

  「まるで、魔王か何かでも現れそうだけど……」

  　なんともいえぬ邪悪な雰囲気に、僕が思わずそう呟つぶやくと、

  「ご明察ー」

  　ふいに目の前から、そんな言葉が返される。

  　城の外観から視線を下げると、錆さびだらけの城門前にルルディが立っていた。

  　真っ黒い背景の中で一際目立つ、白いワンピース。

  「おかえりなさい、アリス君。そして、とうとう、ここまで来たね。……長いようで短かったし、短いようで長かった」

  　いつものおちゃらけた感じとは違う、真剣な眼まな差ざし。

  　彼女は、その金色の瞳ひとみで僕を見つめながら、重々しく言葉を続ける。

  「ようこそ、ここは『悪夢城』。……『アクム・クエスト』の最終ステージだ」

  

  

  

  「ここは剣と魔法で構成されたファンタジーの世界。キミは選ばれた伝説の勇ゆう者しやで、魔王にさらわれた姫を助けるため、はるばる旅をしてここまで来たんだ。キミはこの世界の平和を守るため、愛する姫のために、この城の最深部にいる魔王と対決しなければいけない」

  　そう説明する彼女の後ろで、城門がゆっくりと開かれる。

  　その先、門の向こうには恐ろしく深い闇やみが広がっていた。

  「一歩踏み入れればそこは危険な魔族が蔓延はびこる死と隣り合わせの世界だよ。この城はこれまでの試練の総復習であり総大将であり総決算。キミはこの悪夢を制せい覇はしなくちゃいけないんだ」

  　違和感たっぷりの口調で話すルルディ。ふと気になって、僕は質問を投げてみる。

  「ねぇ、ちょっと聞きたいんだけど」

  「……なに？」

  「……僕より前にも何人かの人間が、この『アクム・クエスト』に挑いどんでいるんだろ？　これまで、何人くらいがこの城を突破できたんだ？」

  　その質問に、一瞬言い淀よどむルルディ。その反応が何よりの回答だった。

  「つまり、未いまだ誰一人としてこのミッションをクリアした奴やつはいないってこと？」

  「……まーね」

  　そう言ってうな垂れる彼女。その様子から、ミッションに失敗したチャレンジャーたちの末路が推察できた。カガミマクラの噂うわさも、あながち嘘うそではなかったということらしい。

  「一人だけ、キミのひとり前の挑戦者は本当にあと一歩のところまでいけたんだけどね……、でもやっぱり最後の最後で駄目だった」

  「……そうなんだ」

  「……怖いならここでやめてもいいよ。実際、ほとんどのチャレンジャーはこの城に入って数分で、次々にリタイアを申し出てきたしね」

  「リタイアした奴はどうなったの？」

  「もちろん現実に返したよ。夢修しゆ行ぎように関する記憶を消し、『アクム・クエスト』の挑戦権を剥はく奪だつしたうえで、だけどね。キミがリタイアしたいなら、ボクに止める権利はない。……でもボク、思うんだ。キミなら、絶対にこの城を突破できるって。どんな苦難が降りかかっても、絶対にキミは乗り越えられるって」

  　妙な信頼感とともにそう訴えかけてくる彼女。

  　僕はそんなルルディから、城の中へと視線を移した。まるで地獄へ繋つながっているかのように、ぽっかりと開いたその入り口。そして、その先に広がる城内へと意識を伸ばす。

  　彼女がここまで言うのだから、この先に待つ試練は相当なものなのだろう。巧妙なトラップや凶悪な敵モンスターをはじめとする、様々な危険が待ち構えているに違いない。

  　この中に入ったら、いくら僕でも死ぬかもしれない。死にはしなくとも一発で心を折られ、あっさりとリタイアを申告する自分の姿が、簡単に想像できた。

  　……だが。

  「まぁ、でも。わざわざそんなものに挑んでやる義理はないよね」

  　唐突にあることを思いついた僕は、そう言って城門から目を逸そらす。

  　そのまま入り口の前を通り過ぎ、城壁の外がい郭かくをぐるりと回った。

  「……え？　あれ？　ちょいと、アリス君？」

  　そんな僕の背中を、ルルディが慌あわてた様子でついてくる。

  「……ついつい忘れがちになっちゃうんだけどさ」

  　古ぼけた煉れん瓦がを撫なでながら、僕はおもむろに口を開いた。

  「この城も、そしてその中に待ち構えているであろう敵や罠わなも……、いや、それらをすべて含んだこの世界そのものすら、全部、『ワンダー』である君が想像し、創り出したものなんだよね。そしてそれは、ここに至るまでに僕が見てきたすべての悪夢でも同じことが言えるんだ」

  「そ、そうだけど……、それがどうしたの？」

  　きょとんとした顔で、聞き返してくるルルディ。そんな彼女に、僕は続ける。

  「それどころか、そもそも僕がいるこの状況。『アクム・クエスト』というシステムすら、君が仮設した仮想の産物にすぎないんだよね。僕はこれまで君が僕の脳内に創り出した箱庭の中で、君の管理するイベントに従い、君の意志をなぞるようにしか動けなかった」

  「まぁ、言いようによっちゃ、そうなるかもだけどさ……」

  　ばつが悪そうに唇くちびるを尖とがらせる彼女。だが僕は気にしない。ここからが重要なのだ。

  「そして、君が用意したそれらすべての創造物は、君が『夢見』の力でもって形作ったものなんだよね。ボクがポケットからバナナの皮を取り出したり、何もないところから剣を生み出してみせたのと、やり方は同じなはずだ」

  「……まー、そうだよ。規模は桁けた違いだけど。……アリス君は、何が言いたいの？」

  「夢の場面を自分の好きなように設定し、夢の内容を都合よく操あやつることができるという『夢見』の力……。それが僕にもあるというのなら、僕にだってできるはずなんだ。君によって創り出された世界に、僕の創る世界を上書き……、つまり、『この世界のあり方』に僕の意い図とを介かい入にゆうさせることが」

  「……！」

  「君は言ったよね。僕はこれから、この悪夢城の中で様々な試練を突破していかなければならないって。でもさ、それって君が決めたルールだよね。だから、僕はこんな想像をしてみた。もし、そんな試練に遭そう遇ぐうすることなく、あっさりとゴールへ行き着くための裏ルートがあるとしたらどうかって。たとえば……」

  　僕はそう言いながら握った拳こぶしで、城壁をノックしてみる。

  　すると、まるでそれが合図であったかのように、城壁の一部が崩れて落ちた。

  　そしてその先には、ファンタジー世界にはまったくそぐわない銀色の自動ドア。

  　ゆっくりと左右に開かれた扉とびらのその先には、さらに近代的な光景が広がっている。

  　狭い縦長の個室。扉の脇わきに並べられたボタンには階数を示す数字が印字されていた。

  「え、エレベーター……？」

  　唖あ然ぜんとしたルルディがそう呟つぶやくのをよそにその個室に入った僕は、おもむろに一番上のボタンを押してみた。ゆっくりと閉ざされる金属の扉とびら。動きだすエレベーター。

  　これこそが僕の『夢見』が創り出した最上階への最短ルート、魔王の間への直通便だった。

  

  

  

  「ククク……、よく来たな、勇ゆう者しやよ」

  　やはりというかなんというか。

  　魔王の玉ぎよく座ざで待ち構えていたそいつの姿は、僕の叔お父じを模したものだった。というか、妙ちくりんなコスプレをした叔父本人と言っても過言ではない。

  　だが、この程度は予想の範はん疇ちゆうだ。今さら、動揺や恐怖もない。むしろ、滑こつ稽けいな格好をする彼の姿に噴き出しそうになったほどだった。

  　妙な平常心のままエレベーターから降りた僕は、暫しばしその魔王の姿を眺めてから、聞く。

  「ねぇ、ルルディ」

  「なに？」

  「この男が、この世界を闇やみから支配している魔王様で、こいつを倒してお姫様とやらを助けることができれば、『アクム・クエスト』はゲームクリアで、夢の修しゆ行ぎようも完了するんだよね？」

  「まさにそのとおりだ！　だが、そうはならないだろう。なぜならお前は今ここで、絶望に打ちひしがれて死ぬのだからな！　フフ……、フクク……、クハーッハッハッハ！」

  　聞いてもいないのに魔王のほうから返ってくる回答。どこかで聞いたことのあるような三段笑いをかました後、玉座から立ち上がり、大きな手振りで両腕を広げてみせる。

  　瞬間、魔王を中心にした半径二メートルほどの空間に巻き起こる謎なぞの風。それと同時に、魔王より放たれたどす黒い闇が渦を巻いて広がっていく。

  「気をつけて、あれは魔王の瘴しよう気き……、少しでも触れたら、一瞬で骨まで溶かされるよ！」

  　緊迫した面おも持もちでそう教えてくれるルルディ。なるほど、確かに目の前にいるこいつはラスボスに相応ふさわしい戦闘力の持ち主のようだった。

  「と言っても、もう、そんなの効かないんだけどね」

  　僕は軽くそう答え、渦の中へと足を進める。たちまち僕の周りを包み込んでくる黒い闇。だが、それは僕の身体からだを溶かすどころか、服を汚すこともできなかった。

  「な、なぜだっ……、どうしてっ……」

  　平然と近づいてくる僕に動揺し、さらに瘴気を強めてくる魔王。だが僕の歩調は変わらない。

  「どうしてって、僕自身がそう決めたからさ。……だから、その攻撃は僕には効かないんだ」

  　そう呟いた僕はおもむろに自分のポケットに手を突っ込み、そこから何か武器になるものを取り出そうとする。直後、ポケットの中に出現するずしっとした重い感触。

  　取り出して見てみると、それは黒光りする小型の回転拳けん銃じゆうだった。僕は、手のひらにすっぽり収まってしまいそうなそれをゆっくりと構え、照準を魔王のほうへと向けてみる。

  「…………ふはっ！」

  　動揺を残しながらも、あえて嘲ちよう笑しようしてみせる魔王。

  「フハハハ、なんだそれは。そんなチンケな武器でこの私を倒そうなどと!?　よもや、そんな世よ迷まい言ごとを口にするのではあるまいな！」

  「そうだけど？」

  　歩を進めながら、そう答える僕に魔王は今度こそ哄こう笑しようしてみせた。

  「無駄無駄、無駄ァ！　そんな鉛なまり弾だま、私には通用しない！　その程度のダメージでどうにかなるほど、魔王の座は安くはないぞ！」

  「そうかな？」

  　安全装置を取り外し、既に至近距離まで近づいた魔王の顔面に銃口を突きつける。

  「馬ば鹿かが！　無駄と言っているのがわからんのか。そもそも幾いく重えにも魔術的バリアを張り巡らせているこの私にダメージを与えるには、勇ゆう者しやだけが使えるという伝説の宝剣が必要で……」

  「そうなんだ？　……でも」

  　何か続けようとする魔王の台詞せりふを遮さえぎって、僕は笑った。

  　トリガーに指をかけ、そのまま発はつ砲ぽうする。

  「そんな設定、僕は知らないな」

  　大きなリコイル。銃口から飛び出した鉛弾は僕の狙ねらいどおり、まっすぐ魔王の眉み間けんへと吸い寄せられて、その額ひたいをあっさりと撃ち抜いていた。当然、魔術的バリアとやらは発動しない。

  　驚きよう愕がくの表情を浮かべたまま、ゆっくりと崩れ落ちていく魔王。

  「な……、そん、な……、馬鹿な……」

  　僕はその姿を一いち瞥べつし、言う。

  「瘴しよう気きとか結けつ界かいとか伝説の剣とか、何かいろいろ設定があったみたいだけどさ。そんなの、今の僕ならいくらだって改ざんできる。なんてったってこれは、僕の見る夢なんだからね」

  「そ、そんな、反、則……」

  　汚い床の上に倒れ伏す魔王。それを見ることもなく、僕は軽いため息をついてみる。

  　反則。それは、的確な表現だった。

  　言ってしまえばこの世界、いや「アクム・クエスト」はルルディが創り出したコンピューターゲームのようなもの。僕は今、そのゲームシステムに手を加えてルールを捻ねじ曲げ、無理やりクリアしてみせたのだ。わかりやすく言うならば、チートプレイといったところだろうか。

  　夢見る人間が「そうあれ」と思うことで実際に「そうなる」世界、「完全明めい晰せき夢む」これまでの悪夢で、僕がルルディに言われてやってきたことと基本的な要領は同じだった。

  　違うのは思考のスケールだ。僕の意識があるこの場所よりもずっと深い、夢世界の根こん幹かんともいえる領域への干かん渉しよう。今、僕が達成したのはそれだった。

  　コンピューターにたとえるならば、ソフトウエアの基本となるプログラムに上書きをするような感覚だ。そして恐らく、プログラム自体に干渉する「このやり方」こそが、ずっとルルディが僕に求めていたものであり、彼女の言う「究極の夢見」というやつなのだろう。

  「……辿たどりついたんだね、アリス君。夢の世界のさらなる深みに」

  　先ほどから言葉を失っていたルルディが、ゆっくりと言葉を紡つむぐ。

  「本当は城内に用意した過酷な試練を突破したうえで、その段階に至ってもらうつもりだったんだけど。まさかそれら全部をぶっ飛ばして一発でここまで来ちゃうなんて。……ほんと、キミのやることには驚かされっぱなしだよ」

  「せっかくいろいろ準備してもらったみたいなのに、悪かったね」

  「いや、それはいいんだけど……」未いまだに目を白黒させながら、彼女は聞いてくる。「でも、なんで教えてもいないこのレベルの『夢見』を、いきなり？　いくら頭で理解していても、実際に行なうことは難しかったはずなのに……」

  　そう聞かれ、僕は理由を考えてみる。

  　脳のう裏りに浮かんだのは色彩を失った現実での生活だった。

  　自分のものとは思えないほど鈍どん化かした感覚と感性。

  　連鎖して想起される佳か奈な実みの言葉、理り雄おの言葉。

  　そして、それらに対する自分の感情。

  「……今なら、できる気がしたんだ。根こん拠きよのない自信だったけど」

  「……ふーん」

  　そう答える僕の心を探るように、金色の瞳ひとみでじっと見つめてくるルルディ。

  「……ま、あくまでここは夢の中だからね。『できる気がした』ってことは、つまり、『できる』っていうことなんだ」

  　そう言いながらも、その真ま面じ目めな表情はみるみるうちに緩ゆるみ、崩れていく。その下には、まるでサンタクロースからのプレゼントを待ち構えている子供のような、無邪気な感情が見えていた。

  「……なに、その顔」

  「別にー？」

  　思わず問いかけた僕にそう笑い返し、ぴょんと飛び跳はねるルルディ。先ほどまで魔王が座っていた玉ぎよく座ざの上に飛び乗って、後方へと視線を投げる。

  　その先には、さらに上へと続く階段への入り口があった。

  「ささ、アリス君！　最後のミッションだ。囚とらわれのお姫様を助けてあげて。……それで『アクム・クエスト』は完了し、キミの中の『完全明めい晰せき夢む』は完成する」

  　その言葉で、ようやく僕は実感する。

  　あと少し。本当にあと少しで、これまでのすべてが終わるということを。

  

  

  

  　魔王の玉ぎよく座ざ、その後ろに隠された秘密の扉とびらからさらに上へ。

  　恐らくこの城の最上階へと続くであろう螺ら旋せん階段を、僕はゆっくりと上っていた。

  　この上に囚とらわれているお姫様とやらを救出するのが、その目的だ。

  　……というか既に、「究極の夢見」とそれによる「完全明めい晰せき夢む」を手に入れた実感のある僕にとって、わざわざこの悪夢に最後まで付き合う必要なんてないのだが……。

  　まぁ、ここまで鍛えてくれたルルディへの義理もあるし、恐らくこれはキリスト教における洗礼の儀式みたいなものなのだろうと、おとなしく従うことにする。

  　ふと視線を上げると、頭上に巨大な鳥とり籠かごのようなものがぶら下がっているのが見えてきた。

  　鉄製の頑がん丈じようそうな鳥籠、恐らくあれがルルディの言うお姫様が囚われている檻おりなのだろう。

  「……つくづく、趣味が悪いな」

  　あの魔王も……、ひいてはルルディのデザインなのだろうが。お姫様を鳥籠に入れて監かん禁きんするというその発想には、さすがの僕もドン引きだった。

  　なんとなく何の面識もなかったはずのお姫様に同情を感じ、助けたくなってくる。

  「そういえば、僕がこの城に来たのも、その最愛のお姫様とやらを救出するため、っていう設定だったけど……」

  　階段を上るスピードを若干上げながら、そう呟つぶやく僕。

  　鳥籠までの距離はだんだん近くなってきているが、まだ遠い。いい加減じれったくなった僕は、「驚異的な跳躍力を持つ自分」を想像し、頂上まで一足飛びにジャンプした。

  　あっという間に到達する最上階。そこには予想どおり例の鳥籠がぶら下がっていて、その鉄てつ柵さくの中にはズタボロの布を纏まとった人間が蹲うずくまっている。

  　お姫様、と呼ぶには身なりが貧ひん相そうすぎるが、これもルルディの趣味なのだろうか。

  「えーと……」さて、問題はここからだ。「……なんというか、助けに来たんですけど」

  　かなり間の抜けた物言いだと自覚しながらも、檻の中のお姫様へ呼びかける。

  　正直、これからどうすればいいのかさっぱりわからなかった。ここでお姫様を助け出した瞬間にファンファーレが鳴って、ゲームみたいにスタッフロールが流れ出してくるわけでもあるまいし。これまでのように唐突に夢が終わるのか。それとも、まだ何か起こるのか。

  　まったくと言っていいほど、この後の予想がつかない。

  　そもそも、その説明をしてくれるはずのルルディはどこへ行ったのか。一緒にこの螺旋階段に入ったと思ったのだが、いつの間にかその姿が消えている。

  「……って、なるほど」

  　ふと、ある可能性を思いついて目の前のお姫様に視線を向けた。

  　僕の登場に気付いたのか、もぞもぞと起き上がろうとしているお姫様。

  　布に隠れて未いまだその顔は見えないが、もしかしてこいつ……。

  「……ルルディだろ」

  　その言葉に反応して、襤ぼ褸ろのふくらみがピクンと揺れた。

  　苦難の末、救い出したお姫様の正しよう体たいが実はすべての仕掛け人であり、修しゆ行ぎよう中もずっと隣にいたルルディだった。なんの意味もない唐突なサプライズだが、彼女だったらやりかねない。

  「……ありうる、っていうか、ありえすぎてもうこれ以外の展開が考えられないな」

  　僕は深く、深くため息をついてから、扉とびらにかかっていた錠じよう前まえに手をかける。

  　何か特別な力を想像するまでもなく、それは簡単に開錠できた。

  「ほら、もうそういうのはいいから、さっさと出てきなよ」

  　そう言って籠かごの中へと足を踏み入れ、手を伸ばす。

  　その手に縋すがるようにしてお姫様が身体からだを起こし、こちらを見上げてきた。

  　僕と彼女の視線がかち合う。

  「あれ？」

  　結論として、彼女はルルディ・リデルではなかった。

  　起き上がったことで彼女の身体を覆おおっていた布が落ち、その姿が露あらわにされる。

  　軽くウェーブのかかった長髪。

  　ふわりと香る甘い匂におい。

  　まどろむように緩ゆるんだ目つき。

  　右目側の泣きボクロ。

  「…………え？」

  　そこに、いたのは。
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  　反射的に起き上がっていた。

  　真っ暗な部屋の中、布団を跳はね除のけて手を伸ばしたポーズのまま、しばし硬直する僕。

  　自分が現実世界に戻ってきているということと、無意識のうちに呼吸を止めていたということに気付くのに、少し時間が必要だった。

  　酸素不足で明めい滅めつしだした視界に気付き、慌あわてて深呼吸を試みる。ようやく全身に巡り出す酸素と血液。軋きしみを上げて回り始める思考の歯車と、早はや鐘がねをうち続ける心臓。

  　全身にじっとりと嫌な汗をかいていた。

  　濡ぬれた髪をかき乱し、奥歯を噛かみ締めながら先ほど夢で見たその姿を思い出す。

  　間違いない、間違えるわけがない。檻おりの中で見たあれは、あの姿は。

  

  「姉さん……？」

  

  　乾いた喉のどから搾しぼり出されたその言葉は、暗くら闇やみに溶けて、すぐ消えた。



  


   ６　ゲーム・オーバー

  

  　その人はコーヒーを淹いれるのが好きで、普段から「趣味はコーヒー、特技もコーヒー」と豪ごう語ごするほどの気の入れようだった。

  　そのくせ自分はその苦みが苦手で、カップの中が真っ白になるくらいミルクを入れないと口をつけることすらできなかった。いつだったか僕がそれをからかうと、彼女は唇くちびるを尖とがらせ、「通つうは香りを楽しむものなの」なんて言ってごまかしていた。

  　それでも彼女の淹いれるコーヒーは絶品で、それを飲むのが僕の毎朝の楽しみだった。

  

  　父親が死んだとき、親しん戚せきからの誘いを断り姉弟の二人暮らしを主張したのも、その人だった。父親の貯金と事故による保険金があるにはあったが、毎月の家賃、二人分の生活費に僕の学費、それらすべてを賄まかなって生きていくのには少し、心もとなかった。

  　そう判断したその人はすぐに働き口を見つけ出し、なんの躊躇ためらいもなく大学を中退してしまった。それはどう考えても苦く渋じゆうの決断だったし、勤労が辛つらくないはずがなかったが、それでもその人の笑顔が崩れることはなく、僕が生活に不自由することもまったくなかった。

  

  　その人は、普段はぽけっとしているくせに他人の機き微びには敏感で、悩み事や疚やましい隠し事をしているときは一発で見抜かれた。そのうえ人一倍お節せつ介かいで、何かあるたびによく詰きつ問もんされ、すべてを話すまで解放されないなんてことも多々あった。

  「話すだけならタダだし、聞くことくらいなら私にだってできるもの。ささ、どーんと喋しやべっちゃいなさい。どーんと」

  　幼おさない頃ころからの積み重ねのせいだろうか、その人のそんな言葉とともにそのまどろむような瞳ひとみでじっと見つめられると、条件反射的にすべてを吐と露ろしてしまう癖くせがついていた。

  　僕は基本的に、その人にはかなわなかった。

  

  　そんなその人、僕の姉さん……有あり栖す綾あや芽めがいなくなったのは、クリスマス・イブの夜だった。

  　あのときのことは、未いまだ記憶に焼きついている。

  　それは姉さんへのクリスマスプレゼントを買いに出た、その帰りだった。

  　手には姉さんに内ない緒しよでアルバイトを掛け持ちし、やっとの思いで手に入れた腕時計。それは、日頃ごろの感謝の気持ちをこめて手渡し、驚かせようと思っていた代しろ物ものだった。

  　それだけじゃない。僕は余ったお金でケーキなんて買ったりして、ささやかながらも二人で過ごすクリスマスを楽しもうと目もく論ろんでいた。僕の計画で彼女を喜ばせたいと思っていたのだ。

  　だが、その計画は家の扉とびらを開けた瞬間、あえなく破は綻たんすることになる。

  　異状にはすぐ気付いた。

  　慣れ親しんだ部屋の中から、しっかりと姉さんの気配だけが消えていたのだ。

  　まるで最初から姉さんなんていなかったかのように、彼女の持ち物だけがなくなっていた。ところどころ歯抜けになった食器棚、本棚、箪たん笥す。そして、その代わりとでも言うようにテーブルの上に紙切れが置かれていて、そこには叔お父じの家の電話番号と住所が記載されていた。

  　これらが何を意味しているのか気付くのに、半日ほど必要だった。

  

  　その姉が、どうしてお姫様役なんかで夢の中に現れたのか、僕にはさっぱり理解できなかった。僕をシスコンだと評したルルディの悪ふざけだったのか、それともほかに何か意味でもあったのか。その答えは未だに出ていない。

  　だが、僕が「夢見」を究きわめたという事実に比べればそんな疑問など些さ細さいなものだ。

  　なんたって、今の僕には「完全明めい晰せき夢む」が待っている。

  　僕はもはや、現実世界にあるすべての束そく縛ばくから解放されているのだ。夢世界のすべてを掌しよう握あくした僕にとって、そんなものはもう些さ事じだった。

  　だから僕は夢を見る。今日もまた、完全に明晰なる世界へと落ちていく。
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  「……ト君、……キト君っ！　……ミキト君ってば！」

  　ふいに肩を揺らされ、僕は我に返って目を開けた。

  　視界に映りこむのは赤と黒で彩いろどられた美しい景色。目が覚めるほどに真っ赤かな夕焼けと、それに切り取られた真っ黒な影が、放課後の教室を幻想的に演出している。

  　そんな教室内に、僕と彼女の二人は立っていた。

  「……もう、ミキト君。また私の話、聞いていなかったでしょう？」

  　そう言って頬ほおを膨ふくらませる目の前の少女。その際、軽く身を乗り出したことにより、長い黒髪がさらりと揺れる。咎とがめるように少し吊つり上げられたその瞳ひとみは、茜あかね色の光を反射してきらきらと輝かがやいていた。

  　一瞬、思考回路に生まれる空白。すぐに、今、置かれた状況を思い出し、僕は頷うなずく。

  　そうだ。確か僕は今け朝さ、目の前に立つこの少女からの手紙で放課後、この教室に来るよう頼まれたのだった。そして、言われるがままやってきた僕はそこで待っていた彼女と他た愛わいもない雑談に花を咲かせていたというわけである。

  　どこか品の良い淑しとやかさと、同い年とは思えない大人びた雰囲気を持つ、まさに大和やまと撫子なでしこという言葉が相応ふさわしいその少女。彼女は僕のクラスメイトであり、仲の良い友人だった。

  　学内でもトップクラスのルックスを持ちながらにして成績優秀、スポーツも万能で家は資産家。そんな絵に描いたような完かん璧ぺきな女性である彼女と交わす会話は、知的かつユーモアに満ちていて僕は嫌いじゃなかった。ひょんなことから好きな本の傾向が重なっていることに気付き意い気き投とう合ごうした僕たちは、こうして放課後の教室に残って語り合うことが多々あった。

  　だが、今回のようにわざわざ手紙で呼び出されるようなことは初めてだ。

  　……そういえば、まだ彼女から呼び出しの理由を聞いていなかった。

  　そのことを思い出し、改めて聞いてみる僕。

  　すると、彼女はぴくりとその表情を強こわ張ばらせた後、おもむろに切り出してくる。

  「ミキト君てさ。今、付き合っている女の子、いないんだよね」

  　その頬が朱に染まっているのは、夕日のせいなのだろうか。少しだけ潤うるんだ瞳でそう問いかけてくる彼女に、僕はどぎまぎしながらも首を横に振る。すると、彼女は少しほっとしたように表情を緩ゆるめ、だがすぐにそれを引き締めてから、こう続けた。

  「あのさ、私とかじゃ、駄目かな」

  　その言葉の意い図とを僕は理解していた。というより、わざわざ放課後に手紙で呼び出された時点でこういう展開になる可能性を考慮していた。

  「だから、えと……、ミキト君が好きです。私と付き合ってください」

  　そして、予期されていたその申し出を断る理由は、僕にはなかった。

  　誰もが羨うらやむ学園のアイドルと恋愛関係。もしかしたらそれは、灰色にくすんだ僕の日常を打破する鍵かぎになるかもしれない。彼女と一緒になることで、僕は幸せになれるかもしれない。

  　いや、確実に幸せになれる。その保証はほかでもない、僕自身によって確約されていた。

  　だから僕は首しゆ肯こうする。彼女の要求を受け入れる。

  「……っ、嬉うれしい」

  　感かん極きわまった様子でそう呟つぶやく彼女。上目遣いでこちらを窺うかがっていたその瞳ひとみが、ゆっくりと閉じられる。そのまま顎あごを突き出すような格好で静止する彼女の顔に、僕は自分の顔を近づけた。

  　互いの吐と息いきが感じられる超至近距離。緊張に震える彼女の唇くちびるに、自みずからの唇を重ねようとして、そこで、

  「……ふぅ」

  　なんだか唐突に、いろいろなものが面倒くさくなってしまった。

  　ついさっきまで自分の中にあった甘酸っぱい感傷も、熱を持っていた様々な感情も、すべて風船から抜けた空気のように、どこかへと消えていく。

  　もう僕は、彼女との物語に対する興味をすべて失っていた。

  　まだ用意してあったシナリオの三分の一も進んでいないが、この後に続く様々なイベントや衝撃の展開も、怒ど濤とうのクライマックスからの大団円も、もうすべてがどうでもいい。

  「なんかもう、面倒くさいんだよな」

  　僕のリアクションを待った状態で硬直するヒロインを放置し、窓際へ移動する僕。

  　なんとなく窓の外に広がる景色へと視線を投げる。

  　美しく染まった夕焼けの下、遠くに見えるビル街を眺めていると、視界の隅すみにあった背の高い建物が突然、音を立てて崩れていった。

  　見ると、その横では巨大怪かい獣じゆうが暴れまわっている。

  　高層ビルの二倍ほどはあろうかという巨体で暴走するその怪獣。大きく開いた口から火炎を吐き出し、振り回した尻しつ尾ぽでビルを倒壊させる恐竜型のモンスターに、街は壊かい滅めつ状態にまで追い込まれていた。まさに阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ず。

  　夕焼けなのか火災なのか判断することが難しいその光景をボンヤリと眺めながら、僕はため息を積み重ねる。

  　あの怪獣は、さきほど僕が「特撮ヒーローみたいな夢」を想像したときに、自らのイメージで生み出したものだった。本来なら僕自身が怪獣と戦うヒーローになって、見事撃退する予定だったのだが、途中で戦うのが面倒くさくなってしまったため、そのまま放置していたのだ。

  　そんな怪獣の脇わきでは、「ロボットアニメみたいな夢」を見ようとして作られた巨大な戦闘ロボットが玩がん具ぐのように打ち捨てられており、その頭上には巨大な隕いん石せきが今まさに地球へ衝突しようと迫っている最中だった。あれは確か前に「人類が滅めつ亡ぼうする夢」を見ようとして作ったものだったはずだ。視線を下にずらすと、「誰にも邪魔されず遊びまわる夢」のために作った巨大な遊園地で、客もいないのに盛大なパレードが執とり行われている。

  　……あ、ロボが怪かい獣じゆうに踏み潰つぶされた。

  　そんな無秩序な世界を教室の窓からボンヤリ観察する僕。

  　どれもこれも、僕が創り出し、途中で投げ出した夢の残ざん滓しだった。

  　あの日、「アクム・クエスト」の最終ステージで魔王を倒し「夢見」を究きわめてから僕は、とうとう手に入れた「完全明めい晰せき夢む」の中で文字どおりの好き勝手を重ねていた。

  　完全に明晰なる夢。何もかもが思いどおりになる、何もかもを自分のものにできる世界。

  　ボクはそんな世界そのものを、創造できるようになったのだ。

  　特に意味もなく億万長者になって豪遊してみたり、芸能人になってテレビに出演してみたこともあった。鳥になって飛ぶことも、魚になって泳ぐこともすべてが可能だったし、高校生らしい衝動に任せて女性にひどいことをしたり、その逆を試してみたこともあった。

  　ルルディが最初に言っていたとおり、僕はその世界では何にでもなれたし、何もかもをすることができるようになっていた。

  「それが、どうして」

  　最初は僕も、その神の如ごとき全能感を楽しんでいたのだ。

  　だが、次第に興きようが乗らなくなってきた。

  　こうなることをずっと望んでいたはずなのに、なぜかこの世界を心から堪たん能のうすることができなくなってしまったのだ。どんな夢世界を創造しても、途中で飽きて放り出してしまう。

  　まるでテレビ番組を適当にザッピングするかのような感覚。

  　僕の「夢見」は、どんどん雑なものになっていた。

  　そして今、とうとう自分で作った夢を継続させる気力すらわかなくなってきている。

  「どうして……」

  　思わず、そんな言葉が口からこぼれていた。

  　途端に発生する空くう虚きよ感、虚きよ脱だつ感、倦けん怠たい感。

  　くそ、これじゃあ現実と同じじゃないか。

  「どうしてっ！」

  　募つのる焦しよう燥そう。僕は目についた紙切れ……、先ほど学園のアイドルより送られたラブレターを手に取り、くしゃくしゃに丸めて握り締める。

  　それをそのまま大きく振りかぶり、窓に向かって力いっぱい投げつけた。

  　プロ野球選手も真っ青さおの剛速球。球速の乗った紙かみ屑くずは窓ガラスを軽く砕いて散らし、校外へと飛んでいく。そのままの勢いで夕焼け空へと吸い込まれていくその紙屑。

  　それはなんと大たい気き圏けんまで吹き飛んでいき、そこに迫っていた隕いん石せきに衝突して大爆発を巻き起こしていた。この星を破壊せんとしていた巨大隕石はラブレターの成れの果てによって粉ふん砕さいされ、無数の塵ちり……流星群となって地球へと降り注ぐ。

  「どうしてなんだ……」

  　そんな超展開の連鎖を眺めながら、僕は吐き捨てるように繰り返す。

  　どうして、何の感かん慨がいもわいてこないのだろう。

  　どうして、何のカタルシスも感じないのだろう。

  　どうして、一向に心が晴れないのだろう。

  「どうしてって」

  　ふいに、背後からそんな声がかけられた。

  　想定していなかった展開。反射的に振り返る。

  「むしろボクが聞きたいよ。どうして、ってさ」

  　キスをせがむ格好で停止している先ほどの女子生徒。まるで彫刻のように固まる彼女の頭に乗っかるようにして、その少女は腰掛けていた。

  「ルルディ……」

  　僕が思わずその名を呼ぶと、彼女は花が咲くようにぺかっと笑う。

  

  

  

  「おかえり、アリス君。……なんだか、久しぶりだね」

  「うん、確かにそんな気がする。実際は一週間も経ってないけど」

  　そんな軽い言葉の応おう酬しゆうも、どこかぎこちなく感じてしまう。

  　それもそのはず、こうしてルルディと話したのは、「アクム・クエスト」の最終ステージで、魔王を倒した直後に別れて以来のことだった。あれからまったく姿を見せなくなったので、もしかしたら修しゆ行ぎよう完了を期に、もう二度と出てこないのではないかと思っていたのだが……。

  　彼女はまた僕の夢に現れ、僕や女子生徒と同じ学校の制服を纏まとってそこにいる。

  　そういえばこの格好は、僕と彼女が初めて出会った「学園ラブコメみたいな夢」で転校生として現れた彼女が着ていたものと同じだった。

  　短いスカートから伸びた足をぶらぶらさせながら、何か言いたげな表情で僕のことをじっと見つめてくる彼女。

  「……さっきのは、どういうこと？」

  　再会の挨あい拶さつもそこそこに先ほどの発言を聞きとがめると、彼女は小さく眉まゆを顰ひそめてみせた。

  「どういうことって、そのまんまの意味だよ。ボクはただ、純粋に疑問なんだ。……どうしてキミは、為なすべきことを為さずにこんな夢を見ているのか、ってさ」

  　彼女の言わんとしていることがわからない。怪け訝げんそうな僕の表情を読み取ったのか、ルルディはやれやれと肩をすくめてみせた。

  「だからさー。どうして本当に望んでいるものを見ようとしないのかって、聞いてんのー」

  「本当に望んでいるもの……？」

  「キミは何のために、あの長く険けわしい『アクム・クエスト』を制せい覇はしたのさ。何が欲しくて、苦しい修しゆ行ぎように耐えてきたわけ？」

  「何がって……、僕はただ現実が嫌で。そんなものから逃げ切ってしまいたくて、それで……」

  「そーじゃないんでしょ」彼女の言葉が、僕の台詞せりふをぴしゃりと遮さえぎる。「……確かにそれもあるかもしれないけれど、それだけじゃなかったはずだよ」

  「それだけじゃ……ない……？」

  　どういう意味かと聞き返す僕。思わず彼女に近づこうとして。

  

  　一歩踏み出したときには既に、足元が石畳になっていた。

  　僕たちは黄たそ昏がれの教室から、薄暗い室内に移動している。

  　石造りの壁、螺ら旋せん階段、そして鋼鉄製の鳥とり籠かご。

  　この光景には見覚えがある。ルルディが用意した最後の仮設世界、「悪夢城」の最上階。

  「なんで、またここに。『アクム・クエスト』はもう終わったはずじゃ……」

  　思わずそう呟つぶやく僕に、ルルディはこう言った。

  「『また』じゃなくて『まだ』なんだよ、アリス君。キミはまだ、クリア条件を満たしていない。まだ、選択していないんだ」

  「まだ……、だって？」

  　何を馬ば鹿かなことを。現に僕は「究極の夢見」……自由に夢世界を創り出す術すべを手に入れ、これまでだっていろいろな夢物語を自在に操あやつってきた。

  　もう僕は、「完全明めい晰せき夢む」を手中に収めているはずだ。

  「……そのわりには、不満そうだったけど？」

  　僕の内心を読み取ったかのように、そう切り返す彼女。鼻はな白じろむ僕を見て言葉を続ける。

  「アリス君、キミが本当に欲しいものは何？　キミが心の底から望んだ世界はどんなもの？」

  　そんなことを言われても、僕には全然わからなかった。だって僕は本当に、ただ完全なる現実逃避がしたかっただけで、それ以外には何も考えてこなかったはずなのに。

  　……なのに、どういうわけか、彼女の言葉に僕の心臓は大きく高鳴っている。

  「僕が、本当に欲しい、もの……？」

  　それはまるで、バラバラになっていたパズルのピースがひとりでに組み合わさっていくかのような、奇妙な感覚だった。

  　一瞬で組みあがり、一つの結論に到達しようとする僕の思考。

  「僕が心の底から望んだ世界は……」

  　そのパズルの最後のピースは、前回、僕が意い図と的に無視を決め込んだ一つの情報。この場所で僕が垣かい間ま見た、ある一つの光景だった。

  　背後に感じる人の気配。

  　鳥とり籠かごの中、汚れた布に包まって勇ゆう者しやに救出されるのを待っていたお姫様。

  　振り返ると、そこにいたのはやはり彼女だった。

  

  

  

  　それは三年前のクリスマス。

  　姉さんの失しつ踪そうにより自分が一人、取り残されたことを確信したときのことだった。

  　姉さんの気配だけが消え去ったその空間で、僕は冷たい床に座り込み、ずっと動くことができないでいた。ドロドロとした絶望が全身の血管を循じゆん環かんし、失意の痺しびれがすべての感覚を奪い去っていく。頼るべき支えも信じるべき相手も根こそぎ消え去り、僕はもうこのまま朽くち果ててしまいたいと本気でそう考えていた。僕の意識は緩ゆるやかに死へとかたむき、深いところへ落ちていく。

  　僕がその夢を見たのは、そんなときだった。

  　それは幸せな夢だった。

  　冷たい室内で待っていた僕の元に姉さんが帰ってきて、僕の渡したプレゼントを受け取ってくれて、一緒に僕の買ったケーキを食べて。

  　その夢は、短くも幸せな姉弟のひとときを満喫させてくれた。

  　そんな夢の終わりで、姉さんはこう言った。

  　自分はこれから仕事で、遠くに行かなければいけない。当分の間、帰ってこられないと思う。でも、絶対に戻ってくるから。それまで、叔お父じの家で待っていて。

  　嫌だ行かないでと、子供のように喚わめく僕。

  　その身体からだをぎゅっと抱きしめた後、彼女は懐ふところからペンダントを取り出して、にこりと微笑ほほえむ。ペンダントの先には丸い鏡がついていて、その鏡には惨みじめに泣きじゃくる僕の顔が映りこんでいた。

  　僕の耳元で彼女が囁ささやく。

  　これは魔法の鏡。この鏡が、離れている人と人の心を繋つなげてくれる。

  　これをあげる。だから泣かないで。心はずっと、そばにいるから。

  　だから……。

  　そう言って、彼女は僕の元から離れていった。

  

  　目覚めたとき、僕は自室の片かた隅すみで寒さに震え、蹲うずくまっていた。

  　そこには既に姉さんの姿はなく、僕は一人に戻っている。だが、僕の手には夢の中で見た例のペンダントが握り締められており、当時の僕はあの夢が現実のものだと信じて疑わなかった。

  　姉さんはきっと帰ってくる。このペンダントで、彼女の心と繋つながっている。

  　だから僕は大丈夫。この先、どんなことが待っていても、姉さんが迎えに来てくれると信じられる。それを支えに生きることができる。

  　そう思うことで、僕は失意の底から立ち上がった。立ち上がることができた。

  

  　あれはただの夢だったのだろうと、今なら思える。

  　魔法だとか心だとか、そういう物言いは姉さんの趣味ではないし、事実、三年経ってもまったく音おと沙さ汰たがないうえに、あのときの出来事はあまりにも幻想的で曖あい昧まいで、現実感のないものだった。

  　たぶん僕は、たまたまどこかで入手してそのまま忘れていた鏡のペンダントを押し入れかどこかから引っ張り出し、記憶に脚色を加えて、そんな思い出を捏ねつ造ぞうしたのだ。

  　これは姉さんからのプレゼントで、このペンダントがある限り自分は大丈夫なのだと、そう思い込むことで崩れかかった心を取り繕つくろおうとしたに違いない。

  　きっとあの夢は、僕の弱さが生み出したただの幻想。

  　だが、それでもよかった。夢なら夢で、別に構わなかったのだ。

  　縋すがれるならば、なんでもよかった。
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  　今、気付く。

  　姉さんへの幻想。

  　たぶん、これが僕の「夢見」の出発点であり──

  　そして、到達点なのだと。

  

  

  

  　そしてまた、僕の夢の中に彼女は立っている。

  　有あり栖す綾あや芽め。僕の姉さん。

  「ミキ君……」

  　籠かごの中に蹲うずくまったまま、顔だけを上げて僕を見み据すえてくる姉さん。そのまどろむような瞳ひとみからは想像もできない力強い眼がん光こうが、僕の視界をがっちり掴つかんで離さない。

  　狼ろう狽ばいする僕をよそに、そっと開かれる乾いた唇くちびる。

  「ごめんね、ミキ君。……一人にして、本当にごめん」

  「…………」

  　この人は何を言っているのだろう。何を言い出すつもりなのだろう。

  「寂しい思い、させちゃったよね。父さんが死んだとき、これからは二人で頑張っていこうって、寂しい思いは絶対させないって約束してたのに。破っちゃった。……ごめんなさい」

  　そう続ける彼女の煤すすけた頬ほおに、一筋の涙が伝う。

  「でも、もう大丈夫だよ。これからはずっと一緒。もう絶対に離れない。だから……」

  　言葉を失っている僕に、その手を伸ばしてくる彼女。

  「私をここから連れ出して。二人でこの城を抜け出して、どこか遠くで暮らしましょう？　誰からも恨うらまれず誰にも疎うとまれず、誰の手も届かない。そんな世界で幸せになるの」

  　彼女のよく通る声が、薄暗い牢ろう獄ごくに響き渡る。

  　だんだんと小さくなるその木霊こだまを耳にしながら、僕は胸中をかき乱されるような衝動と、爆裂しそうになる鼓こ動どうに耐えていた。

  　これか。

  　これが、僕の望んでいたものだというのか。

  　僕がこれまでの夢修しゆ行ぎように、「完全明めい晰せき夢む」に求めていたものとは、これだったのか。

  　これまで、僕の現実があんなに無価値だったのは、あれほどに色あせていた原因は。つまらない自意識でも、叔お父じからの虐待でもなんでもない。

  　僕の隣に姉さんがいない。いや、僕が姉さんに見捨てられたという、そのたった一つの事実に由来していたとでもいうのだろうか。

  「……念のため言っとくけどさ。この状況自体を創り出したのはボクでも、このお姉さんを作ったのはボクじゃないよ。この人の容よう姿し、人格、言げん動どうにはキミの深層心理が反映されている」

  　凍りついた僕のすぐ後ろから、ルルディがそう補足する。

  「僕の、深層心理……？」

  「そうだよ」彼女ははっきりと言ってから、少しだけ首をかしげ、「……認めたくない？」

  「認め……たくない」

  　こんなの、認められない。

  　でも、認めなければいけない。

  　こうして姉さんに謝られ、手を伸ばされているこの状況に。これから一緒に暮らしていこうと言ってもらえるこの展開に。僕が姉さんに嫌われていないというその設定に。

  　泣きそうなほど安あん堵どし、心の底から歓喜している自分が確かに存在していることを。

  「アリス君。認めて、そして彼女を助けてあげて。……そうすればキミは到達する。ボクがいる『ワンダー』の領域に。それこそが、キミの望んだ楽園だ」

  　僕は震える手をなんとか動かし、籠かごの中へと差し伸べていた。

  　姉さんは嬉うれしそうに顔を綻ほころばせ、ぽろぽろと涙をこぼしながら僕の手に縋すがりつく。

  　僕はそんな彼女の震える手をそっと取り、力強く引き寄せて、そして。

  「……軽い？」

  　最初に浮かんだ感想は、それだった。

  　引き寄せた姉さんの身体からだは、まるで重みがないかのようで。

  　そう思った瞬間、姉さんの腕だけを引き寄せている自分に気付く。

  　まるで壊れたおもちゃのように、すっぽ抜けている彼女の細い腕。

  「……っ」

  　瞠どう目もくしながらも手を離すことができない僕。だが、そんな腕もすぐにふわりとした感触の後、煙のように消えていた。気付いたときには既に、僕の手が掴つかむものは虚こ空くうだけになっている。

  「な……」

  　驚く間もなく、まるで蜃しん気き楼ろうのように姉さんの身体が霞かすんでゆき、そして、

  「ミキ君……」

  　そんな小さな呟つぶやきだけを残して、姉さんの姿は消えていた。

  　鳥籠の中は空から、下に落ちた布切れだけが唯ゆい一いつの名残なごりで、それもすぐに掠かすれて消える。

  「……な、何でっ、どうしてっ……!!」

  　動揺し、そう叫ぶ僕。反射的に混乱と憤いきどおりの行ゆき先を求め、背後にいたルルディに詰め寄っている。だが、そんな僕を見返す彼女の瞳ひとみは冷静だった。

  「……これは、修しゆ行ぎようを始めたころから、ずっとずーっと思ってたことなんだけどさ」

  　そう前置きしてから彼女は続ける。

  「キミは本気になることを怖がってる。まるで、心の底から何かを望むことを恐れているみたいに見えるよ。……たぶん、その迷いが、本能的に一線を越えることを躊躇ためららわせているんだ」

  「……っ」

  「だからキミは、お姉さんの手を取ることができなかった」

  「そんなこと……」

  　否定しようとして、それができないことに気がついた。

  　心当たりは、数え切れないくらいあるのだ。

  　黙り込んでしまった僕を見て、軽くため息をついてみせるルルディ。

  「たぶん、この一線を越えられない限り、キミは本当の意味で『完全明めい晰せき夢む』を手に入れることはできないんだ」その金色の瞳ひとみでちらりと僕を見上げ、呟つぶやく。「夢を選ぶなら、現実世界のすべてを捨てないと。ここから進むには、それくらいの覚悟が必要なんだとボクは思うよ」

  　……これが本当の本当に、最後の試練だね。

  　彼女はそう言って、姿を消した。
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  　窓から差し込む光の角度からして、時刻はもう昼過ぎになっているらしい。

  　だが、わざわざ起き上がってまで時計を確認しようという気にはならなかった。

  　僕は汗で湿った布ふ団とんにくるまりながら、痺しびれた頭で何事かを考えようとする。しかし、脳内の歯車はただ空むなしく回転するだけで、実のある思考を紡つむぎ出そうとはしなかった。

  　何かをしなければならないという焦あせりはあるのに、心の底から何もしたくない。

  　意識は気だるく感覚は鈍どん重じゆうで、まるで全身が泥どろになってしまったかのようだった。

  　埃ほこりの積もった床をぼんやりと眺めながら、僕はまた瞼まぶたを閉じる。

  　まだ、駄目のようだった。

  「くそ……」

  　老人のようにしゃがれた声を喉のどの奥から搾しぼり出し、布団の上をのた打ち回る。胸の奥底で静かにぐらつく焦しよう燥そう感が、確実に僕の心身を苛さいなんでいた。

  　夢の中で姉さんの手を掴つかむことができなかったあの日から、また数日が過ぎていた。

  　あれから僕は何度も同じ夢世界に潜もぐり、幾度となくあの結果を覆くつがえそうとしたのだが、その試みがうまくいくことはなかった。「夢見」を使って強制的に事態をコントロールしようとしても、結果は同じ。

  　姉さんの救出をイメージしようとした途端、夢が輪りん郭かくを失って崩れたり、煙のように消えてしまったり、夢自体が強制的に途切れてしまったり。

  　姉さん以外の夢を見るだけならば、これまでどおり何の問題も発生しないというのに。なぜか姉さんにかかわる夢だけはうまく見ることができないでいる。

  　いや、なぜか、なんてごまかしてもしようがない。原因は恐らくこの前ルルディが言っていたとおり、僕の躊ちゆう躇ちよからくるものなのだろう。だが、思考が届くのはそこまで。そこより先の理解は一向に進まなかった。これから自分がどうすればいいのか、どうすれば先に進むことができるのか。それがまったくわからない。

  　ルルディの言う最後の試練とは、想像以上に困難なものらしかった。

  　それに、問題はそれだけじゃない。

  　もっと物理的で、深刻な問題が僕に襲おそいかかっていた。

  　眠りたいのに、眠れないのだ。

  　これまでの数日間、ほぼ眠りっぱなしだったことの反動なのか、それともやはり精神的なものなのか。恐ろしいことに、僕は不眠症に陥おちいっていた。

  　ここのところ、ずっと意識が半はん覚かく醒せいしているかのような中途半端な睡眠しかとれていない。

  　眠気がないわけではない。だが神経に纏まとわりつく疲労感が強すぎて、逆に眠りに落ちることができないのだ。そして当然、きちんと眠らなければその問題が解決することもなく、そもそもの目的である夢を見ることだってできない。

  　叔お父じの帰き還かんも迫せまっているというのに問題解決の兆きざしは見えず、事態はただひたすらに悪化していく。まるで悪夢のような現実だった。すべてが悪あく循じゆん環かんして、僕を苛さいなんでいる。

  　くそくそくそ。

  　どうしてこうもうまくいかないのか。

  　胎たい児じのように身体からだを丸め、固く瞼まぶたを閉じて眠ろうとする僕。だが、まどろみは訪れない。

  　それでも意地になって強制的に意識を落とそうと躍やつ起きになっていると、ふいに耳みみ障ざわりなチャイムが室内に鳴り響いた。

  　その一撃で僕の意識は完全に眠りの世界から引き剥はがされ、現実世界へと排出される。

  

  

  

  　叔お母ばは外出中らしく、呼び出しに応答する者はいなかった。

  　どうせ宅配便か宗教の勧誘かなにかだろう。対応する必要はない。そう思い、無視を決め込む僕だったが、そのチャイムは十分ほど経過しても一向に鳴りやもうとはしなかった。

  「……くそ」

  　軽い殺意すら抱いだきながらも鉛なまりのように重い身体を起き上がらせ、部屋を出る。

  　ここのところ食事もあまりとっていなかったせいか、笑ってしまうくらいに身体が動かなかった。よろめくように廊下を歩き、玄関に出て扉とびらを開く。

  　ドアの向こうには、見知った人物が立っていた。

  「み、幹みき人と君っ……!?」

  　僕の顔を見るなり、驚きよう愕がくでその目を見開く普ふ現げん佳か奈な実み。彼女が驚くのも無理はないだろう。ここのところ、ずっと外出していないどころか、風ふ呂ろにも入っていないし、当然着替えもしていない。今の僕は、そこらへんの野の良ら犬いぬよりも汚れている自信があった。

  「……何か用？」

  　未いまだに機能しない思考回路で、そんな頭の悪い質問を口にしている。

  　学校帰りなのか制服姿の彼女、そしてその両手に抱える膨ふくらんだ茶封筒と果物の入ったビニール袋。少し考えれば、彼女が何のためにここに来たのかは明白だった。

  　ふと空を見上げると、いつの間に時間が経過したのか、夕暮れで真っ赤かになっている。

  「え、とっ……」僕の言葉で放心状態が解除されたのか、慌あわてた様子で口を開く佳奈実。「あの、幹人君、全然学校に来ないから。心配で……。先生は風か邪ぜだろうって言ってたんですけど、こんなにかかるってことはもしかして酷ひどい病気なのかもって……」

  「風邪……？」

  　どうやら学校内では、そういうことにされているらしい。実際はずっと無断欠席して夢の世界に入り浸びたっていただけなのだが。

  「これ、休んでいた間のプリントで、あとこっちはお見舞い……あの、幹人君？」

  「……なに？」

  　くそ、あの頃ころは寝たいときにはすぐ眠れたのに。通学していた数日前を思い出し、そんなことを考えながら歯は噛がみしていた僕に、ぐいっと詰め寄ってくる佳奈実。

  　いつもは小刻みに揺れる瞳ひとみをまっすぐに僕に向け、聞いてくる。

  「学校、どうして休んでるんですか？　……もしかして、何かあったんですか？」

  「だから風邪だよ」

  「う、嘘うそですっ！　だって、幹人君。学校に来ていたときも何だか様子がおかしかったし、今だって悩み事があるみたい。……い、苛いじめとかですか？　もし、そうなら言ってくれれば私」

  「そうじゃないし、別にいいよ。普現さんには関係ないから」

  　僕はそう言い捨て、彼女からプリントの入った封筒を受け取って後ろに下がる。

  「それじゃあ……」そのまま扉とびらを閉めようとする僕。だが、その前に腕を掴つかまれていた。「……まだ何か用？」

  「あ、あの……」

  「用がないんなら、離してほしいんだけど」

  　振り払おうとする僕の腕。だが、彼女はしっかり掴んだ指を離そうとはしなかった。

  「い、今の幹人君。絶対に変です！　そんな状態のまま、ほっとけません！　……それにその顔、ちゃんとご飯食べてるんですか？　も、もしよかったら私、何か作って持ってきますけど」

  「いいから。放っておいてよ」

  「だ、だったら……、そうだ。コーヒーとかいりませんか？　ここに来る前に淹いれてきたんですけど、今日のは自分でもびっくりするくらい美お味いしくできたんです！　ですから……」

  「それもいい」寝不足なのにコーヒーとか、嫌がらせか。僕は鞄かばんから魔法瓶びんを取り出そうとする彼女を止め、激しい苛いら立だちに任せて口を開く。「……あのさ。君は、なんなの？」

  「な、なにって……」

  　簡潔な僕の問いに、戸惑いの表情を浮かべる佳か奈な実み。だが、僕の舌は止まらなかった。

  「常々疑問に思っていたんだけど、どうして普ふ現げんさんはそうまでして僕に構うの？　別に、ただ昔、住んでいた家が隣だっただけの、その程度の関係じゃないか。そんな僕のためにわざわざ家までプリントを届けに来て、そのうえ放っておけないとか。ちょっとおかしいよ」

  「そんなこと……」

  　彼女は反射的に何か言い返そうとして、ぐっと言葉をつまらせる。

  　そして少し迷うかのように視線を彷徨さまよわせた後、再び僕のほうを見て、こう言ってきた。

  「……私はただ、以前、気付いていながら何もできなかったから。だから、今度こそは、何かできたらって。少なくとも見て見ぬふりだけはやめようって、そう思って……」

  　何の話をされているのかわからず、眉まゆを顰ひそめる僕。

  　だが、その表情はすぐに驚きから強こわ張ばることになる。

  　なんとなくだが、彼女の言いたいことに気付いてしまったのだ。

  「ごめんなさいっ！」

  　そんな僕の変化から悟ったのか、彼女は勢いよく頭を下げた。

  「わ、私、知ってたんです。綾あや芽めさんがいなくなって叔お父じさんの家に預けられてから、幹みき人と君の身に何があったのか。幹人君がどんな境遇におかれて、毎日どんな酷ひどい目にあっていたのか。私、全部気付いていたんです。気付いて、いたのにっ……」

  　やっぱりか。乾いた諦てい念ねんが心に広がる。

  「……いつから？」

  「幹人君、春先に腕を骨折して入院したことがあったじゃないですか。そのお見舞いに行ったとき、偶然看護師さんたちが話してるのを聞いちゃったんです。腕だけじゃなくて全身にたくさんの傷があって。もしかしたら頻ひん繁ぱんに、ぎゃ、虐待をうけてるんじゃないかって……」

  　振り絞るようにそう告げてくる佳奈実。だが、僕の心境は意外と平へい穏おんだった。

  　今さらそんなこと。僕にとってはもはや、どうでもいいことだ。

  　だが、彼女の言葉にはまだ続きがあった。

  「私、知っていたのに助けられなかった。ただでさえ綾芽さんがいなくなって、すごく辛つらいはずの幹人君が、叔父さんの家でも苛いじめられてボロボロになっていくのをただ見ていることしかできなかった。見て見ぬふりしかできなかったっ！　……だからっ！」

  「だから？」

  「だから、今度こそ。綾あや芽めさんのぶんまで、私がっ……」

  　その言葉を聞いた途端、自分でも驚くほど冷めた感情が全身を循じゆん環かんした。

  　唾だ棄きすべきその回答に、自分の顔面が酷ひどく歪ゆがんでいくのがわかる。

  「お前が、何？　……まさか、姉さんの代わりにでもなろうって？」

  「……っ!?」

  　これまでずっと僕の腕を掴つかんでいた佳か奈な実みの手が、びくりと動く。

  　その反応は、僕の推理が的中したことを意味していた。

  　やっぱりそうだ。そういうことだったのだ。

  　これまで僕が感じていた彼女に対する違和感と苛いら立だち、彼女と会話しているときに時たま感じる謎なぞの衝動、その正しよう体たいがようやくわかる。

  　彼女の台詞せりふ、仕草、僕への態度、それらはたどたどしくもすべて、姉さんの模も倣ほうだった。

  　彼女は、有あり栖す綾芽になろうとしていたのだ。

  　何のために？

  　僕のためにか？

  「ふざけないでくれ」

  　佳奈実に対する嫌けん悪お感が、いつの間にか憎悪のレベルにまで高まっていた。

  「み、幹みき人とく……」

  「今の話でわかったけれど、お前はただ僕を見殺しにしたという罪悪感から逃げたいだけなんだ」何かを言おうとする彼女の言葉を遮さえぎり、僕は続ける。「そして、僕に構うことによって、その罪悪感が解消されると思い込んでいるんだ。お前のそれは、ただの自己満足なんだよ。まぁ、その罪悪感自体お前が勝手に作り出した、そもそも抱いだく必要のないものなんだけど」

  「ち、違、私は……」

  「私は、なに？　僕のことが好きだからだとか、そんなことを言うんじゃないよね。この前、屋上で窪くぼ田た君と話していたのを聞いたけど、あれが本気だったとでも言うつもり？」

  「……っ！」

  　途端、佳奈実の表情が真っ赤かになって、すぐにさっと青ざめる。

  「でもそれは、嘘うそだよ。自分では気付いていないかもしれないけれど、それは欺ぎ瞞まんでしかない。お前は僕を気にかける自分を正当化するためにそう思い込もうとしているだけなんだ。……正直、迷惑だよ。そんな自己陶とう酔すい的な贖しよく罪ざいごっこに付き合わされるのは」

  「そんな……」

  　消え入るような佳奈実の言葉。

  「……もう、いいだろう。離してよ」

  　頼むまでもなく、佳奈実の拘こう束そくは限りなく弱くなっていた。振りほどく必要もない。ちょっと引っ張っただけで落ちていく彼女の右手。

  　それを確認して僕はさらに一歩後ろへと下がり、今度こそ玄関の扉とびらを閉める。

  　ドアが閉ざされる直前、狭まる隙すき間まから彼女の顔が見えていた。

  　まるで魂たましいでも抜かれたかのように放心した表情。その頬ほおに、一筋の涙が落ちる。

  　バタンと、音をたてて閉じる扉。

  （……言いすぎだ、馬ば鹿か）

  　今のは完全に八つ当たりだった。そんな思いが頭の中に浮かびはしたが、その感情は再び扉を開いて彼女に謝罪するほどに大きなものでもなかった。

  　僕は今度こそ眠りの世界に落ちるため、自室へと戻ることにする。

  

  

  

  　もしかしたら眠れない原因は、寝るために必要な体力がないせいなのかもしれない。

  　一向に眠れぬ苦悩の末、そんな結論に至った僕は、そういえばここのところ何も食べていなかったことを思い出した。家の冷蔵庫に手をつけることは禁止されているので、適当な弁当を求めて近所のコンビニへと向かうことにする。

  　外に出ると既に空は暗く、時刻は夜になっていた。

  　さすがにもう佳か奈な実みの姿は見えない。あの後おとなしく帰ったのだろう。
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  　そのことに対する安心と後ろめたさを同時に抱えたまま、コンビニへの最短距離を進む僕。

  　久しぶりに見る外の世界は、以前に見たそれよりもより一層色褪あせているようだった。

  　まるで全身麻酔でもかかっているかのようにすべての感覚が阻そ害がいされ、ズレて見える。精神と肉体と世界がそれぞれ別のベクトルへ乖かい離りしているかのような、不ふ可か解かいな認識。

  　いよいよ、この世界は僕のいるべき場所じゃなくなってきている。そんな感想を抱いだきながらも、僕の身体からだはたどたどしくも足を動かし、前へと進む。

  　長い間、動かしていなかったせいで身体のあちこちが腐ってしまったのだろうか。思わずそう心配してしまうほど、肉体の動きは緩かん慢まんで、鈍かった。

  　そんななか、どこか遠くのほうから何者かが駆け寄ってくるような足音が聞こえてくる。

  「ちょいとそこいく色男。ご機嫌麗うるわしゅ～！」

  　聞き覚えのある声と、妙なイントネーション。

  　振り返ってみると、そこにはクラスメイトの窪くぼ田た理り雄おが立っていた。

  「よっ、有あり栖す。ばんわ～」

  　そんな意味不明の挨あい拶さつを繰り出してくる理雄。何だか知らないがテンションがすごく高い。

  「あぁ、うん。こんばんは」

  　僕が彼を最後に見たのは、佳か奈な実みに告白して振られていたあの日以来だったが、この様子だと引きずってはいないようだった。まぁ、「あれ」が今から何日前の出来事だったのか、僕にはもう定かではないのだが。

  「……っつか、お前。ものすっごく顔色悪いぞ。風か邪ぜ？　病気？」

  　心配そうにこちらを窺うかがってくる理雄。その態度からは、あってしかるべき僕への敵てき愾がい心しんが見事に感じられない。こちらを気遣うその表情にも、これまでと何ら変化が見られなかった。

  「……まぁ、そんなところ」

  「ふーん。ま、そういうときはムリしないで学校休んだほうがいいぜ？」

  （……あれ？）

  　一瞬だけ生じる違和感。だが、何事もなかったように会話は継続される。

  「そういや、お前。こんな時間にどうしたんだ？」

  「ちょっとコンビニに。……そっちは？」

  　一応の社交辞令として聞き返すと、理雄の口元がニヘラと緩ゆるんだ。

  「俺おれ？　……へへ、聞いちゃう？　今のお前が、今の俺に、それを聞いちゃう？」

  「……？」

  　なんだかよくわからないが、理雄がものすごく聞いてほしそうな表情でこちらを窺っていた。そんな彼のニヤケ顔に若干の気味悪さを覚えつつも、一応聞いてみる。

  「……何かあったの？」

  「よくぞ聞いてくれましたぁ！」僕の質問に、ものすごいオーバーリアクションで反応する理り雄お。「驚かないで聞いてほしいんだけどさ。……俺おれ、この前、結構昔からずっと好きだった女の子に、思いきって告ってみたんだよね」

  「へぇ……」

  　まさか、その一いち部ぶ始し終じゆうを陰から見ていたとも言えず、曖あい昧まいに返事する僕。

  

  　──なんで、有あり栖すなんだ？

  

  　埃ほこりがかぶっていた記憶を掘り起こし、この話が今の理雄にどう繋つながるのかと首をかしげる。落ち込むならまだしも、こんなに上機嫌である理由はないはずなのだが……。

  　すると彼は、持ち前の笑顔を爆発させながら、こう続けてきた。

  「それでなんとＯＫもらっちゃってさ。晴れて彼氏彼女の関係になれたってわけ！　今は、その子との初デートの帰り道なんだなー、それがっ！」

  「……、……へぇ？」

  　あれ？

  「いやー、こういうマジなお付き合いって初めてだったから超緊張したぜー！　もう心臓ばっくんばっくんいってて、向こうにも聞こえてたんじゃないかと思うもん」

  　おかしい。どういうことだ。

  　彼の言っていることが、何かずれている。

  「……それで、その子って？」

  「おっと、肝かん心じんなことを言い忘れてたな！　そうそう、その相手ってのがお前もよく知ってる女の子でさ。……誰だか知りたい？　当然、知りたいよな！」

  　浮かれながらも、照れくさそうに口元を緩ゆるめる理雄の表情。

  　その笑顔はあまりにも自然すぎて、逆に気持ち悪いほど不自然だった。

  「いいか？　言うぜ、言っちゃうぜ。驚きすぎて死んじまうなよ？」

  　何かが間違っていた。

  　確実に何かが狂い始めていた。

  「カナミだよ。フゲンカナミ。うちのクラスの学級委員の」

  　何かが壊れていく予感があった。

  　だが、それが何かまではわからない。

  

  　その後、散々惚気のろけ話ばなしを撒まき散らしてから、理雄は去っていった。

  　結局僕は問題の根こん幹かんには触れず、適当に相あい槌づちを打つだけに留とどめておいた。自分のことだけで手いっぱいな今、これ以上の問題事は御ご免めんだったのだ。

  　そうして僕は、その爆弾を放置した。

  

  

  

  　それからも不眠に悩まされる日々は続いた。

  　いろいろと対応策を練ってみたのだが、何一つ解決には繋つながらない。

  　眠ることのできない拷ごう問もんのような毎日。

  　焦あせりと苛いら立だちだけが募つのるなか、ただ時間だけが過ぎていく。

  　そしてとうとう、その日が来てしまった。

  

  

  

  　これは夢だ。そのはずだ。

  　その光景を目撃したとき、僕が抱いだいた感想はそれだった。

  　いつものように家を抜け出し、近くのコンビニで食料を購入してきたその帰り。

  　鍵かぎがないので仕方なく玄関のチャイムを鳴らした僕を迎え入れたのは、叔お母ばではなかった。

  　いつもは彼女の陰気な無表情があるべき位置に、微笑を浮かべた男性が立っている。

  　不吉な形に歪ゆがむ厚い唇くちびると、酒気のせいか赤くほてった鷲わし鼻ばな、濁にごった瞳ひとみ。

  　それは間違えようもなく、僕の叔お父じだった。

  　彼は僕の姿を確認し、すっと目を細める。

  「やぁ、おかえり」

  　どこかで聞いたことのあるような台詞せりふを口にし、不吉な笑みを浮かべるその男。

  　気がつくと僕は冷たい床の上に座り込んでいた。

  　立ち上がろうにも、足腰に力が入らない。

  　後あと退ずさって逃げようにも、玄関の扉とびらは閉じられ鍵がかけられていた。

  　僕はただ呆ぼう然ぜんと、叔父を見上げることしかできないでいる。

  「驚いたかい？　予定が少し早まってね、いったん日本に帰ってきたんだ」

  　ゆっくりと言い聞かせるようにそう話しながら、一歩近づいてくる叔父。

  　へたりこんだ僕の肩をぽんと叩たたき、にこりと笑う。

  「だから、ただいま」

  　ぞわりと、背筋に震えが走った。

  　嫌だ。

  　嘘うそだ。

  　これは夢だ。

  　そうに違いない。

  　そうであってくれ。

  　そうじゃなきゃ駄目だ。

  　真っ白になった思考回路の中を飛び交う空むなしい希望。

  　そう、これは夢。最近調子の悪い僕の脳が創り出してしまった悪夢の一つ。

  　だから、消さないと。

  　こんな夢さっさと終わらせて、もっと楽しい夢を見たほうがいい。

  　さっそく夢世界に干かん渉しようし、目の前の叔お父じを消し去ろうと試みる。

  　だが、いくら「夢見」を試みても、目の前に立つ悪夢には何の影響も与えることができなかった。消すことも、変えることも、止めることもできやしない。

  　おかしいな。まだ「完全明めい晰せき夢む」に到達していないとはいえ、簡単な夢場面の操作なんて今の僕になら簡単なはずなのに……。

  　そう混乱していると、僕の肩を掴つかむ叔父の手に、力が籠こもった。

  「……どうしたんだ？　挨あい拶さつくらい、ちゃんとしなさい」

  　食い込む指が、痛い。

  　あぁ。

  　本当はわかっているのだ。

  　夢と現実の区別くらい、とっくの昔からできるようになっている。

  「……っ、すみません」

  　これは夢じゃない。現実なのだ。

  「…………おかえりなさい」

  　とうとう僕は、現実に追いつかれてしまった。



  


   ７　ラストチャンスと選択肢

  

  　空の上には何もなかった。雲はなく鳥もおらず、飛行機なんかも飛んではいない。これといって目に留まるものが何もない、ただ青いだけのつまらない空間。

  　床の上に寝そべってそんな光景を見上げながら、僕は胸ポケットへと手を伸ばす。

  　冷たい鎖の感覚。引き寄せられて出てきたのは夢の世界へのパスポート、鏡のついたペンダントだった。そこに映し出された幽ゆう鬼きのような自分の顔を一いち瞥べつした後、それを頭の下に敷く。

  　最初の頃ころは硬くて痛かったその感触にも、今ではすっかり慣れていた。後頭部に伝わるひんやりとした気持ちよさを堪たん能のうしてから、僕はずっと手に持っていたガラス瓶びんへと視線を移す。

  　空き缶サイズの透明なガラス瓶びん。その中には白い錠じよう剤ざいが数粒入れられていた。

  　睡眠薬。

  　これこそが最後の手段。不眠症なんていうくだらない現実を振り切って、夢世界へ戻るために必要な、とっておきの切り札だった。

  　以前、医者に処方してもらったものはあまり効かなかったので、それよりも遥はるかに強力なものを通販で購入した。その効力の強さから今では使用を禁じられているという危険な代しろ物もの。だが、それくらいパンチの強いものでなければ今の僕は救えない。むしろ、そのリスクが頼たのもしいくらいだった。

  　これさえあれば、かなりの高い確率で眠ることができるだろう。

  　だが、今やそれを自室の布ふ団とんで試すことはできなかった。

  　もう、あの場所には叔お父じがいる。もはや、家の中での安息はありえない。

  　だから僕はここにいた。

  　学校の屋上。よく昼寝に来ていたここならば僕も眠り慣れている。土曜日の学校には部活動のある数名の生徒しか登校しておらず、屋上まで上がってくる邪魔者もいないだろう。

  「……準備、よし」

  　この眠りで本当の「完全明めい晰せき夢む」をものにしなければ、僕にはもう後がない。

  　昨日きのう、帰ってきたばかりの叔父は疲れているのか、僕に構うことなくすぐさま眠りについてしまった。だが、これから先、彼が何もしてこないという可能性は悲しいくらいありえない。

  　そして、また前みたいに叔父の趣味に付き合わされたとき、今の僕が正気でいられるという保証もまた、限りなく薄かった。

  　中途半端に「完全明晰夢」という希望があったぶん、心に受けるダメージも大きいだろう。

  　だから、これが正しよう真しん正しよう銘めい、最後のチャンスなのだ。

  　僕は瓶びんから睡眠薬を一かけら取り出して、ペットボトルの水と共に口に含む。

  　口内に広がる濁にごった舌触り。覚悟を決めて嚥えん下かした。

  「…………」

  　薬の効果が完全に表われるまでには、少し時間がかかるようだった。

  　だが、これまでの睡眠薬とは明らかに違う力強い効能が、僕の意識を絡からめ取ろうとしているのが体感的に理解できる。脳内に蟠わだかまる痛みも疲れも悩みも、全部包み込んで夢の淵ふちへと引きずりこむかのような強制力。ぐんと引き寄せられ、やっと睡眠へ移行していく僕の自我。

  　それは僕がずっと待ちわびていた感覚で、まごうことなき救いの兆きざしだった。

  　全身に満ちていく甘い痺しびれを感じながら、ゆっくりと重い瞼まぶたを閉じようとする僕。

  （……そういえば）

  　ふいに、思い出す。確か、前にも似たような状況で眠りに落ちたことがあったような。確か、あれは「アクム・クエスト」の最終ステージに挑いどむ直前で。そのとき、僕が同じ場所で眠ろうとしていたところに、あの二人が……。

  　次々とシャットダウンしていく思考回路の片かた隅すみで、そう思ったそのときだった。

  　まるであのときを再現するかのように、屋上に見知った人物が現れる。

  

  

  

  　まず現れたのは佳か奈な実みだった。

  　まるで転がり出るかのように踊り場から屋上へと現れた彼女は、慌あわてた様子で校内へと通じる鉄てつ扉ぴを閉め、それを身体からだ全体で押さえるかのように寄りかかる。

  　どうしてこんな時間に、こんな場所に現れたのか。そんな疑問を抱いだくよりも先に、どこかただごとでなさそうな彼女の雰囲気が気にかかる。その様子は、まるで誰かから逃げているようで。

  　その考えを肯こう定ていするかのように向こう側から、扉とびらを叩たたく音が聞こえてきた。

  「や、やめてくださいっ。来ないでっ！」

  　どうやら、何かが起きているらしかった。

  　よりにもよって、このタイミングで。

  「どうして。何で逃げるんだよ、カナミ」

  　扉の向こうから聞こえる低い声。その声には聞き覚えがあり、僕の嫌な予感は限界まで加速する。麻ま痺ひし、その機能が停止しかかっている僕でも、その異常さは十分に理解できた。

  　だが、もう僕の自我は八割ほど機能を停止しており、手足もまともに動かせない。

  　かろうじて残っているのは、わずかばかりの視覚と聴覚。今はそれを維持するので、精いっぱいだった。こうなっては頼みの綱つなであった睡眠薬の有能さが恨うらめしい。

  「きゃっ!?」

  　向こう側から体当たりでもしたのだろうか。勢いよく扉とびらが開かれ、それによって佳か奈な実みが弾はじき飛ばされる。まるでボールのように屋上の床を転がる小さな身体からだ。

  　そして、開かれた扉から屋上に出てきたのはやはり、僕の予想どおりの人物だった。

  　短い茶髪と日に焼けた肌、人懐なつっこそうな笑顔が特徴の男子生徒。窪くぼ田た理り雄お。

  　まるで前回の出来事を再現するかのような、この状況。

  「何を怖がってるんだよ、意味わかんないぜ」

  　少し戸惑うようにそう言って、いつものように笑う理雄。

  　そんな彼から、佳奈実は床を這はうように距離を取っていた。かすんだ視界を無理やり動かし、目を凝こらしてみると、彼女の着衣が少し乱れている。

  　それは、僕に不吉な予感を与えるのに十分なものだった。

  　そんな彼女の怯おびえる様子を見て、ふうとため息をついてみせる理雄。取り繕つくろうように穏やかな笑みを浮かべてみせる。

  「……ごめん。悪ふざけがすぎたな。つい先走りすぎちゃったみたいだ」

  　そんな彼の変容に戸惑う佳奈実。だが、警戒は未いまだ解かれていなかった。

  「い、いえ……、あの……？」

  「でも、どうして？　昨日きのう、そっちから誘ってきたんじゃん」

  「な、何をです？」

  「何をって、こうすることをさ」

  　そう言って佳奈実に近づこうとする理雄。

  　フェンス際まで追い詰められていた佳奈実は、表情を引き攣つらせて首を振る。

  「う、嘘うそですっ！　わ、私、そんなこと……」

  「嘘って言われてもなぁ……。今になって怖くなったんなら、そう言ってくれれば俺おれは別に」

  「だ、だから私は何も……っ！」

  　どこかかみ合わない会話に、悲鳴のような声を上げる佳奈実。

  「本当にどうしちゃったんですか、窪田君!?　何か変です！　ここのところずっと学校にも来なかったし……。な、何があったんですか!?　もしかして、わ、私のせい……なんですか？　私が、あの、こ、告白を断ったから……？」

  　そんな彼女の言葉に、理雄の動きがぴたりと止まった。

  　眼球がこぼれんばかりに瞠どう目もくしながらも、彼はまるでたちの悪い冗談を聞いたみたいな表情で苦笑してみせる。

  「お、おいおい、何言ってるんだよ。さすがの俺も、今のは傷つくって……」

  「え……？」

  　何を言っているのかわからないといった様子で立ち尽くす佳奈実。

  　そんな彼女の様子に、理雄が焦あせったように言葉を重ねる。

  「え？　じゃなくてさ。……お前、ちゃんと俺おれの告白を受け入れてくれたじゃないか。それで、今日まで一緒にいてくれてたじゃん？　いろんなとこ遊び行ったり、いろんなこと話したりしてさ。そりゃ初めてのことでいろいろ至らなかったし、ぎこちなかったかもしんないけどさ。結構、楽しかっただろ？　少なくとも俺は、お前と一緒にいられて、楽しかったんだけどな」

  「あ、あの……。言ってることの意味が……」

  「……っ！　何でっ、どうしていきなりそんなことっ……」

  　理り雄おは先ほどとは打って変わって、恐怖に染まった表情で佳か奈な実みに詰め寄る。まるで縋すがるかのように彼女の肩を掴つかみ、再度問い詰める彼。

  「な、なぁ。冗談だよな。嘘うそだと言ってくれよカナミ。俺に悪いところがあるなら直すから。なんだって言うこと聞くし、どんな願いだって叶かなえてやるから。だから……」

  「や、やめてっ！」

  　晩夏の昼空に、乾いた音が鳴り響く。

  　平ひら手て打ち。それが、追い詰められた佳奈実にできた唯ゆい一いつの抵抗だった。そしてそれは、理雄に対して抜群の効果を誇る。……もちろん、悪い意味でだが。

  「な……」

  　世界のすべてが信じられないといった顔で、叩たたかれた左頬ほおを押さえる理雄。

  　そんな彼に、涙目の佳奈実が畳みかけた。

  「今の窪くぼ田た君は絶対におかしいです！　これ以上、何かするなら私、先生呼びますからっ！」

  　博愛主義で、誰に対しても親愛の心で接していた佳奈実。そんな彼女から鋭い敵意のある視線を向けられて、理雄は激しく狼ろう狽ばいしていく。

  「おいおい、やめてくれよ……。まるで、悪い夢でも見ているみたい、だ……」

  　そして、自分で言ったその一言に目を見開いた。

  「…………わるい、ゆめ？」

  　肺の奥底から搾しぼり出すように、そう唸うなる。

  　怪け訝げんそうな顔をする佳奈実をよそに、理雄は後ろによろけ自分で自分の頭を抱えた。

  「夢、夢……、まさか……、嘘だ……。むしろこれこそが……？　いや、でも……」

  　ブツブツと口の中で何かを呟つぶやきながら、さらに一歩、二歩と後退していく理雄。

  　その様子にただならぬものを感じたのか、佳奈実が彼に一歩近づく。

  「窪田君……？」

  　だが、その足はすぐに止まった。頭を抱えるようにして自分の髪を掴んでいた理雄が突然、それを毟むしり始めたのだ。ぶちぶちと抜かれていく彼の頭髪。そんな彼の奇き行こうに怯おびえ、佳奈実は息を呑のむ。

  「窪田く……！」

  「……痛い。痛いな。痛いのかよ。……くく、まぁ、痛いっつっても、それはリアルの証明にはならねぇんだけどさ。でも、なぁ、お前……、これはもう、どうしようもなく、現実だよな」

  　うわごとのようにそう繰り返し、その場に蹲うずくまる理り雄お。

  　折り曲げたその身体からだから、調子の外れた声こわ音ねが漏もれる。

  「……くく、くくく。……はっ、はは、ははははは……、はははははは！」

  　それは、窪くぼ田た理雄という人格が壊れた瞬間なのかもしれなかった。

  　彼はまるで、故障したおもちゃのように、妙に甲かん高だかくひび割れた笑いを上げ始める。

  「ど、どうし……」「そうか。そういうことなのかよ……」

  　佳か奈な実みの言葉を遮さえぎる理雄。それは、地獄の底から聞こえてくるような怨えん嗟さの声だった。

  　そして、彼はこう続ける。

  

  「『完全明晰夢』……」

  

  　それは、現実世界で聞くはずのないもので、彼が口にするはずのない単語だった。

  　だが、彼はその単語を吐き出すなり、すべてを悟ったように笑い、壊れ出す。

  「やってくれる。やってくれるぜ、あの野や郎ろうッ！　まさか、これまでのことが全部夢だったなんて！　俺の願望……、妄もう想そうだったなんてさぁっ！」

  「ひっ……」

  　滂ぼう沱だの涙を流しながら、絶叫する理雄。その様子にこれまでとは違った危険を感じ取った佳奈実が悲鳴を漏らし、彼のそばから逃げようとする。だが理雄のほうが圧倒的に速かった。

  　抗あらがおうとする佳奈実の手足を無理やり押さえつけ、のしかかる理雄。涎よだれを撒まき散らしながら怒ど声せいを上げる彼の瞳ひとみが、妖あやしい光を放射する。

  「まさか、俺のほうが先にいかれちまうなんて。こんなにもあっさり騙だまされるなんて。もう、どうしようもねぇよ。どうしようもないくらい滑こつ稽けいだよ！　そう思うだろ、なぁ!?」

  「いや、やめて……」

  　激げき昂こうし、佳奈実の首に手をかける理雄。このまま絞め殺してしまわんばかりの勢い。だが、佳奈実もただ無抵抗にやられているわけではなさそうだった。

  　少し離れた位置から見ている僕には、彼女が理雄に気付かれないよう後ろ手に携帯を操作し、通話ボタンを押している姿をはっきりと確認できる。

  　恐らく、警察に通報したのだろう。今からでは間に合うかどうかギリギリだったが、彼女がうまく時間を稼かせぐことができたら、もしかしたら助かることができるかもしれない。

  　あとは彼女の頑張り次第か。今にも落ちそうになっている僕の自我が、そんなことを微かすかに考え、最後にその意識を手放そうとしたそのとき。

  

  　すぐ近く、僕のズボンのポケットから安っぽい電子メロディが流れ始めた。

  

  　電話の着信を知らせるその音声。

  　発信者が誰なのか。そんなの、確認するまでもない。

  「え？」「あ？」

  　これまでの切せつ迫ぱくした状況をすべて忘れたかのように、ぽかんとした顔でこちらを見上げる理り雄おと佳か奈な実み。

  　給水塔のそばで横たわっている僕の姿を、信じられないものを見るかのような目で眺める彼女の手から携帯電話が滑り落ち、かしゃんと軽い音をたてる。

  　どうしようもないくらい絶望的な、馬ば鹿か。

  　どうしてこの土ど壇たん場ばで、僕に電話なんかしようと考えたんだ。

  　その連絡を受け取って、僕に何かできるとでも思っていたのか？　あんな別れ方をしたばかりなのに？　この僕がヒーローみたいに颯さつ爽そうと現れて、かっこよく理雄をやっつけてくれるとでも？　本気で、そんなふざけた幻想を信じていたのか？

  　……みきとくん。

  　そう呟つぶやくように彼女の口が動いたが、その声は聞こえてこなかった。

  　そんな彼女の様子や床に落ちた携帯から状況を理解したらしい理雄が、佳奈実から手を離し、こちらへと向き直る。

  「…………ひひ」

  　理雄の口元からこぼれ落ちる愉ゆ悦えつの感情。

  　見開かれた彼の瞳ひとみが、こっちを見ていた。

  　今にも掻かき消えそうな僕の視線と、狂気に満ちた彼の視線がゆっくりと絡からまって、

  「なに見てんだよ、有栖」

  　そこで、これまでなんとか保っていた僕の意識が、とうとう落ちる。

  　暗転する視界。

  　僕が最後に見たのは、壮そう絶ぜつな笑みを浮かべてこちらに歩み寄ってくる理雄だった。
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  「おかえり、アリス君」

  　見る限り何もない真っ白な空間。おなじみの夢の中で目を開いた僕の頭上に、ルルディ・リデルが浮いていた。膝ひざを抱え、自らを抱きしめるような体勢で浮遊する白い少女。

  「なんだか、大変なことになってるみたいだね」

  　のんきにもそう言って、へらりと笑いかけてくる。

  　そんな彼女を確認するなり、僕はその周りにある重力を「夢見」で操作した。

  「うわっ？　……っとと」

  　突然、無重力状態が解除され、地面に引きずり下ろされるルルディ。慌あわててバランスを整え、なんとか着地した彼女は、頬ほおを膨らませて抗議の視線を送ってきた。

  「いきなりなにすんのさー！」

  「あれは、どういうこと？　どうせ、さっきのも全部、覗のぞき見ていたんだろ？」僕は彼女の訴えを無視して問いかける。「惚とぼけても無駄だよ。あいつ……窪くぼ田た理り雄おは確かに『完全明めい晰せき夢む』の名前を口にしたんだ。それにあの変わりよう……、奴やつの身に何が起きてるのか、君にはわかっているんじゃないか？」

  「…………」

  　ただならぬ僕の様子にいつものおちゃらけた態度を改め、すっと表情を消すルルディ。

  「……うん、確かに。さっきまでのことはアリス君の意識越しに観察してたし。だいたいのことは把握してるつもりだよ。でも……」

  「でもじゃない。どういうことだ？　いったい、何が起こってる？」

  「お、落ち着いてアリス君」

  　思わず詰め寄っていた僕を引き剥はがし、再びふわりと浮き上がりながら彼女は続ける。

  「キミが考えているとおりだよ。クボタ・リオ……、彼もまた、キミと同じ夢世界の関係者だ。……というか、彼はキミの前の『アクム・クエスト』チャレンジャーだったんだよ」

  「……っ！」

  　あっさりと明かされる真実に、くらりと来る。

  　そういえば、そもそも僕に「カガミマクラ」の噂うわさを教えてきたのは理雄だった。

  「カガミマクラ」を実じつ践せんした彼が、ルルディと出会っていたとしても不思議はなかったのだ。

  「……でも、彼は途中でリタイアしたんだ。今のキミと同じ段階、あと一歩っていうところまで来てたのに、これ以上はもう必要ない、なんて言い出してさ。今、思えば、それはキミや委員長ちゃんと仲良くなりだして、すぐのことだったかも」

  「……」

  「後あと腐くされがないよう『アクム・クエスト』での記憶は全部奪ったつもりだったんだけど。たぶん、完成されずに中途半端なままだった『夢見』の力が悪い方向に作用したんだろうね。無自覚な願望から創り出された未完成の『完全明晰夢』……いや、『不完全明晰夢』を前にして、それが現実だと錯さつ覚かくしてしまったんじゃないかな。自分で自分を騙だましてしまったんだ」

  「……じゃあ、あの豹ひよう変へんは何なんだ？」

  「うーん、ラブラブ状態だったはずの委員長ちゃんに拒絶されたショックが強すぎたのかな。その拍ひよう子しでなのか、ボクが消したはずの記憶まで思い出しちゃってるみたいだし……。たぶん、幻想と現実のギャップが強すぎて混乱してるんだと思うよ」そう続けた彼女は、ふと気付いたように笑顔を見せる。「あ、でもアリス君にその心配はないから安心して。……キミはなにより夢と現実を区別する能力に長たけているし。それにそもそも、もうすぐ完全明めい晰せき夢むを完かん璧ぺきな状態で会え得とくしようとしてるんだ。何も心配することなんてないんだよ」

  「いや、そういうことじゃなくて……」

  　そう口ごもる僕を見て、ルルディが不思議そうに首をかしげる。

  「現実でのことが気になるの？　大丈夫だよ、そんなのもうすぐ関係なくなるから」

  「関係なくなる……？」

  「だって、そうじゃない？　アリス君はこれから、夢と現実の間に引かれた一線を越え、『完全明晰夢』を手に入れるんでしょ？　そうすればボクと同じ、『ワンダー』の領域に到達することができるようになる。そしたらもう現実がどうなろうと問題ないよ。なにしろ『完全明晰夢』を得た人間の魂たましいは、その肉体という檻おりから切り離される。現実世界に戻る必要なんてなくなるんだ。ずっと幸せな夢だけを見て、暮らしていけるようになるんだよ」

  「……！」

  　またしても、さりげなく告げられた衝撃の事実に言葉をなくす僕。

  　だが、やはり彼女は構わず、言葉を重ねてくる。

  「アリス君だって、それを望んでいたんでしょ？　現実なんて振り切ってやるって言ってたじゃないか。あの叔お父じさんから逃げて、幸せを手にするにはその方法しかないんでしょ？　そのために、わざわざ危険な薬まで使ってここに戻ってきたんじゃないの？」

  「それはそう……、だけど」

  「なら、いいじゃん」

  　僕の返答に、満まん面めんの笑みを浮かべるルルディ。

  「これで必要な準備は完了したね。……これからキミには、究極の選択肢が突きつけられる。夢か現実か。一度選んだら最後、リトライの許されない絶対的な二者択一。……そこでキミが、最後の一線を踏み越え、ボクのいるこちら側を選んでくれたなら。それで『完全明晰夢』は完成だ。そこにはキミの望むすべてが待っている！」

  　彼女はそこまで言って、こほんと咳せき払ばらいし、

  「……とはいえ、ボクにキミの選択を左右する権利はないんだ。最後はキミが選ぶしかないんだよ。そう、ただ流されるのではなく、自分の意思でね。……もちろんボクも、キミが望みたい選択肢を選べるよう全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけてサポートするつもりだけど」

  　そう言って、両手を僕に向かって大きく広げてみせる彼女。まるで僕を丸ごと抱きしめようとしているかのようなその仕草。大輪の花が咲くような満面の笑顔。

  「……さぁ、大詰めだよ、アリス君。ハッピーエンドはすぐそこだ！」

  　瞬間、目の前の景色がぐるりと暗転した。僕はさらなる夢へと落とされる。

  

  

  

  　そして僕はまた、悪夢城の最上階に立っていた。

  「アクム・クエスト」最終ステージの、その続き。

  　目の前にぶら下がる鳥とり籠かご。その中では、姉さんが以前と変わらぬ格好で待っている。

  　あとは彼女の手を取って、ここから逃げるだけでいい。

  　そうすれば、ずっと望んでいたすべてを手に入れることができるのだ。

  　だが僕は今、彼女に手を伸ばすことを躊ちゆう躇ちよしていた。

  「……迷っているのね」

  　そんな僕の心を見み透すかしたように、檻おりの中の姉さんが話しかけてくる。

  　僕の記憶にあるとおりの優しい声こわ音ね、すべてを包み込むかのような穏やかな口調。

  　それはまごうことなく姉さんそのもので、

  「カナミちゃんのことを放っておけないんでしょ。口ではあんなにドライなこと言ってても、結局、ミキ君は優しいから……」

  「違う、そんなんじゃない」慌あわてて姉さんの言葉を否定する。「僕は迷ってなんか……」

  「そうなの？」

  　そんな僕の返事に、きょとんと首をかしげてみせる姉さん。

  「……じゃあ現実の彼女を見捨てて、幻想の私を助けてくれるんだ？　彼女は、最後の最後までミキ君のこと信じて、頼たよってくれてたっていうのに」

  　その問いに僕は即答できなかった。それを見て、姉さんが困ったように苦笑する。

  「……ほら、やっぱり迷ってる」

  「……っ！」

  　言葉を詰まらせる僕。唇くちびるを噛かみ締め、固く握った両手に力を込める。

  　そんな僕の握り拳こぶしを、ふわりと温かいものが包み込んだ。

  　見るとそれは姉さんの伸ばした指先で、

  「でもね。私は思うの。何もミキ君が危険を冒す必要はないんじゃないかって。人には自分自身の幸福を願う権利があるはずでしょう？　それを無む碍げにすることは誰にだってできないよ」

  　そこには、確かな温かさを持つ彼女の優しさが存在していた。

  　これまでは、ちゃんと触れることすら難しかったのに。驚き戸惑う僕の手を、姉さんはぎゅっと握り締め、続ける。

  「……ミキ君は、ミキ君が欲しいものを選んでいいんだよ？」

  「……あ」

  　心の奥底で、何かが外れた音がした。

  　直感する。

  　今なら、彼女の手を取ることができるのだと。今、僕が彼女の手を握り返し、引っ張るだけで、すべてが完了するのだと。そしてそう感じたからには、その結果は絶対のものだった。たぶん、これが先ほどルルディの言っていた「全力のサポート」とやらの効力なのだろう。それとも、極限まで追い詰められたことにより、僕の深層心理が現実を手放す覚悟を決めたのか。

  　どちらにせよ、今、すべての障害はクリアされていた。

  　あとは姉さんの言うとおり、選ぶだけですべてが終わる。

  　乱れる心を落ち着かせるため、僕はゆっくりと瞼まぶたを閉じた。

  「僕は……」

  　選択肢は二つ。

  　夢か、現実か。

  　そんなもの、考えるまでもない。どちらを選ぶべきかなんて自じ明めいの理りだった。

  　もともと僕にとって、現実なんてなんの価値もないもので。叔お父じが戻ってきた今、これより先の日常にも光は見えない。

  　だからこそ、僕はずっと夢を追い求め続けてきたのだ。そしてとうとう手を伸ばせば届く場所にまでたどり着いた。

  　これで僕は、念願だった「現実からの脱出」と「家族の温もり」の二つを手に入れることができる。これまで受けてきた苦労や苦痛、そして辛つらかった夢修しゆ行ぎようのすべてがこれで報むくわれるのだ。

  　これから先は姉さんと二人で、誰にも邪魔されない日々を謳おう歌かできる。

  　狭くて汚いけれど温かい、そんなボロアパートに二人で住んで。毎朝、姉さんの淹いれてくれる美お味いしいコーヒーを飲むことができて、姉さんは僕のことを疎うとましく思ってなくて。僕はそんな姉さんのために頑張って勉強して、そのうち働くようになって。そんな僕を姉さんは優しく労ねぎらってくれて。姉さんはいつもにこにこ微笑ほほえんでいて、ときおり僕もつられて笑ってしまう。そんなありふれた幸福が、僕を待っているのだ。

  　…………でも。

  　それでも、僕の手は動かなかった。

  「どうしてなんだろう」

  　思わず、そんな呟つぶやきが漏もれている。

  　閉じた瞼の裏に蘇よみがえるのは、現実で見た幾つかの光景だった。

  　理り雄おに迫られ、恐怖に怯おびえる佳か奈な実みの姿。

  　僕の八つ当たりを受け、涙していた佳奈実の姿。

  　理雄の告白を拒絶し、僕が好きだなんて言いだしていた佳奈実の姿。

  　命すらかかった窮きゆう地ちで僕を頼たより、裏切られて呆ぼう然ぜんとしていた佳奈実の姿。

  　何だかんだとお節せつ介かいを焼いてきて、視線が合う度に慌あわてふためいて、僕のふてくされた返答に困ったように笑い返して……。

  「どうして、僕はこんなことを思い出しているんだろう？」

  　僕は別に、佳か奈な実みのことなんてどうでもいいと思っていた。

  　正直言って、おどおどしながらも何かと忠告してくる彼女を鬱うつ陶とうしいと思っていたし、慌あわてるように話すその癖くせも好きじゃない。幼おさな馴な染じみだからといって馴なれ馴れしく話しかけてくるところも、ときおり見せる姉さんぶった仕草も、お節せつ介かい焼きなところも、馬ば鹿か正直なところも、全部全部嫌いだった。

  　だから本当は今、佳奈実のことを思い出して悩む必要なんてないはずなのだ。

  　普ふ現げん佳奈実は僕にとって、姉さんとの幻想につりあうほどの人物じゃない。

  　はず、なのに。

  　心の中にあるどこかの部分が激しく騒ぎ、何かを伝えようとしているようだった。

  「アイツの何が、こんなにも引っかかる……？」

  　それに応こたえるように手の中で発生する何かの質感。

  　気がつくと、僕は何かを握り締めている。

  　見るとそれは僕をこの世界に誘いざなってくれるキーアイテムの、鏡のついたペンダントで。

  「どうして、これが……」

  　疑問に思った瞬間、鏡面がきらりと光り、その中にある光景が映りこむ。

  「あ……」

  　目の前に立っていた姉さんが、慌てるように声をこぼした。

  「駄目っ、それを見ては……」

  　そんな彼女の制止も空むなしく、僕は鏡面を覗のぞき込んでいる。

  　鏡面の奥の向こう側。そこには、こことは別の空間が広がっていた。

  

  

  

  　鏡面に映し出されたその世界。

  　薄汚れたアパートの一室、散らかった室内、吹きすさぶ風が窓ガラスをカタカタと鳴らしている。そんな部屋の片かた隅すみに座り込み、何も映さぬ瞳ひとみを見開いたまま硬直する一人の子供。

  　今、自分が何の風景を見ているのか、一瞬で理解する。

  　三年前のクリスマス。姉さんに捨てられたことに気付き、絶望していたあの場面だ。

  　放心し、ただ呼吸をするだけの生き物となっている当時の僕。このまま緩ゆるやかに死んでいこうとする、そんな退たい廃はい的な諦てい念ねんがその全身から漏もれている。

  　そんなとき、鍵かぎのかかってないままだった扉とびらを開いて、室内に何者かが入り込んできた。

  『あのー……』

  　恐る恐るといった様子で、部屋の中を覗き込んでくるその人物。

  　それは、小こ柄がらな体たい躯くと大きな瞳ひとみ、顔の大きさにアンバランスな黒くろ縁ぶち眼め鏡がねと地味な一本結いが特徴的な人物で。見間違えようがないほどに、普ふ現げん佳か奈な実みその人だった。

  

  　馬ば鹿かな。僕の記憶に、こんな場面は存在しない。

  　三年前のあの日、佳奈実は僕の家になんてやってこなかったはず。

  　では、この光景は、今目の前で展開されているこの場面は一体……。

  　戸惑いを隠せない僕をよそに、鏡面世界の佳奈実は荒れた室内を見て慌あわて出す。

  

  『み、幹みき人と君っ、これは一体……っ！』

  　部屋の様子や憔しよう悴すいした僕、机の上に置かれた姉さんの書き置きを眼めにして、彼女はすぐに今、何が起きているのかを察したようだった。

  　数秒間だけ呆ぼう然ぜんと立ち尽くし、それからすぐに僕のほうへと駆け寄ってくる。

  『幹人君！　しっかりしてください、幹人君っ!?』

  　放心した僕の肩を掴つかみ、激しく揺すりながら彼女は必死で呼びかける。瞳に涙を溜ためながら、僕の名を繰り返す彼女。次第に僕の目に光が戻り、ふと気付いたようにこう呟つぶやく。

  『姉さん？』

  『え……？』

  　戸惑いの声を上げる佳奈実。そんな彼女に構わず、当時の僕はこう続けた。

  『姉さん、帰ってきてくれたの……？』

  

  　おい。まさか。

  　僕の中に浮かび上がってきたその理解は、殺人的なまでの冷たさで脳の中を駆かけ巡る。

  

  『あ、あの、幹人君……？』

  『よかった、姉さん……。心配したんだ。もう戻ってこないんじゃないかって……。……そうだ。あの、これ、クリスマスだから……プレゼントしようと思って。受け取ってよ、姉さん』

  『……っ！』

  　混乱する佳奈実を姉と呼び、持っていた箱を手渡している過去の僕。その焦しよう点てんの定まっていない瞳と虚うつろな言げん動どうから、佳奈実は気付いたらしかった。

  　僕が今、正しよう気きを失っているということに。

  　固く目を瞑つぶり、しばしの間何かを考え込んでいる佳奈実。

  　彼女はやがて、その瞼まぶたをそっと開いて、

  『……ありがとう、ミキ君。大切にするからね』

  　そう答えた佳奈実の柔らかな微笑ほほえみと、まどろむようなその目つきは、僕の知る姉さんのそれとあまりにもそっくりで……。

  

  　どういうことだ。どういうことなんだ！

  　そんな混こん沌とんとした感情が、僕の脳内で激しく渦巻く。

  　だが、無情にも状況は進んでいった。

  　愕がく然ぜんとする僕の目の前で、佳か奈な実みを姉と思い込んだ当時の僕と、そんな僕の戯ざれ言ごとに従い姉のふりをする佳奈実の奇妙で歪いびつなやり取りが繰り広げられていく。

  　そして。

  

  『あのね、ミキ君。私、これからお仕事で遠くに行かなければいけないの。当分の間、帰ってこられないと思う。でも、絶対に迎えに来るから。だから、それまで叔父さんの家で待っていて』

  『そんな……、嫌だよ、置いて行かないで。僕も連れていってよ……』

  『ごめんね。私もそうしたいんだけど、できないの。……でも、安心して』

  　佳奈実はそう言って、ポケットからクリスマス用に包装された袋を取り出し、中に入っていたペンダントを僕に差し出してくる。その先には丸い鏡がついていて、鏡面には惨みじめに泣きじゃくる僕の顔が映りこんでいた。

  『これは魔法の鏡なの。離れている人と人の心を繋つなげてくれる優れものなのよ。これを、ミキ君にあげる。だから泣かないで。心はずっと、そばにいるから。だから……』

  

  　そこで、鏡面世界の映像は停止する。

  　だが、僕はずっと手元にあるペンダントから目を離せないでいた。

  　なんだったんだ。今の光景は。

  　まさか、ずっと夢だと思っていたあの幻想が、三年前、緩ゆるやかに死にゆこうとしていた僕を救ってくれたあの出来事が、現実のものだったとでもいうのだろうか。

  　佳奈実がことあるごとに姉さんの模も倣ほうをしていたのは、姉さんの代わりになろうといろいろ世話を焼いてきていたのは、彼女が姉さんになろうとしていたからじゃない。

  　僕が彼女に姉さんを求めていたからだとでも、いうのだろうか。

  　次第に靄もやが晴れ、明めい瞭りようになってくる過去の思い出。

  　それは、歪ゆがめられた幻想ではなく、確固たる現実だった。

  　今、僕が見た惨めで滑こつ稽けいなあの光景こそが、真実なのだ。

  「なんて馬ば鹿かで、愚おろかで……、救いようがない」

  　ペンダントを握る指に力が籠こもる。

  　わからない。何もわからなかった。

  　彼女は何を思って、このペンダントを手に僕の家に訪れたのだろうか。

  　そこで僕の醜しゆう態たいを見て、何を思ったのだろうか。

  　どうして、姉さんのふりなんかしてくれたのだろうか。

  　そんな疑問が脳内から溢あふれる中、まったく別の考えがふと心の底からわき上がる。

  「なんで……」

  　どうして、僕は今、このタイミングでこんなことを思い出したのだろうか。

  　こんなものを見てしまったら。こんなことを知ってしまったら。

  　もう、見捨てられなくなるじゃないか。

  

  「……それでも、キミには幻想を選んでほしかったんだけど」

  

  　顔を上げると、そこには悲痛な顔でこちらを覗のぞきこんでくる姉さんの姿があった。

  　僕は今、どんな表情をしているのだろうか。

  　焦しよう点てんの定まった僕の目を見て、ため息をついてみせる姉さん。僕の手を握っていた指に、少しばかりの力を込め、聞いてくる。

  「……これ、最後のチャンスなんだよ？　それでいいの？　本当に、後こう悔かいしないの？」

  　震える声でそう尋ねてくる姉さん。それに対し、僕はあくまで正直に返答する。

  「……たぶん、よくないんだと思う。後悔だって絶対する。でも、駄目なんだ」

  「どうしてっ……!?」

  　彼女は指にさらなる力を入れながら、そう問いかけてきた。

  　ここで僕は気付く。目の前にいる姉さんの瞳ひとみ……、目じりに涙を溜ため、何事かを訴えかけてくるその両目が満月の如ごとき金色に輝かがやいていることに。

  「……さぁ、どうしてなんだろう？　でも、もう一度、佳か奈な実みに会って話を聞いて、謝罪して……そうしてからじゃないと、何も始められない気がするんだよ。なんとなくなんだけど」

  　僕はそう呟つぶやいて、彼女の頭に手を乗せる。

  　そして、そのまま髪を横に梳すき、ささやかな「夢見」で、そこにある虚きよ構こうをなぎ払った。その拍ひよう子しにぼろりと崩れ、雲のように四し散さんする彼女の身体からだ。

  　取り払われた幻影の向こうには、やはり、ルルディ・リデルの姿があった。

  「あ……」

  　元に戻った自分の姿に気付き、慌あわてて取り繕つくろおうとする彼女。それを僕は軽い仕草で制止する。別段、驚きも怒りも生まれなかった。

  　妙な納得とともに僕は、瞠どう目もくする彼女の瞳をまっすぐに覗き込む。

  「きっと、もう駄目なんだ。勘違いに気付いた今、僕は幻想の空むなしさに耐えられない」

  「キミが空しさを感じるのは、まだ『夢見』が未完成だからだよ。『完全明めい晰せき夢む』の世界に行けば、そんなもの感じなくなる！　そうすれば、キミは自分の夢に絶対の自信を持てるのに！」

  「そうかもしれないけど」

  　言いかける僕の言葉を遮さえぎり、姉さんのふりをやめたルルディが畳みかける。

  「このまま現実に戻ったら、リタイアとみなして夢修しゆ行ぎようを中止するからね。そしたらもう、二度とアリス君はこの場所に戻ってくることはできないし、これから永久に『完全明めい晰せき夢む』の世界へ行くことはできなくなる！　もう夢がキミを守ってくれることもなくなるんだよ!?」

  「あぁ……、うん。わかってる」

  「いーや、わかってない！　アリス君は何もわかってないね！　これから先、キミには辛つらいことしか待ってないよ!?　キミの現実は絶対に好転なんかしてくれないよ？　本当にキミが救われるには、ボクのいるこっちの世界に来るしかないんだよ!?」

  「……それも、わかっているけれど」

  　でも、僕は次の瞬間には彼女の制止を振りほどいていた。

  　離れる拘こう束そく。追いすがるその指から逃のがれるように、僕は一歩後ろに下がる。

  　それが決定打となった。

  　その態度に明確な拒絶を感じ取ったのか、ルルディが震える声で聞いてくる。

  「……なんでなのさ。本当にあと一歩、あと、ほんの少しのところだったのに。キミはこれまでの挑戦者とは何かが違う。もしかしたら、ずっとボクが求めていたのはキミだったのかも……。だからこそ、どうしても、こっち側に来てほしかったのに」

  「ごめん」

  「別にあの子が好きだとか、そういうんじゃないんでしょ？」

  「あぁ、たぶん、そういうわけじゃないとは思う」

  「キミにとって現実は理り不ふ尽じんで不ふ条じよう理りで、何の価値もないゴミだったんじゃなかったの？」

  「うん、そうだよ。……そのとおりなんだけど」

  　僕は少し躊躇ためらった後、こう続ける。

  「……ごめん、それでも僕は現実を捨てられない」

  「……馬ば鹿か」

  　そう呟つぶやいた彼女の顔から僕は思わず目を逸らす。

  「アリス君の馬鹿、あほんだら、おたんこなす」

  「ルルディ……」

  「うるさい、しゃべんな、あっち行け」

  　貧しい語ご彙いで繰り出される罵ば倒とうを背に受け、僕は鳥とり籠かごから一歩離れる。

  　さらに一歩、もう一歩。足取りが重いと思ったら、いつのまにか両足に大きな鉄球つきの鎖が巻きつけられていた。彼女のささやかな未練の顕けん現げん。それでも僕は、重い足を無理やり動かし、螺ら旋せん階段を下がっていった。

  　その階段の途中に、いつか見た深い竪たて穴あながあいている。

  　ラビットホール。

  　恐らくこれが、この夢からの脱出口なのだろう。

  　ここに落ちれば、この夢から目覚めることができる。そんな予感とともに、僕は顔を上げた。

  「どうして夢を否定するのさ。……ボクには、ここしかないのに。ここがボクの居場所なのに」

  　そこに立ち尽くす彼女の表情は、陰になって見ることができない。だが、その肩が小刻みに震えているのは見て取れた。僕は静かに、彼女の名前を口にする。

  「…………なにさ」

  　しばらくした後、ぐずる声でそう返して来る彼女。

  　そんな彼女に僕は、言った。

  「これまで君に見せられてきた悪夢の数々はやっぱり悪夢以外の何ものでもなかったし、結局、最後の最後でリタイアしちゃうけど、ここまで来られたのは間違いなく君のおかげだ。……だから」

  「……だから？」

  「ありがとう。君と見る夢は楽しかったよ。それだけは確かなことだった」

  　それだけ言って、穴に飛び込む。

  　彼女がなんと返事したのかは、わからなかった。



  


   ８　不完全明晰夢　

  

  　今後の人生を左右する大決断の後だというのに、現実は何も変わってはいなかった。

  　何の面白みもない色褪あせた空。

  　視界が焦しよう点てんを取り戻すまでの間、しばしそれを眺めていた僕は、纏まとわりつく倦けん怠たいを感じつつも半身を起き上がらせる。

  　もっとこう、世界に色彩が戻ってきたりとか、全身に活力が満ち溢あふれたりとか、そういった展開を期待していたのだが。所しよ詮せん、それもただの幻想だった。

  　早まったかな。早くも脳のう裏りをよぎる淡い後こう悔かい。

  　そんな相変わらずの自分に苦笑しつつ、頭の下に敷いていたペンダントに手を伸ばす。

  　その金属の感触を確かめ、固く握り締めながら瞼まぶたを閉じた。

  　しばしの間、この現実世界を全ぜん身しん全ぜん霊れいで感受する。

  「……うん、大丈夫だ。全然駄目だけど、きっと大丈夫」

  　もう時間はあまり残されていないだろう。

  　こちら側を選んだからには、やるべきことをやらないと。

  　未いまだに痺しびれの残る身体からだを起き上がらせ、周囲を見渡す。

  　既に、理り雄おも佳か奈な実みも屋上にはいないようだった。あれから状況はどうなったのか。彼らはどこに消えたんだ。というか、あのときから一体どれほどの時間が経過しているのだろう。

  　今はわからないことが多すぎる。まずは、情報を集めないと。

  　そう思い、とりあえず校舎の中に戻ろうとする僕。

  　そんな僕のつま先が何かにぶつかり、かつんと小さな音を立てた。

  　視線を下げると、そこには見覚えのある携帯電話が転がっている。

  　それは佳奈実が持っていたものと同じデザインの機種だった。よく見ると、チカチカと着信を告げるランプが点てん滅めつしている。

  　おもむろに拾い上げ開いてみると、二〇件以上の着信が記録されていた。

  　履り歴れき画面にずらりと連なった「窪くぼ田た理雄」の名前を確認していると、バイブレーションがさらなる着信を告げてくる。

  

  　町外れにある廃ビルなんて、いかにもおあつらえ向きの場所だった。

  　僕は周囲を警戒しながらも、そのコンクリートの舞台へと足を踏み入れる。昔、この場所で何かあったのか、出入り口には大きなブルーシートがかけられていた。それを潜くぐり抜けるようにして室内に侵入した僕は、音を立てぬよう唾つばを飲み込む。

  　廃はい墟きよの中には退たい廃はい的で、静せい謐ひつな空気が満ちていた。

  　既に太陽は地平線へと差しかかり、夕日となって廃すたれた室内を赤く染め上げている。

  　黄たそ昏がれ時。逢おう魔まヶが刻とき。雰囲気は十分だ。

  　一時期誰か住んでいたのだろうか。ゴミで散らかった室内を、僕は慎重に探索する。

  　部屋の片かた隅すみに手ごろなサイズの鉄パイプが落ちていた。今後の展開次第では必要になるかもしれない。拾い上げて両手で構える。

  「伝説の勇ゆう者しやまでした僕が、鉄パイプとは……」

  　僕は無理やり口元を吊つり上げて、夢の中でそうしたように所持した武器を振るってみせた。夢とは違い、得え物ものの重みに引っ張られるような感覚。だが、それでも現実感はまるでなかった。

  　これがそういう世界観の「アクム・クエスト」だといわれても信じてしまいそうなくらい粗末なシナリオと貧相なリアリティ。だが、これはどうしようもなく現実だ。

  　脳のう裏りに蘇よみがえるのは、先ほど理雄から一方的に聞かされた言葉の数々。

  『──どうして彼女は俺おれのことを愛してくれないんだと思う？』

  『──お前がいるからだよ。どういうわけか、彼女の愛はお前に集中している』

  『──だから、俺はお前を消さなければならないんだ』

  『──彼女の勘違いを、修正してあげなくちゃ』

  『──これは俺おれが愛されるために、必要なことなんだよ』

  『──俺は、彼女に愛されなくてはいけないんだ』

  　意外と冷静な口調で、つらつらと述べられる意味のわからない言葉の数々。

  　だが、その最後にこのビルの住所を告げていたことからして、ここへ来るようにとの指示なのだろうと推測できる。そしてそのメッセージの宛あて先は十じつ中ちゆう八はつ九く、僕だった。

  　この先に待っているのは罠わなか、それとも……。

  「むぐうっ!?」

  　ふいに背後から物音がして、振り返る。反射的に突き出した鉄パイプの先に、僕のよく知る二人の姿を確認し、自分の緊張が一気に高まるのがわかった。

  　そこにいるのは、猿さる轡ぐつわをかまされ、コンクリートの柱に縛り付けられてもがく佳か奈な実みと、その横で不ふ敵てきな笑みを浮かべている理り雄お。

  「来たかよ、有あり栖す」

  　いつもの理雄と何ら変わりない軽い口調。だが、その不自然なまでに機嫌のよさそうな表情と、乱れた頭髪とのギャップが彼の異常性を存分に表わしている。

  「寝坊にもほどがある。随ずい分ぶんと待ちかねたぜ？」

  「……。そう？　それは悪かった」

  「いや、いいさ。実を言うとな、お前のことだから警察に通報して終わりにしたりとか、見なかったフリして帰ったりとか、そういう興きよう醒ざめなことを普通にやらかすかもと思って、内心焦あせってたんだ」

  「ずいぶんと見くびられてるんだね」

  「まぁ、日ごろの行いが悪いからな」

  　そんな減らず口を応おう酬しゆうしながら、互いの距離を測る両者の視線。じりじりと間合いを保ち、どちらが先に火ひ蓋ぶたを切るのか警戒し合う。

  　それは少なくとも現実にいる普通の高校生同士がするような動作ではなかった。

  　彼も僕と同じ「アクム・クエスト」のチャレンジャー。夢の中で戦い慣れているのだろう。問題はそれが夢の中だけに留とどまっている僕に対し、彼にはどうやら実戦経験があるらしいということなのだが……。

  「……とりあえず、聞きたいんだけど。……君は何がやりたいの？」慎重に鉄パイプを構えなおしながら聞いてみる。「彼女を縛って、僕を呼び出して。それで？　どうするつもり？」

  　そんな僕のまっとうな問いに、彼は今さら何を、と言わんばかりの表情でこう言った。

  「どうするって、戦うんだよ。彼女を賭かけて、正々堂々一対一のガチバトルだ」

  「……は？」

  　そのあまりに突飛な思考回路に、僕はそんな間抜けな返事しかできなかった。

  　そんな僕にもお構いなしで理り雄おは続ける。

  「なぁ、有あり栖す知ってたか？　俺おれが信じていたすべては、虚きよ構こうだったんだぜ？　俺が幸福だと感じていたあの日々は、全部ただの妄もう想そうだったらしいんだ」

  「……」

  「だからさ、あの幸福を現実のものにしたいんだよ、俺は。手に入れなきゃいけないんだ。真実の愛ってやつをさ。そうしなきゃ、いけないんだよ」

  「……真実の愛？」

  　いきなり出てきた陳ちん腐ぷな単語。だが理雄の表情はえらく真剣で、冗談めかした様子はない。

  「そう、真実の愛！　俺が手に入れていたはずのそれを、再び取り戻すために、俺はお前との勝負に勝って、彼女を手に入れなけりゃいけないんだ！　これはそのための儀式なんだよ！」

  　そう言い終わるなり、彼は一気に踏み出してくる。先せん手てを切ったのは向こうだった。

  「勝負だ、有栖！　俺とカナミの未来のために！」

  「悪いけど、言っていることの意味が全然わからない」

  　ものすごいスピードで踏み込んでくる理雄。僕も武器を構え、迎え撃つ体勢になる。

  「わかってもらう必要はねぇよ。お前はただ、彼女の前で消えてくれるだけでいいんだ！」

  　ハイテンションに叫びちらしながら拳こぶしを振り上げる理雄。

  　応じて僕も、鉄パイプを振り下ろす。

  　どうにもならない現実の、どうしようもないくらい非現実的な戦いが今、始まった。

  

  

  

  　戦況は、一方的だった。

  　現実的に考えてみれば当然だ。格闘技の心得があり、普段から身体からだを鍛きたえているらしい理雄に、ただ眠るだけの生活を送っていた僕がかなうわけもない。

  　武器の有う無むなどハンデにもならなかった。僕の緩かん慢まんなスイングを余裕の動きで回避し、次々と拳を叩たたき込んでくる理雄。見た感じ軽いジャブなのに、受けてみると一発一発がものすごく重い。あっという間に僕は、立っているのもやっとなくらいにまで追い詰められていた。

  「……っ」

  　口の中に広がる鉄の味を、唾つばとともに吐き捨てる。

  　事態はただ、ひたすらにまずかった。だが、もう、どうしようもない。

  　もし僕が本当に伝説の勇ゆう者しやだったなら、こうはならなかっただろう。最強の番長や狼おおかみ男おとこでも、彼に対抗できたに違いない。だがしかし、現実での僕はただの貧弱な一般人にしかすぎなかった。純粋に自分より強い相手に対抗する術すべなど、持ち合わせてはいないのだ。

  　夢の中ではあんなに鋭く、流れるように動いてくれた肉体も、現実の中では油の切れた機械のようなぎこちなさでしか動かせない。

  　あまりにも緩かん慢まんで愚ぐ鈍どんな手足に、思わず涙ぐみそうなほどだった。

  　ずっと現実をないがしろにしてきたツケが、今になって回ってきたのだ。

  「なぁ、知ってるぜ」

  　既に戦力差を見切り、勝利を確信しているのだろう。余裕な物言いで理り雄おが話しかける。

  「お前さ、両親を亡くして、そのうえ姉に捨てられて、一人孤独に生きてるんだってな。そういう不幸な身の上の、かわいそうな奴やつなんだって？」

  「なにをっ……」

  　翳かげりゆく視界をなんとか維持し理雄を見返す僕。彼の表情には、侮ぶ蔑べつの色が見えていた。

  「しかも預けられた親しん戚せきの家ではひどい虐待をうけてたんだろ？　なんだか辛つらい運命背負わされちゃってるよな！　同情するぜ！」

  　素早いフットワークで僕を翻ほん弄ろうしながら、彼は続ける。

  「……でもさ。お前は、そんな運命に対し、どう抗あらがおうとしてたんだ？　そんな現状を改善するために、何か頑張ったりしたのかよ」

  「……っ」

  「わかるぜ、わかっちゃうぜ！　お前はさ、頑張ろうとした、なんて言っちゃうんだ。でも、たぶん、実際のところは何もしていないんだよな。ごまかしても無駄だぜ。頑張ってる奴と、頑張ってない奴の区別ぐらい、ちょっと見りゃ誰にだってわかるんだ」

  「！」

  　言葉に惑わされ、集中が途切れた瞬間だった。

  　僕のすぐ目の前に、理雄の身体からだがもぐりこんでいる。

  　理雄の右拳こぶしがボディに突き刺さり、僕は胃がひっくりかえるかのような衝撃に後あと退ずさった。

  「……お前はさ、現実なんて嫌だとか、クソだとか、そんなことをまくし立てるだけまくし立てて、現実逃避にうつつを抜かして何もしなかったんだよ」

  　明めい滅めつする視界。もはや、彼の言っていることに耳を貸している余裕もなくなっていた。

  　手も足も出ないとはまさにこのことだ。圧倒的すぎる展開。やっぱり現実ってやつは、どうしようもないくらいに非情で無情で、滑こつ稽けいだ。

  「だからこそ、わからないんだよな。何もせず、何もできないお前なんかを、どうして彼女は……ってさ」そう言うと彼は、瞳ひとみに涙を溜ためてもがく佳か奈な実みをちらと見て、「どうして彼女はお前なんかを求める？　どうして彼女はお前なんかのために尽くす？　お前は、彼女に何もしていないだろう。彼女はお前に何を見ているんだ？　お前に何を求めてるんだ？　どうしてそれは俺おれじゃあいけないんだ？　なぁっ！　おいっ！　どうしてだよっ！」

  　立て続けに連打を浴びせられ、ゴリゴリと削られていく僕の意識。

  　だが、それでもなお地面の上に踏みとどまって、言葉を返す。

  「知らないよ、そんなこと……」

  　僕のほうが知りたいくらいだ。心の中でそう付け加えながら僕は、既に失われそうになっている手足の感覚をつなぎとめ、渾こん身しんの力で鉄パイプを振り上げる。

  　だが、それを振り下ろす機会は与えられなかった。

  「わかってる。だから、答えに期待なんてしてねぇよ」

  　僕のフルスイングが放たれるよりも前に、理り雄おの拳こぶしは正確に僕の顎あごを打ち抜き。

  　その一発で僕の意識は、あっさりと沈むことになる。
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  　そして、僕はまたこの場所に戻ってきていた。

  　地平線まで何もない、すべてを飲み込む真っ白な空間。これまで幾度か来たことのある、その白い宇宙の片かた隅すみに、僕の身体からだは横たわっている。

  　よろめきながらもなんとか起き上がり、記憶に探りを入れようとして、やめた。

  　調べるまでもなかったからだ。

  　ここがどこで、どうして自分がここにいるのかなんて、そんなこと考えるまでもない。

  「もう、ここには二度と来られないと思っていたけど……」

  　そう呟つぶやいた僕は、ふと人の気配を感じて顔を上げる。するとそこには予想どおり、ルルディの姿があった。膝ひざを抱えた体育座りの格好で、無重力空間の中を漂ただよっている。

  　彼女は何も言わず、その金色の瞳ひとみで僕のことを見下ろしているだけだった。

  　いつものような挨あい拶さつも、からかうような悪いた戯ずらも、まったく何もしてこない。

  　まぁ、当然の反応だろう。何しろ、彼女の制止を振り切って夢世界を抜け出してから、まだ一時間も経っていないのだから。

  「……これは、かっこ悪いな」

  　思わず、そんな言葉が漏もれていた。あれだけ粋いきがって勇ましいことを言ったあげく、なんだか運命の決断をしたみたいな顔をしてこの世界から立ち去っておいて、もうこれだ。

  　僕ってやつは本当にどうしようもないくらい、しまらない。

  　だが、悔くやんでばかりもいられなかった。問題は現在進行で継続中なのだ。

  　こうしている間にも、理雄が僕の身体にとどめをさそうとしているかもしれない。早く夢から醒さめなければ。

  　だが、今、意識が回復したところで、現状を打破する術すべがないことも確かだった。何せ僕は、理雄に一ひと太た刀ちすら浴びせることもできず、あっさりとやられてしまっている。

  　絶対的な能力差。それを覆くつがえせないのが、現実なのだ。

  　もう、どうすることもできない。そんな絶望が、心の奥底からじわりと染み出してきた。

  　やはり、僕なんかが現実に立ち向かったところで、どうにかできるわけがなかったのか。

  　でも、はいそうですかと諦あきらめるわけにもいかなかった。もう見栄も意地も関係ない。何としてでももう一度現実に戻って、何をしてでも理り雄おの暴走を止めないと。そのためにならどんな犠牲だって厭いとわない覚悟が、もう僕にはできている。

  「……ねぇ、アリス君」

  　そのとき、これまでずっと無言のままだったルルディがぽつりと、こんなことを聞いてきた。

  「そんなに、あの子を助けたい？」

  　思わず顔を上げる僕。その目の前、超至近距離に逆さまになった彼女の顔が浮いている。

  　しかめっ面つらのルルディと、唖あ然ぜんとした顔で固まる僕。

  　しばし、無言のままで向かい合う。

  　やがて、彼女は僕の瞳ひとみの奥底を覗のぞき込むように瞳を細め、こう言った。

  「なんとかする方法が、ないわけでもないよ」

  

  

  

  　彼女の言葉を脳味み噌そが理解するまで、たっぷり十秒もの時間を要した。

  　現状をどうにかする方法がある。

  　その意味にようやく気付き、慌あわてて口を開く僕。

  「そっ……」

  「でも、それをボクがキミに教える義理はないよね？」ルルディが、僕の台詞せりふを遮さえぎるかのように言葉を重ねる。「もうボクとキミの師し弟てい関係だって解消されてるんだろ？　っていうか、キミが一方的にぶった切ったんじゃなかったっけ？　それを、都合のいいときだけ助けてほしいだなんて、おこがましいにもほどがあるよね」

  「…………っ」

  　全面的に彼女の言っていることのほうが正しかった。僕は返す言葉もなく、うな垂れる。

  　だが、ここで折れるわけにもいかなかった。

  （くそ。これは、かっこ悪いにもほどがある）

  　そう自覚しながらも、こうする以外の選択が思いつかない。僕はキッと顔を上げ、ルルディの瞳をまっすぐ見つめる。最後に残ったちんけな見栄が少しだけ躊ちゆう躇ちよを生んだ。だが……。

  （あぁ、こんなの、見苦しくて、惨みじめで、でも……）

  　それでも、僕は頭を下げていた。

  「おこがましいのも、調子いいこと言ってるのもわかってる。でも、それでも、お願いだから。僕に力を貸してくれないか？」

  　そんな僕の行動にルルディが、ぴくりと反応する。

  「……驚いた。アリス君、プライドとかないの？」

  　あるさ。人一倍、不必要なまでに。でも。

  「……僕にできることなら、なんだってする。だから」

  「………ふーん。なんでも、ねぇ？」

  　冷ややかな声で、僕の言葉を吟ぎん味みする彼女。

  　少しの間、沈黙が訪れる。

  　ふわふわと浮かびながら何事かを考え、黙り込むルルディ。

  　額ひたいを地面にこすり付けた土ど下げ座ざの格好で彼女の返事を待ち続ける僕。

  　そうして、しばらくしてから、

  「……キス」

  　ぼそりと、ルルディが何かを呟つぶやいた。

  　うまく聞き取れなかったので顔を上げると、そこには上下反対の体勢になったまま、妙に顔を強こわ張ばらせてそっぽを向く彼女の顔がある。

  　まるで背中が痒かゆいのを堪こらえているかのような、微妙な表情。

  「……なんだって？」

  「だってさ、もしこの後、ボクの助けですべてが丸く収まったとして。それで、キミとあの委員長の関係までうまくいったらさ。もしかして、もしかするかもしれないじゃん？　それって、ボクとしてはかなり納得いかないっていうか、なんていうか……。だからさ、一応、その前に」

  「……？　何の話？」

  「だから、……してくれたら、教えてあげてもいいって言ってるんだよ」

  「……？　いや、だから、何を？」

  　聞き返す僕に、彼女は唇くちびるを尖とがらせ、もにょもにょと何かを呟く。だが、やはりその声は小さすぎて、すぐ近くで耳を澄ましている僕のところにも届かなかった。

  「……ごめん。全然、聞こえないんだけど」

  「だから……その、あれだ。……。…………」

  　その声もさっぱり聞き取れず、眉まゆを顰ひそめる僕。彼女の条件を聞き取るため、意識を聴力に集中させる。そうまでしてかろうじて聞こえた単語は、

  「……『き』？」

  「っ！」

  　そう言いかけた直後、僕の眉み間けんにルルディのつま先が直撃していた。

  「ずっ!?」

  　いきなりの攻撃にひっくり返る僕。ルルディは僕を蹴けっ飛ばした反動で上下逆から通常どおりの体勢に戻り、顔を抱えてもがく僕の近くに降りてくる。

  　そして、僕から顔を逸そらしながら一言。

  「……やっぱ、いいや」

  「は？」

  「やっぱりいい、って言ってるんだよ」

  　なんだそれは、意味がわからない。

  「おいおい、いくらなんでもそっ……」

  　あまりの理り不ふ尽じんに文句を口にしようとした僕の鼻先に、彼女の人差し指が突きつけられる。真っ白い指先から、金色に輝かがやく瞳ひとみへ視線をスライドさせる僕。

  「だ、か、らっ」

  　彼女はなぜかこれまでとは違う妙に険けわしい表情で、そんなことを言ってきた。

  「このボクがっ、キミの散々の無ぶ礼れいをすべて水に流したうえでっ、なんの対たい価かもなくっ、無む償しようでっ、キミを助けてあげるって言ってんのっ！　……なに？　それでも何か文句あるわけ？」

  　そんな彼女の剣けん幕まくに、僕は首を横に振る以外の行動を取れなかった。

  

  

  

  「百ひやく獣じゆうの王、ライオンも地中では土竜もぐらに劣おとり、凶暴な鮫さめだって陸地では鳥の餌えさにしかならないように。生き物にはそれぞれ得意なフィールドってやつがあるんだよ。もちろんそれは、人にだって当てはまる」

  　こほんと咳せき払ばらいを一つすると、いきなり彼女はそんなことを語り出した。

  「……ボクが何を言いたいのか、わかる？　現実ではどんなに頑張ってもかなわなかった相手だって、ボクらのフィールドでなら抵抗できるって話なのだけれど」

  　彼女は凄すごみすら感じさせる意味深な笑みを浮かべ、続ける。

  「要するに現実じゃなく、夢の中で戦えばいいんだよ。ボクがこれまでキミの脳にしてきたのとまったく同じことを、今度はキミがクボタ・リオの脳にすればいいんだ」

  「……君が僕にやってきたこと？」

  「夢を伝って頭の中に潜もぐり込み、その中から彼の意識に干かん渉しようするのさ。そこで彼の精神体に接触し、彼の持つ『今回の事件を引き起こした動機』を無理やり抹まつ消しようしてしまうんだ。そうすれば、現実世界の彼は事件に対する衝動を失い、キミたちは助かるってスンポーだね」

  「そんなことが……？」

  「もちろん、普通の人間にはムリだよ。それに、ここまで大掛かりな干渉を何の準備もなしで行うのは、さすがのボクも初めてだし。やっぱり、ちっと厳しいかも」恐る恐る尋ねた僕の問いに、あっさりとそう返答してくる彼女。だが、すぐにちらりとこちらを一いち瞥べつし、「でも、ボクとキミの二人でなら、できるかもしれない」

  　ごくりと、息を呑のむ。

  「……今のクボタ・リオは自分で創った夢に侵され、夢と現実の区別がつかなくなって混乱している。俗に言う白はく昼ちゆう夢むを見ているような状態だね。幸い彼の夢には一度入ってるから、だいたいの波長もわかるし……、今の状態の彼にならなんとか入りこむことができるはずだよ。……正直言って、あんな不安定な夢世界にカガミマクラのサポートも無しで侵入するのは自殺行為以外のなにものでもないんだけど。ま、そこはボクがなんとかしてみる」

  　つっけんどんな口調で、そう言ってくる彼女。

  「クボタ・リオがああなった原因はボクにもあるし。それに……、このままここでキミを死なせるわけにはいかないからね。なにしろ、キミは……」

  　そう言いかけた彼女の言葉がふいに途切れ、慌あわてるように撤てつ回かいされる。

  「……っと、のん気に話している暇ひまなんてないんだった！　こうしている間にも、現実世界ではクボタ・リオがアリス君を亡き者にせんと牙をむいているのだからね！」

  　そう言いながら、とんとんとつま先で床を叩たたいてみせる彼女。

  激しい音と共に、彼女の足元に大きな穴が穿うがたれる。

  「これでキミと、彼の夢が繋つながった」

  ルルディはそう言うと、神しん妙みような顔で告げてきた。

  「ここから先はボクにも未知数なヤバイ領域だ。なにしろ、『ワンダー』でもない普通の人間を伴って、半覚醒状態で不安定な夢世界の、更に奥底にある深層心理に干かん渉しようをかけるなんて、フツーの奴なら試そうとも思わないくらいの荒唐無稽なチャレンジだからね」

  　金色の眼まな差ざしをまっすぐこちらに向けながら、「しかも」と、彼女は続ける。

  「相手はキミと同程度まで『夢見』を鍛きたえ、ある程度の耐性を持った人間だ。ゲームに例えるなら、レベル１のまま隠しステージにいる裏ボスに挑戦するようなものだよ、これは。ひとつミスるだけで、一発即死のゲームーオーバー。もちろんコンティニューは無し。……そんなやばすぎるミッションに挑いどむ覚悟は、できてる？」

  「できてない、けど」

  　思わずそう答えている僕。だが、ここまで来て退ひけるはずがなかった。

  「……やるしかない、んでしょ」

  　そんな僕の情けない回答を聞き、ルルディが口元を緩ゆるめる。この夢で初めて見る自然な笑顔。

  「情けないね。でも、それでこそアリス君だ」

  　そう言って、手を差し伸べてくる彼女。僕はその手を、しっかりと握り締めていた。

  　その一連の動作は余りにも自然で、何の躊躇ためらいの余地もない。

  「でもさ、きっとなんとかなるよ。現実世界では駄目駄目でも、夢の中でなら絶対無敵。そんなキミに相応ふさわしい作戦じゃない？　これ」

  「……そうかもね」

  　そう苦笑する僕に、悪いた戯ずらっ子のようないつもの笑みを見せるルルディ。

  「さて、行くよ。アリス君」

  「……うん」

  　僕はそう頷うなずいて、彼女と一緒に一歩前へと踏み出した。

  　その先にはもう足元がなく、僕たちは深い穴へと落ちている。

  

  

  

  　穴の中は、完全なる暗黒だった。

  　自分が今、どんな体勢でどこにいるのかもわからない。ただ、身体からだの芯しんを引っ張るような落下感と、しっかり握ったルルディの手の感触だけが、唯ゆい一いつ僕に与えられている情報だった。

  　だが、このままでは頭から地面に激突だ。なんとか身体を動かして体勢を整えたいのだが、どういうわけかそれすらも儘ままならない。

  　身動きが取れないまま、僕たちは長い穴の中を落下していた。今の僕になら周囲の重力を操作したり、背中に羽を生やして滞空したり、自分の下に巨大クッションでも出現させたりできるはずなのだが、どういうわけかそれも不可。今は全く夢に干かん渉しようすることが出来ないでいる。自分の夢から出るというのは、こういうことなのだろうか。どうやら僕は今、現状に対処する術すべを持っていないらしかった。

  　落ちる。落ちる。落ちていく。

  　──落ちるって、どこへ？

  　そう思った瞬間。周囲の景色が一変した。

  　眩まばゆいまでの光に包まれた空間。まるで走そう馬ま灯とうのように、何かしらの映像が瞬またたいている。無数にあるその光はしかし、高速で落下する僕にはとうてい識別のできるものではなかった。流れ星のように引き伸ばされ、尾を引いて消えていくその光たち。

  　ふいに、僕の視界が落下の終着点を確認する。

  　この穴の最深部。夢の地表。

  「……気をつけて、アリス君」

  　すぐ耳元で、ルルディが囁ささやいた。

  「もうすぐ、彼の深層心理に到達するよ。たぶん、そこには彼の創り出した不完全な明めい晰せき夢むが展開されていると思うけど。……油断しないで。こういうのは不完全な状態が最も危険なんだ。何が出てくるかわからないし、ちょっとしたことで世界が崩壊する可能性だってある」

  「そんなこと言われたって。何をどう気をつければいいのか、わからないんだけど」

  「まー、そのへんのサポートはボクがするよ。その代わりクボタ・リオとは、キミが直接決着をつけるんだ。ボクがやると、どうしても力ずくの荒あら療りよう治じになっちゃうからね」

  　下のほうから、物凄すごい轟ごう音おんと突風が吹き上がってきていた。

  　インパクトの瞬間が、すぐそこまでに迫っている。

  

  

  

  　学校内で僕に話しかけてくる数少ない人物の一人、窪くぼ田た理り雄お。

  　いつも明るく元気で、皆からの人望も厚いクラスのムードメーカー。

  　僕とは正反対の性質を持つ、そんな彼の深層心理に今、僕は立っていた。

  　だが、目の前に広がるそれを理解するのに、少しばかり時間がかかる。

  「何だ、これ……」

  　気付かぬうちに、そんな感想が漏もれていた。

  　そこは、地平線まで広がる超広大な座ざ敷しき間まだった。

  　仕切りも壁も天井もない、そんな畳だけが広がる異次元空間。なるほど、いかにもな精神世界だ。ルルディがよく見せる白い宇宙とどこか通じるものを感じながらも、僕はふいに背後から物音を察知し、振り返る。

  　先ほどまで畳しかなかったこの空間に、新しい何かができていた。

  「な……っ」

  　それは、一定間隔に並べられた白い布ふ団とんだった。畳と同じく、地平線まで延々と敷き詰められていて、そして、それぞれの掛け布団には人間サイズの膨ふくらみができている。

  　僕が一歩踏み出すと、まるでそれに反応するかのように小刻みに蠢うごめき出すそれぞれの膨らみ。布団の中から、まるで漣さざなみのように小さい声が漏れ出してくる。数え切れないほどの布団から聞こえ出したその漣が女性の嬌きよう声せいだと気付くまで、若干の時間が必要だった。

  　数え切れないほどの布団から聞こえてくる艶なまめかしい嬌声が、輪唱となって空間内に木霊こだまする。無限に広がる座敷間で無数の男女が睦むつみあっている。これは、そんな光景だった。

  「な、何だ、これ！　何だよっ……！」

  　何か言おうとしても、取りとめのない言葉しか出てこない。僕はただ、その異様な光景に正常な思考力すら奪われて、おろおろと戸惑うことしかできないでいる。

  　ふいに、そんな僕の手を冷たい感触が包み込んだ。

  　見ると、僕の隣には緊張した面おも持もちのルルディが立っている。

  「呑のまれないで」

  　しっかりと僕の手を握り締め、じっと僕を見上げてくる彼女。その瞳ひとみを見ているだけで、乱れた意識が少しだけ整っていくのがわかった。冷静さを取り戻し、僕は思考を復旧させる。

  「……ルルディ。ここは、一体……！」

  「クボタ・リオの創った夢世界だよ。不安定で歪いびつな、『不完全明めい晰せき夢む』だ」

  　彼女は簡潔にそう答え、周囲の異空間へと視線を投げる。

  「たぶん、こっち」

  　そう言って、彼女は座ざ敷しき間まの中を進み始めた。睦むつみあう男女たちの脇わきを通り抜け、奥へ奥へと進んでいく。置いていかれそうになり、慌あわてて僕も彼女に続いた。乱れる布ふ団とんに触れないよう、ルルディの後を追う。

  　できるだけ見ないように進んではいるのだが、嫌でも目に入ってくる男女の営いとなみ。

  　ただでさえ異常なこの光景の、さらなる違和感に気付いたのは、すぐだった。

  　その正しよう体たいは布団の中で蠢うごめく女性の顔。いったい、何千組……、いや、何万組いるのかわからない男女たち。その片方……男側は全員が全員、国籍、体型、顔ともにまったく違う人間なのに、女側はみんな同じ顔をしているのだ。

  　まるで合わせ鏡でも見ているかのようなその光景。いや、それだけじゃない。その女側の人物の顔には、どこか佳か奈な実みの面おも影かげが感じられて。

  「母だよ」

  　ふいに、近くからそんな声がかけられた。慌てて声のした方向に視線を走らせる。

  　そこにいたのは首に手て拭ぬぐいを巻き、肩に大きな木き槌づちを掲かかげたクボタ・リオの姿だった。

  　まるでこれから餅もちつきでもせんばかりの珍妙な格好。

  　そのあまりに場違いな姿と態度に戸惑う僕に向かって、彼はいつものような笑顔を作り、

  「男のほうは全員、その恋人たちさ」

  　そう言うなり彼は近くにあった布団の膨らみへと歩み寄って、手にした木槌を掲げてみせる。

  　そして、

  「……っ！　やめっ……」

  　僕の制止は間に合わなかった。

  　ぶちゅり、という生なま々なましい音をたて、木槌に潰つぶされる布団の膨らみ。まるで爆発したかのように飛び散る赤い液体。リオはそれを全身に浴び、たった今、殺人の凶器となったばかりの木槌をゆっくりと持ち上げる。

  「ふぅっ」

  　白い布団に滲にじむどす黒い血ち溜だまり。それを見て満足したのか、リオは額ひたいに浮かんだ汗を手拭いで拭い、まるでテニスで一汗流した後のような爽さわやかな笑みを浮かべてみせた。

  「あ、お前らもやる？　やってみると案外、気持ちいいんだぜ？」

  「クボタ・リオっ……！」

  　思わず身構える僕に、彼はいつものニヒルな表情を浮かべてみせる。

  「なんてな。待ってたぜ、アリスにルルディ。何となく、お前らが出てくる気がしてたんだ」

  「……へー。やっぱり、ボクのことも思い出してるんだ」

  　警戒しながらもそう聞くルルディに、彼はオーバーリアクション気味に肩をすくめる。

  「正直、思い出したくなんてなかったけどな。ずっと、気付かないままのほうがよかったよ」

  　そう言うとリオは目の前の肉片から目を逸そらし、地平線の彼方かなたまで続く淫いん靡びな光景を見渡して目を細める。そして、未いまだに状況に追いつけず戸惑っている僕をちらと見ると、ため息をついて肩をすくめた。

  「……母はさ、愛して愛して尽くして尽くしてって、そればっかりの人でさ。愛を振りまかなきゃ生きていけないっていう、厄やつ介かいな性しよう分ぶんなんだ」

  　そう語りながら、先ほど自分が潰つぶしたのとは別の布ふ団とんの膨ふくらみを蹴けっ飛ばしてみせるリオ。中から飛び出してくる裸はだかの男女……母親とその恋人を蔑さげすむような目で見下ろして、彼は続ける。

  「でも、性格が悪いせいか頭が悪いせいか、男に捨てられやすくてね。捨てられるたびに憎ぞう悪おして、絶望して。だけど、やっぱり愛すことをやめられなくて、今度はほかの男へ依存する。……そんな心の弱い人なんだ。俗に言う都合のいい女ってやつだな」

  　そう言いながら、再び木き槌づちを振り上げ、別の布団に向かって振り下ろすリオ。一つを潰したら、すぐに近くの布団へと駆け寄り、その膨らみも叩たたき潰す。

  「……っはぁ！　こんな母親だからさぁ、俺おれのことなんてこれっぽっちも顧かえりみないんだよね。今も、またどっかで適当な男見つけて同どう棲せいしててさ。帰ってこないんだよな、家に。ここまで相手が多いと誰が父親なのかもわかんないしさぁ。俺ってばここ数年間、ずっと自給自足状態なんだぜ？　……ホント、最低の親だと思わねぇ？　ここまでくると、ちょっと面白いよな。笑っちまわねぇ？」

  「……いや、全然笑えないけど」

  「そうか？　俺はもう、笑うことにしてるんだけどな」

  　そう哄こう笑しようする彼に、僕は返す言葉が見つからなかった。

  　ここは彼の夢世界、深層心理。嘘うそ偽いつわりの通じない理雄の本質が、これなのか。

  「なぁ、アリス。見ろよ、こいつら。醜みにくいだろ？　汚いだろ？　正直に言ってくれて構わないぜ。だって俺もそう思ってる。憐あわれだよな、こんな生き物。でもさ、こんな親からでも俺は大切なことを教わったね。俗に言う反面教師ってやつなんだけどさ」

  　大量の血を吸った木槌をぶんぶん振り回しながら、どこか嬉うれしそうに彼は続ける。

  「人は、他人を愛すだけじゃ駄目なんだよ」

  　夢の中だというのに、自分が嫌な汗をかいているのがわかった。何か、ものすごい重圧が僕の上にのしかかっているかのようなそんな感覚。それが、目の前にいるリオ、その歪ゆがみが放つプレッシャーだと、少し遅れて理解する。

  「やっぱ、人間は愛されてナンボなんだよな。誰かを愛したぶん、その誰かから愛してもらわないと駄目なんだ。そうしないと、不幸になっちまうのさ。あの母親みたいにな。だからさ、俺は誰からも愛される人間になろうって、そう思ったんだよな。これでもいろいろ苦労したんだぜ？　人から愛されるには、テクニックが必要だからさ」

  　そんな彼の言葉で、僕の脳のう裏りに蘇よみがえるのは現実世界での理り雄おの姿だった。クラスのムードメーカーでみんなから慕したわれていて、活気があって覇は気きがあって、いつも笑っている窪くぼ田た理雄。

  　そんな彼の根源が、これなのか。

  　彼の中に、こんな思想が根付いているのか。

  「でもさ。ホントはもう諦あきらめようと思ってたんだ。だってさ、愛されるために努力して、考えて、工夫して。それで相手から愛されたって、なんか空むなしいだけだもんな。そうやって愛されたって、何も楽しくなんかないだろう？　だから、もういいかなって思ったんだ。もうそんな現実、相手にしなくてもいいんじゃないかって。夢の世界に逃げちまおうって、そう思ったんだよ。夢の中でならみんな無条件で俺おれを愛してくれるから、だからさ」

  　そう言いながらルルディを一いち瞥べつしたリオは、今度は僕のほうへと視線を向ける。

  「そんなときだな。お前とカナミを見つけたのは」

  「……？」

  「すぐにわかったぜ。カナミがお前を好きなことはさ。でも、お前はカナミのことなんか、気にも留めてなかったよな。むしろ鬱うつ陶とうしいとすら思ってた。その姿がさ、どうしようもなく重なったんだよな。もう、運命的なまでにシンクロしたんだ」

  　ずんずんとこちらに歩み寄りながら、話を続けるリオ。

  「……っ!?　アリスく……」

  　気配の変容に気付いたルルディが、僕の手を引く。だが、リオのほうが圧倒的に速かった。

  　僕たちのすぐ目の前にまで来ていた彼は木き槌づちの柄えで素早くルルディを殴なぐり倒すと、僕のほうへ向かい直り、力ずくで首を絞めてくる。

  「なぁ、アリス！　お前たち、そっくりだったんだよ。俺の母親を捨て続けていたクズどもと、捨てられ続けていた母親にっ！」

  「がっ……」

  「そしたらもう、なんでかな！　ほっとけなくなっちまったんだ！　あんな愚おろかな女は俺の母親だけで十分だ！　俺は、彼女の目を覚まさせなけりゃいけないんだよ。彼女が見ているお前に対する幻想をすべて打ち砕いて、本当の愛を与えるべきなんだ。だって、そうじゃなきゃ、かわいそうだろ？　なぁ、お前もそう思うよな？　アリスよぉっ！」

  　必死で振り払おうとするが、リオの力は強力だった。

  　まるで万まん力りきで締め付けられているように、身動きがまったく取れない。

  「俺は彼女を愛す！　彼女も俺を愛す！　そうならなくちゃ、いけないんだっ！　そしてそのためには、お前という障害を排除しないといけないんだよ！　お前さえいなくなれば、彼女も自分の勘違いに気付くだろ。そうすれば、きっと、全部がうまくいく！」

  　血走った瞳ひとみでそうまくし立て、その指にさらなる力を込めてくるリオ。そんな彼に危うく絞め落とされそうになる僕を救ったのは、素早く起き上がっていたルルディだった。

  「このっ……！」

  　どこからともなく取り出した魔法少女のステッキで、リオの側頭部をぶん殴なぐる彼女。スコーンという景気の良い音が、無限座ざ敷しきに木こ霊だまする。

  　一瞬、緩ゆるむ拘こう束そく。その隙すきに僕はリオの魔ま手しゆから脱出することができていた。畳の上を転がるように距離を取り、体勢を立て直す。

  「こいつっ……！」

  　かつて「アクム・クエスト」のパートナーであったはずの相手へ、惜おしげない憎ぞう悪おの視線を向けるリオ。そんな彼を、ルルディが毅き然ぜんとした態度で見つめ返す。

  「言ってることがだんだん支し離り滅めつ裂れつになってるよ。でも、言わんとしていることは、わかる。……その強きよう迫はく観念が、キミに無自覚な『不完全明めい晰せき夢む』を作らせたんだね」

  「あぁ……、まったく皮肉な話だよな。ホントはアリスが『カガミマクラ』にうつつを抜かしてる隙すきに、彼女を説得しようと思ってたのにさぁ」

  「……っ」

  　じゃあ、あのときから既に、こいつは。

  　そう驚きよう愕がくする僕を無視して、リオは独どく白はくを継続させる。

  「……だけど、お前が現実逃避に明け暮れるようになっても彼女は一向にお前のことを見限らないし、俺おれの言うことなんてちっとも聞いちゃくれないし。そんなこんなであげくの果てにゃ、俺のほうが夢に惑わされちまうんだから、本当に現実世界ってやつはうまくいかないようにできてるぜ！　でもっ！」

  　そう叫んで、ルルディに襲おそいかかるリオ。ルルディの反撃をかるく回避し、強烈な槌打で彼女のステッキを叩たたき落とした彼は、その白い頭を鷲わしづかみにして畳の床に叩き込む。

  「うあっ」

  　まるでギャグ漫画みたいに頭部を床にめり込ませるルルディ。だが、状況はそんなに生なま易やさしいものではなかった。確かにここは夢の中だが、そこでの感覚は限りなく現実のものなのだ。

  「ルルディ！」

  　慌あわてて彼女に駆かけ寄ろうとする僕。だが次の瞬間、僕の眼前にはリオがいる。

  「……っ！」

  　隙だらけだった僕の腹部に、木槌による鋭い一撃が炸さく裂れつした。

  　爆弾が破裂したかのような衝撃。僕の身体からだは十メートルほど吹き飛ばされ、ボロ雑ぞう巾きんのように畳の上を転がっている。現実ではありえないほどの威い力りよくで放たれたその一撃に削り取られる僕の意識。夢の中だというのに発生した激痛で、全身が小刻みに痙けい攣れんしていた。

  「悪いけどお前らはここで終わりだ。ここから先は、俺と彼女だけがいればいい」

  「……っ、どうして！」

  　そんな物言いをする彼に、僕は奥歯を噛かみ締めながら起き上がり、言い返す。

  　内臓がやられたという設定なのか、言葉とともに血ち反へ吐どを吐いていた。

  「なんだ、アリス。命乞ごいか？　わざわざ人の心に土足で入ってきておいて、それはないぜ」

  　そう言って持っていた木き槌づちを投げ捨て、両手の指をボキボキと鳴らしてみせるリオ。構わず僕は、言葉を続ける。

  「どうしてだよ！　途中まで、たぶん、そっちが正しかったのに！　僕と違って、きちんとした形で現実に立ち向かおうとしてたのに！　なのに、どうしていきなり間違えてんだよ！」

  「……？　何言ってんだ。間違いなんて、あるわけがないだろう」

  

  「いいえ、クボタ君は間違いだらけです」

  

  　いきなり僕とリオの間に、そんな声が割り込んできた。

  　それは、この状況の最も渦か中ちゆうにいながらにして、絶対にこの場所に存在するはずのない人物。

  「カナミ……？」

  　呆ぼう然ぜんと振り返ったリオの前に、立ちふさがる小こ柄がらな少女。

  　それは、どこからどう見ても普ふ現げん佳か奈な実みそのもので。

  　どうして、彼女がこんな場所に……。

  　思わず理雄とともに動揺しかけて、すぐに気付いた。彼女のごつい黒くろ縁ぶち眼め鏡がねの向こうに見える大きな瞳ひとみ。それがこちらを向いた一瞬、金色に輝かがやいている。

  （ルルディ……）

  　それは悪趣味だが、有効な作戦だった。

  　カナミの登場によって凍りついたリオに、ルルディはこう続ける。

  「やけくそになって私をさらって、私の前でミキト君を殺して、その結果、私が貴方あなたのことを好きになる？　何ですかそれ、どういうルールなんです？　ちょっと、私には意味がわかりません。それに、そこにもし、クボタ君にしかわからない必然性があったとして、私がそのルールに従うなんて、いったい誰が保証したんです？」

  　そんなカナミの冷たい言葉に、ぶるぶると震え出すリオの身体からだ。

  「貴方は自分の都合のいい幻想に逃げ込んで、その中で自分だけが幸せになろうとしてるだけなんですよ。私のためだとか、私がかわいそうだからとか、そんなのは欺ぎ瞞まんです。貴方はただ、母親にそっくりな私から愛されたかっただけなんです。いや、話はもっと簡単だ。貴方は単純に、自分の母親から愛されたいだけなんですよ。これは、それだけのことなんです」

  　リオの目に、怯おびえの色がはっきりと滲にじみ出していた。

  「……う、うるさい！　黙れ、それ以上、喋しやべるな！」

  　そう叫び、ルルディに殴なぐりかかろうとするリオ。

  　そんな彼の身体からだに、地面から蔦つたの如ごとく生えてきた鉄の鎖が絡みつき、その動きを拘こう束そくする。

  「な、なにをっ……！」

  「本当なら、もっと穏おん便びんな説得で済ませたかったのですが。それも、もう難しそうですね」

  　どこからともなく光線銃の玩おも具ちやみたいなものを取り出して、彼女は軽く嘆息する。

  「力ずくで恐縮ですが、これで無理やりにでも貴方あなたの記憶を消させていただきます」

  「……っ！　や、やめろ……」

  　過去に記憶を消されたことを思い出したのだろう。恐怖に顔を引き攣つらせながら、押し付けられた光線銃の先端から逃れようともがくリオ。だが、鎖のせいで身動きがとれていない。ルルディはそんな彼の抵抗を冷ややかな目で眺めながら、引き金に指をかけた。

  「貴方はやり方を間違えたんです。そんな幻想を押し付けたって駄目なんですよ。それでは誰も貴方を愛してくれません。私も、貴方の母親も、貴方のことを好きになんてならない」

  「やめてくれ、頼む。お願いだから、俺おれを消さないで」

  「駄目です。貴方はここで消えないと」

  　怯えるリオの懇こん願がんを切り捨て、冷徹に引き金を引こうとする彼女。それを見たリオは抵抗するのをぴたりと止め、瞼まぶたを閉じた。「……めろ」ぴきりと、何かが砕ける音がする。そして、

  「やめろって、言ってるのが、わかんねぇのかよぉおおおおっ！」

  　直後、彼の纏まとっていた不穏な雰囲気が爆発的に変化した。その衝撃で弾け飛ぶ鎖の拘束。

  「嘘うそっ!?　絶対に砕けない鎖をイメージしたのにっ！」

  　驚き、飛び退すさりながらそう叫ぶルルディ。僕はそんな彼女から、蹲うずくまって獣けもののような唸うなり声を漏らすリオへ視線を向け、その尋常じゃない彼の様子に怯ひるみながらも聞いてみる。

  「なんかやばそうだけど。ちょっと、これ、どうなるんだよ」

  「わ、わかんない」

  「わかんないって、それは余りにも無責任なんじゃ……」

  「そんなこと言われたって、わからんものはわからんもん……」

  　そんな僕らのやり取りをよそに、急激にかき乱される場の空気。おぞましい気配が一気に高まり、激しい突風を巻き起こす。余りの勢いに吹き飛ばされる僕とルルディ。二、三度畳の上をバウンドしながらも、なんとか体勢を立て直し、顔を上げる。すると──。

  その視線の先には信じがたい光景が広がっていた。

  「ねぇ、アリス君……」僕の近くで同じ景色を見ていたルルディが、ぽつりと呟つぶやく。「ごめん。ちょっとこれ、やばいかも」

  　それは、聞きたくない一言だった。

  

  

  　まさに、悪夢のような光景だった。

  　天界より降こう臨りんする天使の如ごとく両手を広げ、神こう々ごうしい光とともに浮遊しているクボタ・リオ。

  　その周りに、まるで磁石に引き寄せられる砂さ鉄てつのように裸はだかの男女が吸い寄せられ、集まっていく。どんどんと積み重なり、組み合わさって肥大していく肉の塊かたまり。それは、みるみるうちに何かの姿をかたちどり、巨大な「それ」をおぞましい何かに変形させていく。

  　そしてすべての肉体が結集したそのとき……。

  「嘘うそだろ……」

  　そこには、超巨大な赤ん坊が立っていた。

  　大量の母親と、その恋人たちの肉体から形成された騙だまし絵のようなその容よう姿しは、吐はき気を催もよおすほどにおぞましく、それ以上に禍まが々まがしい。

  　ここまで聞こえてくる「だぁ」だの「あぶ」だのという赤ん坊の喘あえぎ声は、恐らく構成物である人間の口、一つ一つから発せられているのだろう。まるで全身の毛穴から音が漏もれているみたいで、僕は怖おぞ気けを振るう。

  　無む垢くなはずの赤ん坊がこんなに穢けがらわしく見えたのは、生まれて初めてのことだった。

  　これこそが、クボタ・リオの「夢見」が作り出した彼自身の本質なのか。

  　学校の校舎ほどもある巨体が放つ圧倒的な質量と、絶望的な存在感。

  　呆ぼう然ぜんと見上げるしかできない僕めがけて、その赤ん坊は、ゆっくりと手を伸ばしてくる。

  　まるで玩おも具ちやの人形を掴つかむかのような仕草で迫る、丸太の二倍はあろうかという彼の指。

  　回避する余裕はなかった。そのまま僕は赤ん坊によって押し潰つぶされそうになる。

  　だがその前に、赤ん坊の顔面が爆発していた。

  「アリス君！」

  　後方よりかけられた鋭い呼び声に振り返ると、そこには先ほどまでカナミに扮ふんしていたルルディの姿があった。元の白ワンピース姿に戻った彼女の足元にはいつのまに創造したのか、巨大な戦車が出現している。どうやら今の爆発は、この戦車が放った砲ほう撃げきによるものらしかった。

  　だが、赤ん坊の顔には傷一つついていない。

  「やっぱり駄目か。……たぶん、こいつはただの創造物じゃない。奴やつが抱いだいている衝動そのものなんだ。この程度のイメージじゃ、とてもダメージなんて与えられない」そう歯は噛がみして、彼女は続ける。「……だめだ、逃げよう！　ボクがこいつで気を引くから、アリス君は今のうちに後ろに下がって！」

  　そう叫びながら続けて砲撃するルルディの元へと、赤ん坊は進んでいく。

  　容姿相応のたどたどしい足取り。だが、しかし、それは一歩進むたびに地面を揺るがす超重量級のものだった。

  　咄とつ嗟さに戦車を後退させ、逃げようとするルルディ。だが、その前に赤ん坊の手が車体を捕らえている。現実世界では何トンあるかわからないその戦車も、この巨きよ躯くと比べたらただのミニカーにしかすぎなかった。あーうーと呻うめきながら、戦車の装そう甲こうを握りつぶす赤ん坊。

  「おわっと!?」

  　通常サイズなら愛くるしいはずの手のひらに押しつぶされ、小規模な爆発を引き起こすその戦車。なんとか逃げようとしていたルルディの小さな体たい躯くが巻き込まれて、吹き飛ばされる。

  　冗談みたいに跳はね上がり、畳の上に転がり落ちる彼女の身体からだ。

  　どう考えても致ち命めい傷しようだった。着地地点に散らかった布ふ団とんから、鮮せん血けつが染みだしている。

  「る……、ルルディ！」

  　思わず駆かけ寄って抱き起こす。彼女の負傷は、いつか手しゆ榴りゆう弾だんの直撃を受けたとき以上のものだった。彼女ならすぐに治ち癒ゆできるとわかっていても、思わず焦あせってしまう程の重症。

  　そんな僕の手の中で、彼女が身じろぎする。

  「馬ば鹿かアリス。逃げろって言ったのに……」

  「そんなこと言われても」

  　そう言いかけた僕は、ふいに背後より迫る気配に動きを止める。

  　恐る恐る振り返ると、そこにはゆっくりとした歩調でこちらへ迫る赤ん坊の姿があった。

  　あの長大な歩幅では、あと三歩ほどで踏み潰つぶされる。

  　そして、あの巨体に踏み潰されたらさすがの僕らもお陀だ仏ぶつだった。

  　まさに絶ぜつ体たい絶ぜつ命めい。圧倒的な大ピンチ。

  　優位を確信したのか、赤ん坊はその顔に邪じや悪あくな笑みを浮かべている。

  　彼は今、勝利を前に油断しているようだった。

  　だからこそ、

  「駄目だ。キミじゃ、あいつには勝てない。早く！　ボクなんか置いて今すぐここから……」

  　そう言って暴れるルルディの身体を、そっと床に横たえる。

  「僕じゃ勝てない？」

  　ルルディの言葉を反復し、僕は笑った。

  「誰が決めたのさ、そんなこと。それは僕のルールじゃない。僕のルールは僕が決めるよ」

  「あ、アリス君？　何を言って……」

  「大丈夫。今ならなんだかできるような気がするんだ。ということは、つまり、今ならできるってことなんだろ？」

  　ぽかんと口をあけるルルディから目を離し、今にも迫る赤ん坊を注視する。

  　その足元を指差して、僕は言った。

  

  「……そこ、バナナの皮が落ちてるよ」

  

  　その言葉を聞くなり、こちらに向かって踏み出していた赤ん坊の右足が、畳の上に捨てられたバナナの皮を踏みつけていた。つるんという軽快な音とともに転倒するその巨体。

  　地震のような衝撃と、それによってめくれあがる畳たち。

  　そんなスケールの大きい光景を眺めながら、僕は苦笑する。

  　思えばこれは、僕が最初のラブコメ世界でルルディに出会うきっかけになったトラップであり、修しゆ行ぎようを始めたばかりの頃ころ、「夢見」で一番初めに創り出した創造物でもあった。

  　強したたかに頭を打ちつけ、びいびいと泣き喚わめく赤ん坊。

  　そんなリオに向かって、僕は敢かん然ぜんと言い放つ。

  「悪いんだけどさ。夢の中でまで負けっぱなしなのは、さすがに嫌だから」

  　ゆっくりと、瞼まぶたを閉じる。

  　大切なのはイメージだった。

  　頭の中で「そうあれ」と確固たる想像を築き上げ、それを世界の中に「創造」する。

  　これこそが、僕がこれまで「アクム・クエスト」の中で学んできたすべての基本。

  　そこが他人の夢世界だろうと、仕組みは何ら変わらない。そして、半端なイメージが通用しないのなら……、それを上うわ回まわる強烈なものを叩たたき込んでやればいいだけだ。

  「現実世界では駄目駄目でも、夢の中でなら絶対無敵……」

  　まるで呪じゆ文もんのようにその言葉を繰り返し、僕は瞼を開いた。

  　眼前に広がる光景を認識し、すぐさま干かん渉しようを加える。

  　僕の目の前では、今にも起き上がろうとする赤ん坊の両腕を、それぞれ「特撮ヒーローみたいな夢」に登場した巨大怪かい獣じゆうと、「ロボットアニメみたいな夢」に出てきた巨大ロボットが必死で押さえつけている最中だった。

  　何かを呻うめきながら、振り払おうと暴れもがく赤ん坊。

  　そんな彼に、僕は囁ささやくように呼びかける。

  「そうだ。僕たちは今、夢を見ている。夢を見ることができているんだ」

  　僕は足元に落ちていたルルディの光線銃を拾い上げ、ポケットの中につっこんだ。次に畳の上に散らばる戦車の破片、中でも一ひと際きわ大きな金属片を持ち上げてその形状を操作する。

  　途端にその姿を、変形させた真っ白いオートバイ。

  　僕はおもむろにそれへと跨またがり、簡単な動作できちんと起動することを確かめた。

  「別に、それに依存することが悪いだなんて、僕はちっとも思わないけどさ。……でも」

  　咆ほう哮こうするエグゾースト。僕はバイクを急発進させ、無限座ざ敷しきを駆かけ抜けた。

  「……もっとほかの使い道が、あったっていいはずだ！」

  　そのまま一気に赤ん坊の足元へと急接近し、その踵かかとへ体当たりをぶちかます。弾だん丸がんのような鋼はがねの一撃。さすがに痛かったのか、絹を引き裂くような叫び声を上げ喚き出す赤ん坊。

  　だが、もう攻撃の手を緩ゆるめるつもりはなかった。衝突の寸前、バイクから飛び降りていた僕はその肉体を狼おおかみ男おとこに変身させて、赤ん坊の足元へと飛び移っている。

  　そのまま、獣けものならではの俊しゆん敏びんな動きで赤ん坊の身体からだを駆かけ上がっていく狼おおかみ男おとこ。

  　目指す先は、奴やつの頭部。リオの本体があったその場所だ。

  「「「ぴぎいいいいいっ！」」」

  　そんな僕の接近を拒こばむかのように、赤ん坊の皮ひ膚ふから無数の手足が生えてきた。

  　まるで体毛のように、いたるところから生えてくる大量の手足。それは恐らく、彼の肉体を形成する際に使われた母親たちの成れの果て。

  　触しよく手しゆのように迫ってくるその腕を前にしても、僕のスピードは緩ゆるまなかった。

  　舞ぶ踏とうのような華麗な動作で、両手に構えていたバスターソードを巧たくみに振るい、迫る脅きよう威いを次々と切り払っていく。骨の髄ずいまでしみこんだ「熟じゆく練れん剣士の戦闘動作」を再現し、跳はねるように突き進む。そのまま腹部を駆け抜け胸部を這はい上がり、頭の上へと素早く跳ちよう躍やく。

  　あっという間に、僕は目標地点に到達していた。

  　ぼろぼろと涙を溢こぼす赤ん坊の、その額ひたい。

  　リオの身体があったその位置に、ポケットから取り出した光線銃を突きつける。その形状はいつのまにか小さな回転拳けん銃じゆうに変化していた。結界でも何でも、あっさり貫つらぬく鉛なまりの銃じゆう弾だん。

  「……これで、終わりだ」

  　僕の指が、自然と引き金にかけられる。

  「なんでだよ。お前だって、俺おれと似たようなものじゃないか」

  　銃じゆう口こうの先に、まるで人じん面めん痣そのように浮かび上がったリオの顔が、そんなことを言っていた。

  　そんな彼に向かって、僕は答える。

  「なぁ、リオ。僕さ、姉さんを捜してみようと思うんだ」

  　それは自分でも内心意外な、心情の吐と露ろだった。

  「もう一度、姉さんに会って話をしたいと思ったんだ。やっぱり僕はお荷物で、ただ捨てられただけなのかもしれないけどさ。でも、もしかしたら、ほかにも何かやむにやまれぬ事情があったのかもって、そう思えるようになったから。……だから、お前ももう一度」

  「あの女と向かい合えって？　クソみたいな綺き麗れい事だな、ふざけるな。……そんな安っぽい希望に縋すがって、それが何になるっているんだよ」

  「何にもならないかもしれないけれど」

  　指先に力を込める。

  「夢を見るのは、自由じゃないか」

  　そう言ったときには、もう、引き金を引いていた。

  

  

  

  　窪くぼ田た理り雄おの世界が、壊れ行ゆこうとしていた。

  　悲鳴を上げてもがき苦しむ赤ん坊。その巨大な身体からだが、自じ重じゆうに負けたのかボロボロと崩れ落ちている。もがれる四し肢し、崩れる表面、どんどんと形を成さなくなっていく赤ん坊。それぞれの結合が解除され、散り散りになっていく裸はだかの男女。

  　そんな様子を僕は、崩壊し、もはや肉の山となったそれの頂上から、ぼんやりと見下ろしていた。ふいに、どこかから地鳴りのような音が轟とどろき始める。

  　同時に発生した激しい地震が世界全体を揺るがしていた。それにより崩れ始める空間。床には地割れのような亀き裂れつが走り、大量の畳や布団、そして人間が穴の中へと落ちていく。

  　亀裂は次第に大きくなって、さらなる深しん淵えんへと世界全体を飲み込み始めた。

  「アリス君！」

  　事態の推すい移いについていけなくなっていた僕の元に、ルルディが近寄ってくる。よほど焦あせっているのだろう、先ほどの怪け我がも中途半端にしか治せていなかった。

  　それでもなお空中に浮遊しながら、こちらに向けて手を伸ばし、叫ぶ彼女。

  「崩ほう落らくに巻き込まれる！　急いで！　この場所から抜け出さないと！」

  「あ、うん……」

  　確かに、この崩壊のスピードだとあと一分も持ちそうになかった。

  　僕は、慌あわてて彼女の手を掴つかもうと手を伸ばす。巻き込まれたらどうなるか、なんてわざわざ聞くまでもなかった。どうせ、ろくなことになどなりはしないのだ。ここは彼女に任せて、さっさとこの世界から逃げ出したほうが利口だろう。

  　だが、そうは問とん屋やが下ろさなかった。

  　僕が彼女の手を取るよりも前に、何者かの手が僕の足を掴んでいたのだ。完全なる不意打ち。積み重なった人体の隙すき間まより伸ばされたその腕は、僕の足首をしっかり捕まえて離さない。

  「なっ!?」

  「逃がすわけ、ねぇだろうがぁああぁぁっ！」足元から現れた腕の持ち主は、額ひたいに開いた銃じゆう創そうよりダクダクと血を流しながらも、狂気に満ちた笑みを浮かべる。「報むくいだ、報い！　報いを受けてもらうぜぇええ、アリスゥウウウッ！」

  「こいつっ……!?」

  　先ほどの一撃で、完全に理性が吹き飛んでしまったらしい。もう言葉が通じるような状態ではなかった。なんとか振りほどこうとするのだがその力は物凄すごく、僕の全力でも剥はがれない。

  　咄とつ嗟さに「夢見」を試みるが、すでに壊れかかっているこの空間に干かん渉しようすることはできなかった。地盤となるＯＳに異常がある今、末端のソフトウエアにいくら手を加えても意味はないということなのか。新しく何かを創り出そうとしても、何も出てこない。

  　まずい。やばい。どうしようもない。

  　脳内が一瞬で真っ白になる。

  　まるで砂時計の砂のように奈な落らくへと滑り落ちていく肉の山。このままだと、僕もほかの肉体と一緒に引きずり落とされてしまうのに。今、取れる対抗手段が、何一つ見つからない。

  　ぐんと、重力に引き寄せられる僕の身体からだ。

  「アリス君ッ!?」

  　悲鳴を上げるルルディ。その細い手を咄とつ嗟さに掴つかむ。

  　しかし、それでもリオの拘こう束そくは解けなかった。まるで蜘く蛛もの糸に群むらがる罪人のように、僕の足からぶら下がるリオと、彼の作り出した赤ん坊の残ざん骸がいたち。

  　さすがのルルディもこの重さを全部支えることはできないようだった。

  　ゆっくり、ゆっくりと、僕たちは深い闇やみの底へ沈んでいく。

  「ルルディ、僕はいいからその手を離して」

  「僕はいい!?　いいわけないじゃんかよ、アリス君のアホー!!」

  「でも、このままじゃ……」

  　そう言いながら、僕は自分の足元へと視線を下ろす。そこには、正しよう気きを失ったリオのいやらしい笑みが張り付いていた。相変わらず、その拘束は解けない。

  　このままだと、全員まとめて奈な落らく行きだ。

  「くそ。最後の最後で、こんな……っ」

  　僕が思わずそんな泣き言を口にしていた、そのとき。

  　崩ほう壊かいし、奈落の底へと落ちていく瓦が礫れきの中に、僕は見覚えのある何かを見つける。

  「……！」

  　きらりと光る白い棒。咄嗟に手を伸ばし掴んでみるとそれは、先ほどルルディがリオを殴なぐるために創り出した魔法少女のステッキだった。

  　白い棒の先に可愛らしいハートマークの装飾がなされた、そんなステッキ。

  　そうか。

  　新しく何かを創り出すことはできなくても。既に創り出されたものならば、もしかしたら。

  「……？　なんだ、それ」

  　僕が掴んだそれを見て、失笑するリオ。

  　彼は、最後の最後で僕がした悪あがきの結果が、失敗に終わったと判断したらしかった。

  　これでもうすべてが終わるのだと確信し、疑わない彼の微笑ほほえみ。

  　そんな彼の鼻先に、僕はステッキの先端を突きつける。

  「なんだ、って。……魔法少女のステッキだよ」

  「なに？」

  　僕が何を言っているか理解できないのか、怪け訝げんそうな顔になるリオ。

  　そんな彼に向かって、僕は続ける。

  「知らなかった？　今は魔法少女にも、鋭い個性が求められる時代なんだよ」

  　直後、ステッキの先端部分から青い炎が噴き出した。



  


   ９　普現佳奈実とアリス・ミキト

  

  「……ト君、……キト君っ！　……幹みき人と君ってば！」

  　力強く肩を揺らされる感触に、我に返って瞼まぶたを開ける。

  　薄汚れた見慣れぬ天井。

  　ここは、いったい……？

  　そうだ。僕は佳か奈な実みをさらった理り雄おを追い、この廃はい墟きよまでやってきて、そして。

  「幹人君っ！」

  　僕の覚かく醒せいに気付いたのか、揺さぶる手を止め呼びかけてくる普ふ現げん佳奈実。瞳ひとみいっぱいに溜たまった涙を隠そうともせず、満面の笑みで抱きついてくる。

  「佳奈、実……？」

  　未いまだ状況が掴つかめずにいる僕だったが、取り乱した佳奈実の様子にとりあえず落ち着きを取り戻す。状況を理解しようと顔を上げると、周囲は既に真っ暗になっていた。

  　向かい側のネオンが照らす明かりから、室内の様子を確認する。

  　ついさっき、僕が理雄に殴なぐり倒されたときからあまり変わっていない廃墟内。違うのは、佳奈実が理雄の拘こう束そくから解放されていることと、逆に理雄のほうが両手両足を縛しばられた状態で横たわっているということの二点だった。

  　聞くところによると、僕をあっさり殴り倒した理雄は、とどめをさそうと僕の身体からだに近づいた途端に何の前触れもなく倒れ伏したのだという。

  　そしてそのまま、今になるまでずっと目覚めないのだと彼女は報告した。

  　彼女自身はその隙すきになんとか拘束から抜け出し、その後はずっと気絶した僕の介かい抱ほうをしてくれていたらしい。

  「あの……、いったい何が起きたんですか？」

  　未だに目覚めない理雄と僕を交互に見て、首をかしげている佳奈実。

  　だが、僕にもうまく説明できる気がしなかった。

  　僕が理雄の精神体を射殺したことにより制御を失い、崩ほう落らくしていく精神世界。その中で、脱出を阻はばむ彼の残ざん留りゆう思し念ねんのようなものに火炎放射をお見舞いしてやったところまでは覚えているのだが。その先がさっぱりだ。現在こうして現実世界に復帰できているところからして、その後、なんとか無事に脱出することはできたらしいが。

  　どういう経緯であの崩落する空間から脱出してこられたのか。ルルディや理雄はあれからどうなったのか。何もわからないし、思い出せないのだけれど……。

  　そんな僕でも今、言えることが一つだけあった。

  　僕は頭上に大量の疑問符を浮かべる佳か奈な実みに向かって、こう告げる。

  「とりあえず、悪夢は全部終わったよ」

  

  

  

  　もともとが非力なうえに、理雄のサンドバックにされて満まん身しん創そう痍いである今の僕には、もう自力で歩く体力も残されていなかった。

  　佳奈実に肩を借りて、なんとか歩けている状態の僕。

  　確か僕は佳奈実を助けにきたはずなのに、何な故ぜか今は助けられている。

  　客観的にも主観的にも、これ以上ないくらいかっこ悪い光景だ。

  　そんなことを考えながらも、僕たちは夜の廃はい墟きよから脱出していた。

  　ぎこちない歩調で夜道を歩く二人。

  　いろいろと話したいことはあるのだが、うまく切り出す言葉が見つからない。それは向こうも同じなのか、ここまでの道中は互いにずっと無言のままだった。

  　両者の間に、どうしようもなく気まずい空気が満ちている。
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  　特に僕は、先日の八つ当たりの件や、告白を盗み見ていた件、さらには思い出したばかりの三年前の件など、様々な負い目がある。あまりの居心地の悪さに身体からだが引き裂かれそうだった。体力さえ残っているなら、全力疾しつ走そうで逃げ出したいくらいの抵抗感。

  　そんな沈黙を破るかのように、ふいに佳か奈な実みが口を開く。

  「……また、助けてもらっちゃいました」

  　彼女は、いきなりそんなことを言ってきた。

  「また？」

  　何の話だかわからず、首をかしげる僕。そんな反応に、彼女は少しだけ傷ついたような顔を見せてから、話を続ける。

  「幹みき人と君。覚えてないんですか？　ずっと昔、私たちが小学生だった頃ころ。野の良ら犬いぬに襲おそわれていた私を、身を挺ていして助けてくれたこと、あったじゃないですか」

  「そうだったっけ……？」

  「そうだったんです。獰どう猛もうなドーベルマン相手に、ボロボロになりながらも幹人君は私のことを守ってくれた。……あのときの幹人君、すごい格好良かったんですから。たぶん、一生忘れられません」

  「……ふーん」

  　そういえば子供の頃、ドーベルマンにしこたま噛かまれて死にかけた記憶がある。詳細は思い出せないが、たぶん、彼女が言っているのはそれのことなのだろう。

  「……あの日から、幹人君は私のヒーローだったんです。……あれ？　何言ってるんだろう、私。だから、えっとですね、私が言いたいのはですね」途端にしどろもどろになりながら、彼女は続ける。「きっと今回も幹人君が助けてくれるって、そんな気がしてたんです、だから」

  「…………」

  「だから、……ありがとうございます。幹人君」

  　照れるように、そう言ってくる佳奈実の姿。

  　そんな彼女の表情を見て、僕は気付いた。

  　僕や理り雄おが彼女に夢を見ていたように、彼女もまた、僕に夢を見ているのだ。

  　だからこそ、僕が好きだなんて言葉を口にすることができたのだろう。

  　それは、幻想の押し付けだ。

  　そんな考えが、唐突に脳のう裏りに浮かんだ。

  「……どう、いたしまして」

  　だが、そんなもの、今はどうでもいいと思いなおす。

  　それ以前に彼女には言いたいことや、聞きたいことがたくさんあるのだ。

  　三年前のクリスマスでのこと、それから続く今日までのこと、鏡のペンダントのこと、八つ当たりで傷つけたこと、理雄のこと、姉さんのこと、自分のこと、そして、これからのこと。

  　話さなければならない話題が、尽きることはないだろう。

  「……普ふ現げんさん」

  「な、なんですか？」

  　だけど、その前に言っておかねばならない言葉があった。

  「……ごめん。ありがとう」

  　そんな僕の呟つぶやきに、佳か奈な実みは一瞬だけきょとんとした後、ふわりと微笑ほほえむ。

  　それは、花の咲くような笑顔だった。



  


   10　ルルディ・リデルと「これから」

  

  　俺おれ、アリス・ミキトには大嫌いなものが三つある。

  　一つ目は、安らかな眠りを妨害する、無ぶ骨こつな時計のアラーム音。

  　二つ目は、瞼まぶた越しに眼球を苛さいなむ、無む慈じ悲ひなる朝の日差し。

  　三つ目は、まどろむ意識を現実へと引き戻そうとする、無ぶ粋すいでガサツな第三者。

  「……あっ、やっぱり！　こいつ、まだ寝てる！」

  　つまり、簡単に言ってしまうと俺は、寝ているところを起こされるのが大嫌いなのだった。起床を促うながそうとする、ありとあらゆるものを憎ぞう悪おしているといってもいい。

  「朝だよ、朝！　ほら、起きて！　起きてったら！」

  　だから、よく聞き知ったこの声も今の俺にとっては怨えん嗟さの対象にしかならなかった。

  　いくら彼女が俺の幼稚園時代からの幼おさな馴な染じみで、朝に弱い俺のために毎朝わざわざ自室まで起こしに来る超お節せつ介かい焼きだということがわかっていても、それとこれとは話が別……。

  　……って、

  「なにやってんの？　ルルディ」

  　僕は布ふ団とんから起き上がり、そこに立つ「お節せつ介かい焼きの幼おさな馴な染じみ」へ目を向ける。すると、彼女は意外そうに目を見張った後、大きくため息をついてきた。

  「はぁ……、まったくアリス君は本当にノリが悪いね。ここは普通、ドッキリハプニングの後、ボクがキミの頬ほおに平ひら手てを食らわすところまで再現するのが基本じゃない？」

  　そう言いながら、なぜか風船のように膨ふくらませていた胸を元に戻して、彼女はぼやく。

  「どこの世界の基本なのさ、それ」

  「当然、ボクの世界の基本だよ」

  　金色の瞳ひとみを輝かがやかせ、そう笑いかけてくるルルディ。その細い身体からだに纏まとっていた学校の制服をひょいひょいと脱ぎ捨て、いつものワンピース姿に戻ってからこう続ける。

  「ま、それはともかくとして……。こんばんは、アリス君」

  「うん、こんばんは」

  　いつものように交わされる軽い挨あい拶さつ。

  　結局、あれからも僕と彼女の関係は、あまり変わっていなかった。

  　理り雄おの暴走と、彼の夢への侵入、そして脱出。

  　あの事件から一週間が経過した今でも、頻ひん繁ぱんに彼女は僕の夢に現れてくる。

  　今日なんて、カガミマクラのペンダントも敷いていないのに、これだ。理り雄おの夢に入ったときもそうだったが、一度、夢の波長とやらを知られてしまうと、あとはもう向こうの意思次第で、どうとでも夢を繋つなげられるらしかった。

  　一週間前にした苦く渋じゆうの選択と、その際の強い決意は本当になんだったのか。

  　次の日からも、何事もなかったかのように現れてきた彼女の姿を再度眺めながら、僕は深いため息をつく。

  　こんなことを言ってもしようがないが、絶大なる拍ひよう子し抜けだった。

  　まぁ、安心していないといえば嘘うそになるけど。

  「……それで何だかんだで一週間経ったけど、結局どうなったの？」

  　そんな彼女が、いつもの世間話を振るような体ていでそんなことを聞いてくる。

  「どうって？　何が？」

  　そう聞き返した僕に、バツが悪そうに唇くちびるを尖とがらすルルディ。

  「……いろいろさ。たとえば、あの委員長との関係とか……。どう？　進展した？」

  「進展って……、まぁ、相変わらずだよ。とりあえず、これまでの謝罪をして感謝の言葉も告げたけど、それだけ。僕らの関係に特にこれといった変化はないと思う」

  「ふーん、どーだかね」

  「何を勘ぐっているんだか……」

  　ラブコメ主人公の部屋にありがちな清潔なベッドに腰を下ろし、肩をすくめる僕。そんな僕の横にダイブしてきたルルディが、白い布ふ団とんの上に転がり込む。

  「別にー？　……それじゃあ、あっちは？　クボタ・リオのほう」

  「そっちも相変わらず、かな」

  　廃ビルで殺しあった次の日、彼は何事もなかったかのように登校してきた。

  　どうやら彼は一連の事件について何も覚えていないらしい。気がついたら町外れの廃はい墟きよで寝てた。俗に言う夢む遊ゆう病びようってやつかも、なんて騒いでいたことを思い出す。

  　夢に纏まつわるあれこれも、佳か奈な実みとのことも、彼の中では全てなかったことになっているようだった。あのとき僕が放った銃じゆう弾だんはルルディの想定した通り、正常に機能したらしい。記憶操作の後遺症も今のところは大丈夫みたいだし、とりあえずは丸く収まったということか。

  　もっとも、あんなことがあった手前、僕としてはさすがに今まで通りに接することができずに彼との関係は疎そ遠えんになってしまっているのだが。それでも一応の交流は続いていた。

  「……あ、でも」

  「でも？」

  「そういえば今日、あいつ、頬ほおを腫はらせて学校に来たんだ。どうしたのかって聞いたら、久しぶりに会った母親と喧けん嘩かしたんだって」僕に向かって、そう言ってのけた彼の表情を思い出し、僕は苦笑する「……物ぶつ騒そうでディープな話のワリには、なんだか楽しそうな口調だったよ」

  「ふーん……」

  　そんな僕の話に、ルルディは気のない返事を返してくる。戯たわむれるように布団にくるまりながら、金色の瞳ひとみで僕を見上げてくる彼女。

  「アリス君も、何だか嬉うれしそうだね」

  「そうかな？　……まぁ、喧嘩したってことは、少なくともちょっとは向き合おうとしたってことだと思うからさ」

  　理雄があの夢の中でのことを心のどこかで覚えていたのか。それともまったく別の要因からそうしようと思い立ったのか。僕にはとうていわからないけれど。

  「あいつも前進しようとしてるんだなって。ほら、そういうの、励みになるだろ」

  　あれから僕も、目を逸そらしていた現実と向かい合う努力を始めていた。

  　その第一歩として失しつ踪そうした姉さんの行方ゆくえを追おうとしてみたのだが、やはり、そう簡単にはいかないらしい。いなくなってから時間が経っていることも災わざわいし、早くも捜査は難なん航こうしていた。まぁ、最初から子供がちょっと捜したくらいですぐ見つかるとは思ってなかったし、まだまだ諦あきらめるつもりはないのだが。

  「僕も頑張らなきゃって、そう思えるんだ」

  　そう呟つぶやく僕に、ルルディはぱちくりと両目を瞬まばたかせる。

  「なんだか、彼に対してずいぶんと好意的な物言いだね。あんな目にあわされて、危うく殺されるところだったのに」

  「まぁ、確かに酷ひどい目に合わされたし容易に許すつもりもないけれど、覚えていないことをとやかく言っても仕方ないし……」というか、その記憶自体を消し去ったのはほかでもない僕自身だし。「……それに多分、僕はあいつのこと、あんまり嫌いじゃないんだ」

  「似たもの同士だから？」

  　にやーっと笑って、そうからかってくる彼女。僕が返答を拒否していると、彼女はベッドからむくりと起き上がり、躊躇ためらいがちにこう聞いてきた。

  「……それで、その、アリス君はどうなのさ」

  「僕？」

  　意外な話の矛ほこ先さきに、目を見張る僕。だが、すぐに考えて、

  「……うーん、そうだな。僕も、そんなに変わってないんじゃないかな」

  　現実と向かいあう、なんて大層なことを言ったって今はまだ何も動き出していない状態だし。あの一件でバッサリなくなると思っていた夢世界との交流も、何だかんだでこうして継続しているし。そう苦笑する僕に、しかし、ルルディは真剣な表情で言い返してきた。

  「嘘うそ。……だって、あの男。帰ってきたんでしょ？」

  　あぁ、なるほど。そういうことか。

  「キミは、あいつの帰き還かんをあんなにも怖がっていたじゃないか。なのに……」

  　そう言い淀よどむ彼女に、僕は努めて明るい口調で笑ってみせる。

  「まあね、帰ってきてから今日まで、まだこれといって何もしてこないけど……。いつその態度も豹ひよう変へんするかわかんないから、今は毎日胃腸が痛いよ」

  「……ふーん」

  　どうせ脳味み噌そごしにすべて筒つつ抜ぬけなんだろうが、彼女は気付かぬふりをしてくれた。

  「次の出張でいなくなるまで、何事もなく平へい穏おんでいられるといいんだけどね」

  　そんな楽観的な希望を口にする僕に、彼女はきょとんとした顔になり、

  「……なんか、アリス君。微妙に精神がタフになってない？」

  「そう？　まぁ、あれだけ強烈な体験をしたんだから、少しくらい強くなってもバチは当たらないと思うけど」

  「あはは、そうだね」

  　そう言いながら、ベッドから降りる彼女。

  　僕の前に屈かがみ込んで、その顔をじっと覗のぞき込んでくる。

  「……ねぇ、アリス君。もしも、もしもだけど。……もう一回、『アクム・クエスト』に挑いどむチャンスをあげるって言ったら、どうする？」

  「え？」

  「他人の夢の侵入を成功させ、不完全ながらも相手の夢ゆめ世せ界かいで自分のイメージを完かん璧ぺきに顕けん現げんさせてみせたアリス君は、既に素そ質しつ十分だ。あとは、例の現実世界への未練を断ち切るだけで、すぐにでも『完全明めい晰せき夢む』の世界へ行くことができるようになるよ。キミが望むなら、特例中の特例として、再チャレンジを認めてあげてもいいんだけど」

  　おずおずとした口調で、そんなことを提案してくる彼女。

  　しかし、僕は彼女の提案を受け入れない。

  　今回の一件で、少しだけ自分の現実を肯こう定ていできるようになった気がするから。

  　そして少しでも肯定できる何かがあるのなら、全てを諦あきらめるべきじゃないと思えたから。

  　だから僕は無言のまま首を振り、彼女の申し出を辞退した。

  「あーあ、つれないでやんの」ぱたんと、ベッドの上に戻りながら彼女がぼやく。「そんなこと言わずに、チャレンジしようよ。ちゃちゃっとさー。そしたらみんなハッピーなのにー」

  　軽い口調でそう言って、足をばたつかせる彼女。

  「それともボクが土ど下げ座ざして拝おがみ倒したら挑戦してくれる？　なんなら見せるよ、現実世界では実現不可能なアクロバット土下座……、その超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こうの真しん髄ずいを」

  「なんだそれ……、っていうかさ」

  　そんなルルディの言葉に苦笑したのち、僕はずっと気になっていたことを聞くことにする。

  「……どうして、僕の修しゆ行ぎようにそこまで拘こだわってるの？　というか、なんでまだ僕の夢に現れるんだ？　てっきり、僕が現実を選択した時点でさっさと次の適格者を探しにどこかへいくものだとばかり思っていたんだけど」

  　そんな僕の質問に、ルルディの動きがぴたりと止まった。

  　沈黙が訪れる室内。

  　ざあっと大きな風が吹き、青くて爽さわやかなカーテンを揺らしていく。

  「べ、別にキミに拘ってるワケじゃないよ。ただボクは……」

  「ボクは？」

  　僕が聞き返すと、彼女は金色の瞳ひとみを泳がせて、こう続ける。

  「えっと、そう……、ボクは今回の一件で学んだんだよ。中途半端に鍛きたえた『夢見』は想像以上に危険なんだってことにさ。キミだって『アクム・クエスト』を完了していない以上、状況はあのクボタ・リオと何ら変わっていないんだ。いつ、キミが彼みたいになるともわからない」

  「まぁ、……確かにそうかもしれないけれど」

  「だからボクは決めたのさ。うっかりキミが道を踏み外してしまわないよう、『夢見』の師し匠しようとしてしっかりと見張ってやらないと……ってね！」

  　得意げな顔でそんなことを口にする彼女。その言い回しに少し引っかかり、聞いてみる。

  「見張るって、……いつまで？」

  「もちろん、見張る必要がなくなるまでさ」

  「……だから、それは、いつ？」

  　なんとなく感じる嫌な予感とともに僕が再度問いかけると、彼女はごまかすように視線を逸そらし、こんなことを言ってきた。

  「…………いつだろう？」

  「おい、ちょっと待った。もしかして、これからもずっと僕の脳内に居座るつもりなんじゃ」

  「居座るだなんて心外な！　さっきも言ったように、ボクは不安定なキミの夢をだね、こう、優しく見守っていくというか、なんというかだね」

  「いや、そういうのいらないから」

  「ひどい！　ボクはキミの師し匠しようとして、親友としての親切心から言っているのにー！」

  　師匠はともかく親友って、いつのまにそんな称しよう号ごうを？　……というか、さすがにこれからずっと脳味み噌そに寄き生せいされっぱなしなのは、精神衛生的にもプライバシー的にも困るんだけど。

  　そう言い返そうとした僕は、ふと思いついて、こんなことを言ってみた。

  「……そんなこといって、本当は僕と別れるのが、ただ寂しいだけなんじゃないの？」

  　いくら自由に夢を渡り歩けるといっても、所しよ詮せんは一人。人間とコミュニケーションをとろうにも、夢越しでないと会話すらままならない。同じような仲間がいるという話も聞かない。そして、妙に人懐なつっこい彼女の言げん動どうと、僕に対するこの態度。

  　もしかして彼女は、僕が思っていたよりも孤独で、人との交流に飢うえているのではないだろうか。「アクム・クエスト」だ何だと言って、僕の「夢見」を鍛きたえようとしたのも、自分に近しい存在を作って、その孤独を癒いやしたかったからなんじゃ……？

  　それはただの、根こん拠きよもない思いつき。推理とも呼べないような、言いがかり。

  「そっ……！」

  　だが、その言いがかりに対し、ルルディは素すっ頓とん狂きような声を上げ、

  「そそ、そんなことあるわけがないじゃないか！　まったく、何を言ってるんだか！　ははは、アリス君にそんなユーモアのセンスがあるだなんて、驚きだなぁ！」

  　と、そんなあからさまな反応を見せてきた。

  「……ルルディ？」

  「な、なにさ！」

  　僕の呼びかけに反応し、飛び退すさるようにベッドから離れる彼女。僕と距離を置きながら、視線をきょろきょろと惑わせる。元の肌が白いせいか、赤せき面めんすると露骨に目立った。

  「…………」

  「な、なんだよ、その顔は！　ひょっとしてボクのことを馬ば鹿かにしてる!?　散々、偉そうにしておきながら、友達の少ないかわいそうな奴やつだって、そう思っているんだろ！」

  「い、いや、そこまでは思ってないけど」

  　想像以上に過剰な反応に戸惑う僕を見て、子供のようにムキになる彼女。

  「いーや、思ってるね！　その視線はかわいそうな奴を見る憐あわれみの眼まな差ざしだね！　なんだよ、自分だって全然友達いないくせに！　……もう、怒った！　怒ったんだからね、馬鹿アリス！」

  「いや、いきなりそんな怒られても……」

  「うるさーい！」

  　そう言って、いーっと舌を出しながら彼女は続ける。

  「決めた！　ボクは、諦あきらめないよ！　キミは今回、現実と夢の二択を迫られ、そのヘタレさゆえに現実側を選択した。……でも、次はこうはいかない！　いかないったら、いかない！」

  「今さら、そんなこと言われても……」

  　そんな彼女の物言いに、僕は思わず苦笑する。

  「笑うな笑うなー！　……もう、本気で怒ったぞ！」

  　そう言ってカーペットの上で地じ団だん駄だを踏んでいた彼女は、いきなりびしっと僕を指差し、

  「こうなったらアリス君が『こっちの世界』を選ぶまで、ずっとこの夢に居座ってやる！」

  「え？　ちょ、ちょっと待っ……！」

  「問もん答どう無む用よう！　まー、追い出そうとしても無駄だけどねっ！　今のキミに、全力のボクを追い払うだけの力は備わっていないだろう!?」

  　僕の抗議を無視して、大きく胸をそらし笑ってみせる彼女。

  　なんだかわからないうちに、話が変な方向に進んでいる。

  　そんな彼女の暴走に、僕は深いため息をついていた。
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  　まったくこいつは……、無む茶ちや苦く茶ちやで出で鱈たら目めで、正しよう体たい不明どころか意味不明で、うるさくて、自分勝手で、僕が最も苦手とするタイプのはずなのに……。

  　なのに、どこか嫌いになれない。

  「必ずキミを、ボクと、ボクのいる世界へ振り向かせてみせるんだから！」

  　そんな彼女の宣言と共に、僕の視界にノイズが走った。

  　夢が途切れる兆きざし。現実世界に朝が来たのだ。

  　次の夢を見るまでの間に、なんとかルルディを宥なだめる言葉を考えておかないと。そんなことを頭の片かた隅すみで考えながら、僕はまどろむ意識にその身をゆだねる。

  　自分の意識が現実世界に引き戻されているのが、感覚で分かった。

  

  　さて、これからまた、新たな一日が始まろうとしている。

  　現実世界は何も変わらず、ただ厳げん然ぜんと僕の目の前に立ちはだかっているだろう。

  　姉さんのこと、叔お父じのこと、それ以外のこと、まだ何一つ解決なんてしていない。

  　やるべきことや、耐えなければならないことはまだ、たくさん残っていた。

  　でも、なんとか頑張ってみるのも悪くない。

  　明日の晩、気持ちよく夢を見るために。

  　夢が途切れる最後の瞬間、僕はそんなことを考える。
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   あとがき

  

  　こんばんは。鮎あゆ川かわ歩あゆむです。

  　はじめましての人は、はじめまして。そうじゃない人は、お久しぶりです。

  　なんだかんだで、前作の『クイックセーブ＆ロード』から一年が経ってしまいました。

  　その間、何をしていたかというと、無事に（？）大学を卒業し、社会人みたいなことをしていました。

  　社会人みたいなことというのは何かというと、入社早々、本社ビルのガラスや備品をかち割ったり、駐車場に止めてあったお客様の車に営業車を突っ込ませたり、発注ミスでいろんなところに迷惑をかけ土ど下げ座ざして回ったりとか、そんな感じです。

  　たぶん、そろそろクビになりますね。

  　今、リーチかかってると思います。困ったなぁ。

  　そんな日々を過ごす中、めためたに怒られまくり、反省しながらもふと窓の外なんかを眺めたときに、私はよく、こんなことを思うのです。

  　あぁ、今この窓から外にダイブしたら、なんだかすごい奇跡が起こって今朝まで時間が巻き戻ったりしないかなぁ、と。

  　そしたらこのつらい状況からもオサラバできるうえに、失敗も未然に阻止できて、一いつ石せき二に鳥ちようなのになぁ、とか。

  

  　間違えました。これでは違う話のあとがきでした。

  　今作、『ユメオチル、アリス』の話をしましょう。

  

  　この話を思いついたのは、ちょうど一年前のことでした。

  　スティルトンというチーズを食べた後に眠ると、奇妙な明めい晰せき夢むを見られるらしいという噂をききつけ、試してみたのがそのきっかけです。

  　そのとき、どんな夢を見たのかはあまり覚えていません。

  　起床直後に書いたらしいメモには「赤ん坊」「すごくでかい」「キモイ」「食べる」と書いてあったので、多分、そんな感じの夢だったのだと思います。

  「食べる」が気になりましたが、深く考えると怖くなってきたのでやめました。

  　その後、夢見というのは訓練次第で鍛えられるものだと知り、毎晩のようにスティルトンを食べて過ごしていたのですが、どうやら私には才能がなかったらしく明晰夢を究めることが出来ませんでした。

  　その悔しさをバネにして書いた小説が本作なのです。

  　完成まで紆う余よ曲きよく折せつありましたが、念願のでかくてキモイ赤ん坊を出すことが出来たので、私は満足です。

  　口絵になってるオコジョさんのイラスト見ました？

  　すごくでかくてキモイですよね。最高です。

  

  　そんな本作ですが、最初はすごく明るいラブコメ的なものを書こうと思っていたんです。

  　かわいい女の子とか一杯出てきて、かっこいい主人公が大活躍したりとか、なんかよくわからない原理でエッチなハプニングが起きたりとか、そんな感じの。

  　まぁ、最初の数ページを書いたところで力尽き、平常運転に戻ったわけなんですが。

  　やっぱり、性に合わないことはするものではありませんね。

  　ヘタレの主人公が自じ嘲ちようしたりとか、鬱うつ々うつとして引きこもったりとか、挫ざ折せつしてへこたれたりするところとかを書いているときの方が楽しかったです。

  

  　話は変わりますが、ここまで読んでくださった方の中には、「タイトルにアリスってあったからちょっと期待したのに、男の方がアリスなのか」とがっかりされた方もいるかもしれません。

  　そんな皆様、ご安心を。ちゃんと少女のアリスも出てきます。

  　……二巻以降が出れば、の話ですが。

  

  　そんな夢を見るのは、後にして謝しや辞じをば。

  　担当編集の望もち月づき様。なかなか通らない企画、遅れまくる原稿、度重なる修正とギリギリまで変わる内容。かなりご迷惑をおかけしたかと思います。この作品が本になったのは、間違いなく貴方あなたのお陰です。

  　イラストの立たち花ばなオコジョ様。可か愛わいいキャラクターと幻想的な雰囲気が最高でした。特にルルディが可愛くて好きです。あと赤ん坊もキモくて好きです。

  　プロット段階から相談に乗ってくれていたＡ様。貴方のお陰でこの作品は本来の倍くらい面白くなったと思います。

  　そして、この拙せつ作さくを読んでくださった皆々様。この話を読んで、少しでも楽しいと思っていただけたならば、これ以上の幸せはありません。

  　うまくいけば、これからも頑がん張ばっていきたいと思っておりますのでよろしくお願いします。うまくいかなくても頑張ります。そのときもどうか、よろしくお願いします。

  

  　それでは、また会えることを祈りつつ、私は眠りにつきたいと思います。

  　おやすみなさいませ。



  
    鮎川　歩
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